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第一章　破綻風景





　冷たいという認識は在る。

　動けないという認識も在る。

　しかし――全身を覆う冷気に鳥肌を立てるでもなく。拘束感に対して苛いら立だちを覚えるでもなく。服を剥はぎ取られ全裸で晒さらされる事への恥ずかしささえも無く。そもそもあらゆる感情が無く。思し惟いすらも停とまって。

　ただ……認識だけが在る。

　思考は凍り付いたままで動かない。

　それ故に思考を様々に巡らす事も無い。出来ない。

　よって自らの置かれた立場であるとか、事の発端であるとか、これから待ち受ける未来であるとか――そういったものに想いを巡らせ様とする意識がまず生まれない。空腹感に切ない想いをする事も無ければ、尿意を催して羞しゆう恥ちに身を捩よじる事も無い。

　それが勅て使し河が原わら花か梨りんの今の状態だった。

　彼女は今……巨大な氷の柱の中に拘束されている。

　否。正しくは『氷』でも無ければ『拘束』でもない。それは花梨側の認識に過ぎない。彼等の言葉を借りればそれは『停滞場』であり『保存』であるからだ。彼等はまるで食材を冷凍庫で保存するかの様に、花梨を時間の流れから隔絶した処ところに封入しているのである。

　だが完全に時間が停滞している訳ではないだろう。

　何な故ぜなら花梨を封じ込める透明な『容器』を通してぼんやりと人影が見えるからだ。

　見開いたままの彼女の大きな黒い瞳ひとみは、それを認識している。だが彼女がそれを思考に繋つなげる事は無い。ただ認識するだけだ。しかし思考する事が可能なら彼女はこう判断しただろう――もし『容器』内の時間が停止しているのなら光さえも入っては来れない筈はず。だからこれは時間停止ではないのだと。

　直径は一メートル程。背丈は二メートル程。

　円柱状の透明な『容器』の中に花梨は閉じ込められている。

　冷凍庫で凍り付く魚の如ごとく――瞬まばたきすらせぬままに。



　　　

　――『聖せい廟びよう』。

　永い永い年月を掛けて掘られた人工的な縦穴。

　其そ処こは秘密結社〈レネゲイド〉の本拠地であると同時に、彼等の誇る最強にして唯一の対『代行者パニツシヤー』兵器〈イコノクラスト〉の整備格納庫でもある。

　距離感覚が狂いかねない様なその巨大な縦穴の内壁――そこに穿うがたれる様にして幾つもの横穴が開いており、その横穴は通路となって様々な用途に応じた部屋へと繋つながっている。

　その中の一室。

　位置的には――そして別の意味でも、最奥とも言える場所にその部屋は在った。

〈レネゲイド〉の構成員の大半は、この部屋の事を知らない。知っている僅わずか一握りの者達ですら、その半数は部屋の位置を知らない。そしてそこで行われている事が何なのか

　――何の意味が在るのかを知る者は二十人にも満たない。部屋の入口に立ってその僅か十数名の出入りのみを許している警護の者達ですら、部屋の意味を、そこに在るものの意味を知らされてはいない。知らずとも警護は出来るからだ。

　知っているのは五氏族の長とその直属の姫ひめ巫み女こ達、それに彼等の選出した四人の奇き蹟せき術師のみである。

　部屋は薄暗く小さい。

　その中央に――一人の少女を封入した透明な円筒が置かれていた。

　生まれたままの白い肌を晒さらしながらも、少女は屈辱や羞しゆう恥ちに頬ほおを赤らめる事も無い。髪の一本も揺らがず、瞼まぶたも一度とて瞬まばたかず、ただ精せい緻ちに造られた人形の様に――あるいは死体の様に少女はただそこに在る。居るのではない。彼女の意志の結果でない事は、僅かに驚きを示したまま固着しているその表情から明らかだった。

　円筒の周囲には何やら鋼鉄製の機械が配置されている。

　知識在る者が見ればそれは奇蹟術機関――据え付け型の大型擬ぎ神しん杖じようだと理解出来るだろう。高度で精密な制御を必要とする奇蹟術にしばしば使われる装置だ。

「いやはや――急場凌しのぎに造ったにしては上出来だな」

　少女と装置を眺める人影が幾つか。

　一つは装置を管理する奇蹟術師である。

　彼等は四人で交替制を採り常に装置を動かしている。

　擬神装置にはその奇蹟術を制御する為の『主体』が必要である為に、完全自動化する事が出来ない。そしてこの奇蹟装置は『保存』の奇蹟術を実行する機能に特化させられている為に、常に稼働させ続けていなければ意味が無い。だからこそ奇蹟術師達は常にこの装置の側そばに誰だれかが貼はり付いているのである。

　残りの者達は――五氏族の族長達であった。

　秘密結社〈レネゲイド〉。

　それを形作る神殺し――〈五人の罪人〉の末まつ裔えいたる五家の長。

　即ち――

「それもこれもマブロ家の御協力在っての事――」

　そう言いつつ薄い笑みを浮かべるのは白はく皙せきの美青年。

　端正な面立ちと、さらりとした銀髪はむしろ女性的であり、薄く歪ゆがんだ唇が形作る笑顔はひどく甘い。もっとも――それが毒を含む甘さである事に気付いて警戒心を喚起出来るのは、余程に注意深い者に限られるだろうが。

　ネロ・オトルチ。

　五氏族の一つオトルチ家の若き当主である。

「無論それはその通りだが」

　鷹おう揚ように頷うなずいてみせるのは先の声の主である。

　神経質そうな顔立ちをした長髪の男性。

　いかにも学者然とした――良く言えば理知的な、悪く言えば見るからに頑固そうな雰囲気が在る。矜持プライドが高く自説に拘泥するあまり眼の前の事実から眼を背けてしまう者は意外に学究の徒に多い。

　タイロイド・マブロ。

　奇き蹟せき術研究に秀でたマブロ家の長。

「まずは見事と言っておこう――ネロ・オトルチ。事前に準備を整え、カリン・テシガワラを拘束後僅わずか三日でこの装置を組み立てた手際は――私も認めざるを得ない」

「お褒めにあずかり光栄です」

　ネロが慇いん懃ぎんに一礼する。

「されど――」

　割って入ったのは丸顔の人物である。

　頭髪がそろそろ寂しくなってきているのを、長く伸ばした髪を横に流す事で誤魔化している。不細工という訳でも貧相という訳でもないのだが――その目つきのせいか、何ど処こか妙にこすっからい印象を伴う容姿であった。



    

  
    
      



    

  
    
      　パルマス・ルースポリテ。

　主に〈レネゲイド〉において渉外や物資調達を行うルースポリテ家の長。

「貴重な資材を掻かき集める事が出来たのは我がルースポリテ家の力在ったればこそ」

「その通り――五氏族の全ての協力在っての事ですとも」

　艶つややかな笑みでそう応じるネロ。

「もっとも――」

　ちらりとパルマスが傍らに視線を飛ばす。

　そこには巌いわおの様な――重厚な雰囲気という意味でも、口数が少ないという意味でも――男が一人佇たたずんでいる。先程から言葉は一つも発さず、ただ静せい謐ひつな視線を装置に送り続けているだけだが、その存在感だけは他を圧する様な何かが在った。

「インペラス家の出番は無かった様ですがな」

　パルマスの揶や揄ゆする様な台詞せりふにもその表情は動かない。

　ゼブロン・インペラス。

　五氏族の中では唯一、奇き蹟せき術師を始祖としない――武芸に長じる事を一族の使命として自らに任ずる家の長だ。無論、奇蹟術師も数多く擁しはするが、インペラス家は他ほかの家に比してその数は少なく、長たるゼブロンも全くその素養は無かった筈はずだ。

　もっとも代わりに武術の腕としては誰だれもが認めざるを得ず――彼がその気になればこの場に居る者全員が瞬まばたきを二度三度する間に殺し尽くされているだろう。

「そんな事はありません。インペラス家の鍛えた警護役の兵在ればこそ我等は安心してこの場を維持出来るのです」

　ネロが話を取り繕う。

　あからさまと言えばあまりにあからさまな台詞せりふなのだが――不思議とネロが言えばわざとらしくは聞こえない。ゼブロンも特に機嫌を損ねた様子は無かった。

　そして――

「その通りだ」

　バルド・コードランは場をまとめる様に言った。

　厳いかめしい顔で周囲を見回しながらバルドは言葉を続ける。

「今は非常時だ。どの家の力が欠けても我等は窮地に立たされる事になる。努ゆめ々ゆめそれを忘れぬ事だ――ルースポリテ卿きよう」

「そ……それは無論」

　五氏族筆頭の言葉にパルマスは僅わずかに表情を引きつらせて頷うなずく。そしてそんな彼を見ながらタイロイドが僅わずかに嘲あざけりの笑みを口元に浮かべた事に、バルドは気付いていた。

　小物だ。

　バルドはそう思う。

　明らかに長たる器ではない。目先の小さな権力争いに気をとられて自分の感情すら制御しきれていない。支配者としては――他人を使い、踊らせ、時には問答無用で死ねと命じる立場に居る者としてはあまりに薄っぺらい者達だった。

　やはり注意すべきはただ二人。

　ネロとゼブロンだ。

　ネロはその感性と知略を。

　ゼブロンはその生真面目さと武芸を。

　もっともゼブロンは実直な分だけ搦からめ手てには弱い。その意味では最も油断がならないのはネロ一人という事も出来る。バルドの眼から見ても何を考えているのか、読み切れない部分が多すぎる。

「しかし本当に見事ですな――これは」

　媚こびを売る様にパルマスが言ってくる。

　大方、今の発言でバルドの機嫌を損ねたとでも思ったのだろう。五氏族筆頭であり最も大きな権力を持つバルドは他ほかの長達に較くらべると頭一つ分は立場が抜きんでている。それだけに『いつかは』――とは思っていても、今は卑屈な程にバルドの顔色を窺うかがう様な傾向がパルマスやタイロイドにはあった。

「美術品の様ですな。カリン・テシガワラ――本人も満足でしょうなあ」

　停滞場に固定された少女の姿は精せい緻ちな彫刻の様だった。元が器量好よしの少女である為に――一糸纏まとわぬ姿でそうして固着している姿はとても美しい。決して豊満ではないのだが、処女雪の様な汚れを知らぬ成長途中の肢体は、男の本能部分に訴えかけるものがあった。

「ただ固定するだけではこうはならない」

　タイロイドが呟つぶやく様に言う。

「ただ氷漬けの様に固めてしまえば良いという訳ではない。生かしたまま、傷付けずに――となれば停滞場術式の微調整が必要になる。しかしその結果、一瞬を切り取ったかの様な、躍動感を損なわない固定が可能になったという事だ」

「確かに。その意味ではさすがにマブロ家の術師達による仕事。奇き蹟せき術の開発能力においてもさることながら、術の精度においても一歩抜きんでておられますね」

　淡々とした口調でネロが言った。

　不自然な程にはおだてず。しかし相手を決して貶おとしめず。ただ事実を事実としてのみ語っているかの様な口調である。美辞麗句を並べられるよりもこういった物言いの方がタイロイドの矜持プライドをくすぐるだろう。

　ネロは相手の性格や反応を見ながら言葉を選んでいるのが分かる。

　言うまでもなく彼にはそれだけの余裕が在るという事であり――同時にそうする必要が在るという事だ。

（『聖せい廟びよう』内とはいえ、オトルチ家管理の部屋で保存するとはな）

『聖廟』内の施設は全て五氏族のいずれかが所有・管理している。

　そしてこの部屋はオトルチ家の管轄だ。これはつまりカリン・テシガワラを彼が握っているに等しい状態である。いくら此こ処こまでの作業に五氏族相互の協力が不可欠だったとはいえ、これからはオトルチ家が彼女を独占している様なものだ。

　無論――四人の奇き蹟せき術師はそれぞれの氏族、つまりインペラス家を除く四家の息がかかっているが。しかしこの部屋の警護や周辺施設の管理は全てオトルチ家の管轄だ。

（――抜け目ない奴）

　ふと浮かびそうになる苦笑をバルドは抑え込む。

　確かに此処までの手管は賞賛に値する。だが未まだオトルチ家は五氏族中では第四位――絶対的な権勢が足りない。政治的な方法でも実力行使でも、まだまだバルドならば、この愛らしく美しい『切り札』を自分の手の中に取り戻す方法は幾らでもある。それも場合によってはオトルチ家ごと。

（ならば今は預けておいてやろう）

　バルドは考える。

　切り札が切り札としていつまでも機能するとは限らない。例えば――イコノクラストの御者たるショウゴ・カシバが依存の対象を変える可能性もある。バルドとしてはまずそちらの方を押さえる積もりであった。押さえるのなら足ではなく首根っこだ。

「なんにせよ、これでカリン・テシガワラの保存は万全という訳だ」

　タイロイドが呟つぶやく様に言う。

「我等が救世主様が早くあの忌々しい『代行者パニツシヤー』共を全滅させてくれる事を祈ろう。この可愛かわいらしい少女を『使う』様な事態になる前に」

　パルマスが笑う。視界の隅でゼブロンが不愉快そうに頬ほおを歪ゆがめるのが見えたが――気付いたのはバルドだけであったろう。

「そもそも新陳代謝の――」

　と――タイロイドが台詞せりふの途中で口をつぐむ。

　円柱の表面に反射する光がぼんやりと揺れたからである。

　一同の背後から別の明かりが室内に流れこみ――五氏族の長達は振り返った。部屋の内と外を隔てる強固な扉が開かれたのである。

　通路の照明を背にして一人の少女が立っていた。

　擬ぎ神しん杖じようを携えた小柄な体たい躯く。

　逆光の為に顔は影に塗り潰つぶされていて見えないが――それが己の養女の一人である事にバルドはすぐに気付いた。

「入れ」

「失礼します」

　言われて養女――コードラン家の姫ひめ巫み女こメリニ・コードランは室内に足を踏み入れた。

　だが。

（……ふむ？）

　バルドはふと違和感を感じた。

　メリニは美しい。それは当然の事である。

　文武に秀でる能力に加えて、その美び貌ぼうこそが『救世主』に仕える姫ひめ巫み女ことしての必ひつ須す要素であるからだ。美しいだけでも聡そう明めいなだけでも足りない。確実に男を魅了し、籠ろう絡らくし、そして虜とりこにする為にはありとあらゆる面で優れていなければならない。それら全てで他を圧する程の資質を見せたからこそ、バルドは迷わず彼女をコードラン家代表の姫巫女の座に据えたのだ。

　彼女が纏まとう巫女服や装身具も、その美しい顔と体を引き立てる為に計算されたものだ。

　肌が透けんばかりの薄い生地や、胸元に走る大胆な切れ込みも、『救世主』を惹ひき付ける為のものだ。それは彼女の『女』としての魅力を十二分に強調していた。

　そう。メリニは美しい。

　だが――

「…………」

　部屋に足を踏み入れる物腰と足取りに無駄は無い。

　ただ歩くだけでも舞踊であるかの様に美しく――その様に彼女は教育されている。

　しかし無駄が無い事と欠落が在る事は違う。

　今の彼女には何か――その美しさを引き立てるべき重要な何かが足りない。何が？　と具体的に問われれば、バルドにも咄とつ嗟さには分からないのだが。

「して――『救世主』殿の現状はどうであるか」

　ある種の疑問は脇わきに置き――バルドは美しい養女に尋ねた。

　五氏族の長達の視線を一身に浴びて――メリニは軽く姿勢を正す。これまた当然で何も不自然ではない。だがその仕草が妙に機械的で精気を欠いている事にバルド以外の何人が気付いただろうか。

「報告します」

　淡々とした口調でメリニは言った。



　　　

　思っていた以上に動揺は深かった。

　だから咄嗟にメリニは自分の感情を意識の底へ底へと抑え込む。いちいちこの程度の光景に心を揺らされているのだと養父に知られれば『役立たず』と断じられかねない。そして養父の役に立てなければ切り捨てられる――それがメリニ・コードランが育ってきた環境だった。

　だが――

（カリン様……）

　自分を振り返ってきた養父バルド・コードランの肩越しに、停滞場の円柱が見える。

　その内部に閉じ込められた花梨の姿を見た瞬間――予想以上の動揺がメリニの中に生まれた。彼女にとって勅使河原花梨とは、ただ『救世主の付属物』であり彼の寵ちよう愛あいを得る上での『障害物』でしかなかった筈はずだ。それなのに――むしろ彼女が封印されている状況は歓迎すべき筈なのに、メリニは瞬まばたきさえも出来ない状態の彼女を目撃してひどく辛つらい気持ちになった。

　駄目だ。こんな事では。眉まゆ一つ動かさずに居る事が出来なければ。

　視線を逸そらせば養父に気付かれる。メリニは視線の焦点をぼやかせて可能な限り花梨の姿を意識しない様にした。

「ショウゴ様は〈イコノクラスト〉搭乗に際して発生しているであろう様々な抑圧ストレスを、多面的に、しかもそれぞれ重度に抱えておられます。しかし医学的な治療の必要はなし、との担当医師の判断。故に現在はお屋敷の自室にて安静にしておられます」

　報告内容を淡々と語り終えて口をつぐむ。

　可もなく不可もなく。ただ事実を事実として告げるのみ。

「それだけか？」

　物足りぬ――という様な養父の声が重く響いた。

「我々はカリン・テシガワラを人質として使用した。その影響は見られぬか」

「はい」

　メリニは頷うなずいて報告を繰り返す。

「それも含めてショウゴ様は多面的かつ重度の抑圧ストレスに晒さらされておられ、現在は安静にしておられ――」

「分かった」

　語尾を待たずに養父バルドが遮さえぎった。

　それ以上は聞くまでもない――あるいは聞く価値もない――とでもいう様な遮り方ではあった。これは別に珍しい事ではない。頭の回るバルドは一を知れば十を察する様な処ところがある。皆まで聞かずに報告を打ち切らせる事はままあった。

　それよりも――

「…………」

　メリニは気を抜けば花梨に合いそうになる視線の焦点をぼやかせるのに必死だった。

　同時に――この場に来る為に押さえつけていた思考の流れが、次第に手に負えぬ激しさを帯び始める。これまでは何とか表面的にも穏やかに見せかけていた水みな面もが、徐々に波立ち、その波があれよあれよと荒々しさを増していく様な感覚。

　止めようとしても止まらない。自分の感情が制御しきれない。

　これは一体――何なのか。

（わたしは……）

　擬ぎ神しん杖じようを持つ手を、メリニは強く握り締めた。

「『移転』の準備は、滞りなかろうな？」

　養父の話題が変わり――メリニは意識の表層を強引に切り替える。

　出来る限りの平へい坦たんな口調で『はい』と応じてから、

「作業工程は現時点で予定の七割を消化。明日には移転可能かと思われます」

　と答えた。

「ふむ。分かった――御苦労。下がれ」

　養父の声はメリニのそれ以上に淡々として抑揚が無い。少なくともメリニの耳にはそう聞こえた。これとて別に珍しい事ではない。

　しかし――

（まるで……）

　全てを見透かされているかの様に思えて仕方が無い。

　メリニは必死に自分の感情を抑え込みながら一礼して出入口の手前まで下がる。

「失礼します」

　軽く後ろ手で扉を叩たたくと――通路で警護をしている者達が扉を開いてくれる。

　頭こうべを垂れたまま更に後退して通路まで下がると分厚い扉は屈強な警護の者達の手でゆっくりと閉められていった。

　ふと――何か胸の内から湧わき上がるものに促されて顔を上げる。

　擬ぎ神しん杖じようを握りしめる事で辛うじて抑えられていた感情の波がメリニの中で再び荒れ狂い始める。それでも彼女は自制心を総動員すると扉が完全に閉まるのを待ち――そしてゆっくりと歩き始めた。

　薄氷の上を進む様な感覚。

　一歩一歩踏み出す度に何かに亀き裂れつが走る様な気がする。

　一歩。二歩。三歩。四歩。五歩――

　通路を進み。曲がり角に来てそこを曲がり。

　そして。

　警護の者達の視線が彼女の背中から外れた、そこが限界だった。

「……っ！」

　メリニは声にならない悲鳴を上げて駆けだしていた。

　しばらくは殆ほとんど他人の眼の無い機密区画であったが――すぐに〈イコノクラスト〉補修の作業員や他ほかの〈レネゲイド〉構成員達の居る通路にも出た。多少の変動はあるにせよ『聖せい廟びよう』内には常時千人近い人間が居る。人目の無い場所の方が圧倒的に少ない。

　皆が驚いて振り返る程の早さでメリニは『聖廟』の通路を駆けていく。

　こんな様子を見られてはまずい――という意識は何ど処こかに働いてはいたものの、胸の内で荒れ狂う感情をどうにも御しきれず、彼女はそのまま走り続けた。

（ショウゴ様は――）

　脳裏をショウゴの顔が過よぎる。

　初めて出会った時の驚いた顔。

　夜よ伽とぎをメリニに提案されて恥ずかしがる顔。

　口吻くちづけをした直後の歓喜と困惑が入り交じる顔。

　そして――

（ショウゴ様……！）

　あの――何かを決定的に失った者の壊れた笑顔。

　あれを思い出す度にメリニは動揺を抑える事が出来ない。

　あそこまで香か芝しば省しよう吾ごを追い込んだのは自分達だ。そして現時点で省吾の扱いに関しては特に問題は起きていない。彼は『救世主』――即ち対『代行者パニツシヤー』最終兵器である巨大擬神機〈イコノクラスト〉の御者、いや中枢部品としてのみ意味が在る。その機能さえ果たせているのなら何ら問題は無い。彼が喜ぼうと苦しもうと関係が無い。

　無い――筈はずだったのだ。

　だが。

（あんな……あんな……）

　あんな省吾は初めて見た。

　無論――彼と出会って未まだそう時間が経っている訳ではないが、それなりに彼の事は理解している積もりだった。彼がどういう人間なのかは分かっている積もりだった。

　少なくともあんな笑い方をする人間ではなかった筈だ。

（カリン様だ……）

　省吾をあそこまで決定的に壊したのは花梨と引き離されたという事実だ。少なくともメリニはそう思う。それ程までに省吾と花梨の間には深い結びつきがあったのだろう。メリニを抱かなかったのも他ほかの姫ひめ巫み女こに手を出さなかったのも花梨の眼が在ったからだ。

　だがその花梨は今、彼の側そばから引き離された。

　ある意味でこれは好機だ。

　最愛の者と引き離された人間は代替を求める。心の隙すき間まにつけ込むには絶好の状況である。恐らく他の姫巫女達も同じ事を考えているだろう。

　だから。

　今はただ彼の気を引く事だけを考えていればいい。余計な事を考えてはいけない。

　分かっている。よく分かっているのだ――その事は。何しろメリニはその為だけにコードラン家に引き取られて育てられてきたのだから。

　実際――喜ぶ気持ちも在る。

　花梨さえ居なければと何度も思った。

　彼女が居なくなれば省吾は自分を見る。眼を逸そらせなくなる。そうすれば彼に取り入り彼の寵ちよう愛あいを受けて彼の心を独占する自信は在った。たとえ他の姫巫女を彼が抱こうと、最終的には自分の元に還かえってくる様に彼を『仕込む』自信は在ったのだ。

　だが……いざその状況になって。

　花梨があの様な状態になって。

　省吾があの様な状態になって。

　自分は――

「――うっ……」

『聖せい廟びよう』の外部へと続く昇降機エレベータにメリニは逃げる様に乗った。

　昇降機の籠かごの隅にうずくまりメリニは荒れた息を吐く。

　一体……自分はどうしてしまったのか。

「……うあっ……うっ……」

　涙は流れない。ただ嗚お咽えつだけが唇から漏れる。

　メリニは――気付いてはいなかった。

　幼少時から徹底して姫ひめ巫み女ことしての教育を施されてきた彼女は、感情の発達と理解にいびつな部分を幾つも抱えている。だからこそ普通に育てば誰だれもがすぐに気付くであろう自分の感情に気付く事が出来ないでいた。

　メリニを苛さいなむ激情。

　自分が抱え持て余すそれが嫉しつ妬とと――そして罪悪感である事を彼女は未まだ知らなかった。



　　　

（――やはり問題が在るかもしれんな）

　去り際のメリニの様子を思い出しながらバルドはそんな事を考える。

（あれはやはり中途半端に倫理観や道徳的部分を残している……いっそ徹底的に一度潰つぶしておくべきであったか）

　バルドに言わせれば道徳観や倫理観などというものは余裕の産物だ。

　絶望的な状況に追い込まれ、ありとあらゆる価値観を叩たたき潰つぶされれば、そんな実の無いものになど決して振り回されない達観した人間が出来上がる。それが単なる弱者共の譫たわ言ごとに過ぎず、窮地においては何の助けにもならないのだと身を以もつて思い知るからだ。

　最も簡単な洗脳の手段である。

　つまらない相互関係による躊ちゆう躇ちよ――例えば愛情だの友情だのによる逡しゆん巡じゆんが無くなる。目的を定めてやれば機械の如ごとくそれを実行する優秀な道具の出来上がりだ。

　だが……これは諸もろ刃はの剣でもある。

　こういう方法を採って洗脳すれば確かに確実に人格改造を行えるが、同時に思考停止を引き起こす可能性も高い。忠実だが判断力に乏しい人形の様な人間が出来上がる事が多いのだ。

　だがそれでは姫巫女としては使えない。

　ただの操り人形では操る手間が増えるだけで意味が無い。自主的に思考して自主的に行動する人間でなければ『救世主』の手綱などという大役を任せられる筈はずも無いのだ。

　人格改造に至る様な教育はメリニの才覚を損なう恐れが在った。だから最後の一線では今までバルドはメリニの人格を徹底して叩き潰す様な事はしなかった。

　だがそれが裏目に出ている様な感が在る。

　メリニはただ過酷な環境下で厳しく『 躾しつけ 』られているだけだ。それは単に慣れの結果であり――タガが外れれば、型が壊れればすぐに元に戻ってしまう。人間の本質を徹底的に改造する様な――本物の絶望をメリニは知らない。

　メリニは未まだ安易な感情に振り回されている感が在る。

（場合によっては――）

　何か適当な絶望を与えて仕立て直す必要が在るかもしれない。

　あるいは別の姫ひめ巫み女こを用意するか。

　メリニには及ばないにしても、近い容姿と才覚を持つ少女は未だ数名候補者が残っている。交替を告げれば彼女等は嬉き々きとして姫巫女の座に就くだろう。

「――コードラン卿きよう？」

　怪け訝げんそうにパルマスが声を掛けてくる。

「どうなさいました？」

「いや――」

　バルドは微苦笑を浮かべて首を振った。



　　　

『屋敷』に戻る頃ころには、もうメリニはある程度の落ち着きを取り戻していた。

「…………」

　門扉の前に立ってふと空を見上げる。

　昼間だというのにどんよりとした雨雲が黒々と空に立ち込めていた。今朝から何ど処こか薄暗い空模様だったが――雨雲はますます厚みを増して、陽光が地に届くのを遮さえぎっている。

　雨は降っていない。いつ降り始めてもおかしくなさそうなのだが――降っていない。

　そんな空を見上げたままメリニは呟つぶやいた。

「私は……姫巫女」

　虚うつろな口調だった。

　決意と呼ぶにはあまりに空疎な響きが湿った空気に散逸する。

「ショウゴ様に身を捧ささぐ……姫巫女」

　救世主に身を捧げ――その事を以もつて救世主の手綱となる。

　コードラン家の為に。孤児であった自分を今日まで育ててくれたバルド・コードランの為に。この身を以て、あるいはこの心さえもを費やして、救世主の寵ちよう愛あいを得る。得てその者を操る。

　それが唯一にして絶対の使命。

　それ以外の事は全て些さ末まつ事。ありとあらゆるものはより下の優先順位でしかない。自分の身体も。自分の嗜し好こうも。自分の感情も。自分の生命も。自分の貞操も。自分の未来も。自分の過去も。自分の――

「私は……」

　もし……洞察力に優れた花梨が今この場に居たならばメリニのそんな行動を一言で表現した事だろう。

　自己催眠と。

　これはメリニの能力の一つであった。幼い頃ころから自分に自分の在り方を言い聞かせる事で余計な思考を切り捨てる事が出来る能力。これがあったればこそ彼女は数居るバルドの養女達の中から抜きんでて姫ひめ巫み女この座を掴つかみ取る事が出来たのだ。

　もっとも――だからこそ彼女は何ど処こかに常に矛盾と歪わい曲きよくを抱える事になる。

　これこそがメリニの唯一とも言うべき親友――ペルテア・インペラスをして『時々分からなくなる』と言わしめる部分なのだろう。

「……私は姫巫女」

　雨を予感させる生暖かい風が吹いた。

　風は立ち尽くすメリニの肢体を舐なめる様に通り過ぎて行く。生暖かく湿り気を帯びたその感触に幾分の気持ち悪さを感じつつも、精神的混乱をとにかく鎮めきったメリニは屋敷の中へと入るべく扉を開く。

　その時――



　――がしゃん。



　何かの砕ける音が降ってきた。

　びくりと身を竦すくませて見上げると――音は屋敷の二階から来ている様だった。一度ではない。何度も何度も散発的ではあるが破壊の音は続いている。

　省吾の部屋の在る辺りだ。

「また……」

　メリニは溜ため息いきをつく。

　同時に――彼女の帰りを待ちわびていたかの如ごとく、屋敷の扉が勢い良く開け放たれる。

「――メリニ!!」

　屋敷の玄関扉が開かれて一人の少女が駆け出してくる。

　腰まで届きそうな長い黒髪を白い紐ひもで束ねている。動き易やすさを第一にと考えた髪型ではあるのだが、元より活動的な彼女には良く似合っている。少なくともそれが無粋さではなく魅力在る闊かつ達たつさに繋つながっているのだ。

　纏まとう衣装はメリニと同じ姫巫女の衣装である。

　服の各所に施された刺し繍しゆうがインペラス家の紋章を象かたどった意匠になっている以外は、メリニのものと大差無い。つまりは肌の透けそうな薄布を素材にし、大胆な胸の切れ目を特徴とする服なのだ。

　だが不思議と彼女の場合はこの服を着けていても淫いん靡びさを感じさせない。良く引き締まった四肢が醸し出すのは退廃的な妖よう艶えんさではなく明るい健康美だからだろう。

　当然と言えばこれも当然の事ではある。

　彼女は姫ひめ巫み女この中でも随一の武術の使い手だ。

　素手の格闘から剣術は無論――拳けん銃じゆうや小銃を使った射撃に至るまで、姫巫女の中では武と名の付くもので彼女の右に出る者は居ない。

　五氏族の形成に、『奇き蹟せき術師』ではなく唯一『剣舞師』の末まつ裔えいとして加わるインペラス家の姫巫女にして、姫巫女の関係を超えたメリニの親友――ペルテア・インペラス。

「丁度良かった――またなのよ」

　ペルテアは呻うめく様に言った。

　二階を――省吾の部屋の辺りを振り返って憐あわれむ様な口調で続ける。

「日を追うごとに酷ひどくなる」

「そうね……」

　いつもは綺き麗れいに櫛くしの入っている彼女の髪が若干乱れている事に気付き、メリニは溜ため息いきを漏らしそうになった。武術に長たけたペルテアですら押さえられない暴れっぷりなのだろう。想像しただけで気が滅め入いる。

　だがメリニは溜め息を表に漏らす事は無かった。

　溜め息をついてしまっては折角取り戻した覚悟が散逸してしまう気がしたからだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「ショウゴ様は、部屋？」

「ええ。あの出撃以来、変わらず今日も閉じこもったまま。もう何日になるやら。今日はまだ食事さえ摂とってなくて――」

　困惑するペルテア。

　メリニは彼女に優しく微笑ほほえみかけた。

「私が行くわ」

「……メリニ？」

　何かメリニの様子に違和感を覚えるものが在ったのかもしれない。ペルテアは怪け訝げんそうな表情を浮かべてメリニの顔を見る。

　メリニはただ小さく頷うなずいて言った。

「私に任せて」

　生暖かい風が……もう一度彼女の頬ほおを撫なでていった。



　　　

　部屋は……これ以上壊れるものが無いという程に荒れ果てていた。

　装飾品として置かれていた壺つぼや皿や絵画は全て叩たたき割られ、あるいは破かれて床の上に散らばっている。壁紙はあちこちが破かれ、あるいは血が染み付き、家具も動かせそうなものは床や壁に叩たたき付けられてへし折れている。大型の家具は中身を全て床にぶちまけられ、扉や引き出しはやはり叩き壊されてその破片をあちこちにまき散らしている。

　部屋の中央に置かれた天てん蓋がい付きの豪華な寝台も――四本の柱の内の二本を折られて天蓋が傾いている。

　最初は姫ひめ巫み女こ達も彼を落ち着かせて部屋を片付けようとしていた様だが、今では半ば諦あきらめているらしかった。

　そんな中を――

「……………」

『英雄』はゆらゆらと夢遊病者の如ごとく徘はい徊かいしていた。

　破れ、ほつれ、くしゃくしゃになって乱れきった衣装が本人の錯乱振りをよく示している。数日着たままなのか、袖そで口や襟元は垢あかじみており、あちこちには恐らく自らのものと思われる血の跡が付着していた。

『英雄』――香芝省吾。

『救世主』――カシバショウゴ。

　ある日突然ソロンという名の異世界に召還された――十七歳。

『救世主様』と崇あがめられ、『英雄』と祭り上げられ、神に呪のろわれた世界を救い得る唯一の巨大兵器〈イコノクラスト〉の『御者』として三度戦場に送り出された――高校生。

　十七歳の。

　英雄物語に憧あこがれていて。

　少々オタクで。

　しかし他ほかは驚く位に平凡な。

　そんな高校生――

「うう……う……う……」

　――だったはずなのに。

　今や彼は無表情に部屋の中を徘はい徊かいしている。時折、発作的に奇声を発しては手近に在るものを掴つかんで壁やら床やらに投げ付ける。明らかに尋常の様子ではなかった。

　不意に――

「――くくっ」

　唇から引きつる様な声が漏れる。

「くくっ、くくっ、くくっくくっくくっくくくくくく……」

　立ち止まって省吾は笑い始める。意味は無い。全く意味は無い。ただ笑う為に笑い続ける。それだけだ。

「くくくっ……くくくくくく……」

　意識は在った。

　だから省吾は自分が笑っているのを分かっている。

　普段から無造作な髪の毛は、汗のせいか湿気のせいか脂っぽくべたついている。前髪が眉まゆ毛げの辺りに当たるとチクチクと不快だった。それでも髪を掻かき上げようともせず狂気じみて笑う自分に、省吾は気付いている。気付いているが、止やめることができない。

　だから省吾は笑い続けた。

　半ば病的に双そう眸ぼうを見開いたまま――ただ意味も分からず笑い続けた。

「くくっ……くくくくくく……くくくく……」

　ふと――己の手を見る。

　汗ばんだだけの何の変哲も無い十七歳の少年の掌てのひら。

　だが省吾はそこに別のものを見る。見てしまう。

「くくくく……ああ……血だ……血だよ……くくくく……」

　彼の眼にだけは赤黒く濡ぬれる掌が映っていた。

　凝視を続けると血まみれの掌はいつしか鋼鉄の色彩を帯び始め――〈イコノクラスト〉のそれに重なる。

　巨大な竜巻に巻き上げられては落下する人々が、省吾の掌の上でぷちん、ぷちんと潰つぶれていく。ぷちん。ぷちん。ぷちん。際限なく。大量に。ぷちん。ぷちん。ぷち。ぷちぷち。ぷちぷちぷちぷち。延々と。終わり無く。ぷちぷちぷち。ぷちぷちぷち。ぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷちぷち――

　異様な方向に関節が折れ曲がる。衝撃で裂けた皮膚から真っ赤な体液が流れ出る。皮膚を突き破って骨が露出し、頭ず蓋がいから飛び出した眼球が視神経の糸を引いて垂れ下がる。

　幾つも幾つも幾つも幾つも。

　落ちてきては潰つぶれる人間達。

「くくく……血が……くくく……ぷちって……くく……あは……あははははは！」

　幻の感触は足の裏にも在った。

　一歩踏み出す毎ごとにぷちりぷちりと何かを潰す感触が在る。

　それら一つ一つがかけがえの無いものである筈はずなのに。それら一つ一つが失われてしまえば本当に取り返しのつかないものである筈なのに。安易に。簡単に。ひどくあっさりと。省吾の脚がそれらを圧あつ潰かいさせていく。圧して。潰して。砕いて。中身を絞り出して。血液なのか胃液なのか脳のう漿しようなのか髄液なのか分からないものを地面に染み込ませながら――

「あははははははは――英雄？　救世主？　あはははは――すげえ！　すげえよ!!」

　かちゃりと――何ど処こか躊躇ためらいがちな音が省吾を振り返らせる。

　部屋の出入口。省吾の濁った視線の向かう先には三人の姫ひめ巫み女こが立ち尽くしていた。

「おや。ハーチェッタ。アフィニエ。セネカ」

　ぼんやりとした笑みを浮かべながら省吾は言った。

「どうしたの？」

「ショウゴ様――」

　三人の中で最も背が高い少女が呻うめく様に声を掛けてくる。

　ハーチェッタ・マブロ。

　長身と細面から来る鋭い印象、何よりもその三つ編みにして垂らした長い髪が、彼女の姿を気の強い女武術家めいた容よう貌ぼうに仕立て上げている。だが――実の処ところは他ほかの姫巫女達に較くらべると少し気弱な性格の少女で、得意とするものも格闘技の類たぐいではなく複雑で繊細な術式を構築し調整して行う奇き蹟せき術だ。

「あの……どうか……」

「ああ。そうだ」

　ハーチェッタの言葉を最後まで聞かず省吾はふと思い付いたかの様な口調で言った。

「教えてよ。花梨は何処に居るの？　知ってるんだろ？」

「そ……それは……」

　ハーチェッタが言葉に詰まる。

　他の姫巫女に較べると彼女の場合は若干、感情の制御が甘い様な処が在る。具体的にはすぐ顔に出るのだ。それでも彼女が姫巫女に選ばれているのは、マブロ家直系ならではの卓越した――いや他の者を超越したとも言うべき奇蹟術技能の故であろうが。

　恐らくハーチェッタは知っている。

　そして他の姫巫女達も知っている。

　だが言わない。言えない。

　恐らくそう厳命されているのだろう――各姫巫女達の上に居る五氏族長達から。

　その事実が省吾をまた改めて狂気に追い込んでいく。

「なあ……教えてくれよ？」

　言って笑いながらハーチェッタに歩み寄る。

　長身の姫ひめ巫み女こは一瞬、身を引こうとして……しかし辛うじて思い留まった様だった。

　彼女の方が省吾よりも少し背丈が在る。省吾は手を伸ばせば触れられる様な距離に立つとハーチェッタの顔を少し上目遣いに見つめた。

「なあ。ハーチェッタ。教えてくれよ。ちゃんと俺おれは〈イコノクラスト〉に乗るからさ。ちゃんとお前等の言いなりになって、何も考えないで、〈イコノクラスト〉であのバケモノをぶっ殺すからさ。なあ。頼むよ――」

　台詞せりふは切実な懇願だ。

　だが――それを言う省吾の顔は笑っていた。笑いながら上目遣いにハーチェッタの動揺する顔を睨ねめつけている。まるでハーチェッタが言葉に詰まる様を見て楽しんでいるかの様に……

「駄目かなあ。駄目だよなあ。俺は所しよ詮せん――お前等にとってはあのでっかいロボットの部品でしかないんだもんなあ？」

「ショウゴ様――」

　ハーチェッタは頬ほおを引きつらせながら言う。

「どうか……どうかお許しを……」

「許す？」

　きょとんとした表情を浮かべて省吾は言った。

「許すだって？　誰だれが？　何を？　あははははは。馬ば鹿か言うなよ。俺にそんな事出来る訳ないだろ？　あはははは。俺が、君を？　そんな――恐れ多い、俺はただの人形なんだろ？　部品なんだろ？　あはははは――そんな俺に君を許すだの許さないだの、そんな権利が在る筈はず無いじゃないか？　だから俺はお願いしてるんだ。懇願してるんだよ。あははははは。どうしたらいいかなあ？　土下座しようか？　それとも皆の靴をなめようか？」

　朗ほがらかに笑う省吾。だが状況を考えればその朗らかさは暴発寸前の狂気を帯びているのは明らかであった。

「シ……ショウゴ様」

　絶句するハーチェッタの代わりに口を開いたのはアフィニエだった。

　子猫の可愛かわいらしさと小悪魔じみた娼しよう婦ふの手練を同居させ、童顔の中にも蠱こ惑わく的な魅力を秘めるオトルチ家の姫巫女――アフィニエ・オトルチ。

　隙すきさえあらば夜よ這ばいをかけ、省吾の寵ちよう愛あいを我先に獲得せんと日々積極的な彼女であるが、しかしさすがに今は、省吾の常軌を逸した様子に怯おびえを感じている様子だった。笑顔はいつもの通りであるが――声に若干の震えが見える。

「どうかお気を鎮めくださいませ」

　言って……そっと省吾の腕に自分の腕を絡ませる。

「この私がお話を伺います――何でしたら別室で。二人っきりで」

　そのまま身体全体で省吾の腕一本を包み込む様に、アフィニエは自らの身体を省吾の腕にすり寄せた。切れ込みの入った巫み女こ服の衣装はそれだけでアフィニエの肌と省吾の肌を直接触れさせる。思春期の少年にとってはそれだけでも興奮せざるを得ない刺激だろう。

　だが――

「……離せよ」

　省吾は笑いながらアフィニエの提案を一いつ蹴しゆうした。

　彼女に夜よ這ばいをかけられて、ドギマギしていた省吾はもう居ない。

「あ……あのショウゴ様？」

「離してくれと言ってるんだよ」

　微笑ほほえみながら省吾はアフィニエの巫女服の襟元を掴つかむ。

　強引に引っ張られて彼女の胸元が露あらわになるが――やはり省吾は何ど処こか透明な笑みを浮かべたまま微み塵じんも表情を揺らがせない。恐ろしく嫌な安定の仕方をしていた。

「それとも僕の言葉なんか聞けないかい？　こんな偶然、選ばれただけの凡人の言う事なんか一顧だに値しない？」

「あ……いえ！　そんな！」

　慌てて手を離すアフィニエ。

　恐らく省吾の中で爆発寸前の狂気を感じ取ったのだろう。それが爆発すればどうなるか、姫ひめ巫み女こ達はよく分かっている様だった。この部屋の有様を見れば分からない筈はずが無い。

　幸い、姫巫女達への直接的な暴力に省吾が自分から出た事は無かったが――省吾が怪け我がをしない内に取り押さえようとしたペルテアやメリニと揉もみ合いになった事は何度もある――この先ずっとそうだとは限らない。

「何処なんだよ……」

　省吾はふらふらと姫巫女達から離れながら言った。

「ショウゴ様――」

　淡々とした声が言う。

　振り返った省吾の視線の先に立つのは姫巫女の三人目――セネカ・ルースポリテである。

　小さな眼鏡をちょこんと鼻先に乗せた、文学少女然とした容姿の姫巫女だ。口数が少なく感情表現に乏しい事と、他ほかの姫巫女の補佐役に回る事が多い為に地味な印象を受けるが、そこはやはり姫巫女の一人――顔立ちを見れば清せい楚そ可か憐れんで愛らしい。五人の姫巫女達の中では一歩引いた様な印象が在るが、生活必需品の手配や部屋の掃除など、省吾達の身の回りの細々した世話をしているのは実質的にこの少女だった。

「何度繰り返されても同じ事です」

　ぎょっとしてアフィニエとハーチェッタがセネカを振り返る。

　抑揚を欠いた口調で事実を口にするセネカ。

「私達は立場上――カリン様の居場所をお教えする訳には参りません」

「…………」

　省吾は――一瞬ながら驚いた様な表情を浮かべる。

　そして。

「どこだ！」

　大声で喚わめいた。

　それまでのいびつな笑顔は消し飛び、憤ふん怒ぬと狂気にまみれた表情で彼は怒鳴った。

「教えろよ！　教えろ！　返せ！　花梨を――花梨を返せよっ！」

　彼は手近な処ところに在った椅い子すを――正しくはその残ざん骸がいを――掴つかんで、床に叩たたき付ける。その威嚇的な音にハーチェッタとアフィニエは身を竦すくませるが、セネカはただ静かに表情も揺らがせず省吾の狂乱を見ているだけである。

「花梨！　花梨、かり……っん！　がはっ、はっ……げっ……！」

　花梨の名を呼びながら――胸の内で爆発的に膨れあがる不安にむせる。

　アフィニエとハーチェッタは気遣わしげな表情を見せるが、自分達が近付く事でより省吾が興奮する事を怖おそれてか、その場から動こうとはしなかった。

　床に膝ひざをつきながら呻うめく省吾。

「……かり……ん……」

　勅使河原花梨。

　この世界に省吾が召還された際の道連れ。頭脳明めい晰せき、文武両道、才色兼備を絵に描いた様な従姉妹いとこの中学生。五人もの美しい姫ひめ巫み女こにもさることながら、『英雄』、その言葉自体になお舞い上がる省吾のお目付役を自称していた彼女。



    

  
    
      



    

  
    
      　――気を付けるのよ。

　ことあるごとに釘くぎを刺されていた。

　錯乱の中だからこそ、今の省吾にはひときわ強く思い出される。

　花梨、花梨、花梨。

　姫ひめ巫み女こ達にさえ引けをとらない美しさを備えてはいるものの、恋愛対象にはなり得ない従姉妹いとこ。いつの頃ころからか生意気になった妹の様な存在。けれどこの世界にあってはたったひとりの、たったひとつの、元の世界との繋つながり――。

　それを逆手に取られた。

　花梨は今――人質にされている。

（……俺おれは……俺は……）

　このソロンと呼ばれる世界に生を受けた者では、神の呪じゅ詛そそのものである〈代行者パニツシヤー〉を倒せない。たとえ超巨大擬神機〈イコノクラスト〉の威力を以もつてしても人間は〈代行者〉には勝てない。それは摂理であり法則なのだ。

　故に〈代行者〉を屠ほふる事を目的とする秘密結社〈レネゲイド〉は神の呪詛の対象外――つまり『原罪』を背負わず『此この世ならざる者』を『救世主』として必要とした。

　例えば香芝省吾の様な『異世界の勇者』を。

　しかし……

（……俺は……馬ば鹿かだ……）

　何度も花梨に示唆されていた。

　なのに『異世界の勇者』という言葉に舞い上がり、自分がそれに選ばれた事に酔いしれて彼は花梨の言葉をきちんと理解しようとしなかった。あんなにも花梨は自分の事を心配して忠告してくれていたのに。

　英雄など何ど処こにも居ない。

　勇者など何処にも居ない。

　居るのは――ただ権力者達の思惑に都合良く踊らされていた、浅あさ薄はかな馬鹿野郎一人だ。

　冷静に考えてみれば分かる事なのだ。

　彼等に必要なのは〈イコノクラスト〉を駆って〈代行者〉を滅ぼせる人材のみであって、省吾の人格や感情など〈レネゲイド〉の者達にとっては何の意味も無い。つまりは彼等にとって香芝省吾という人間はただ〈イコノクラスト〉の部品として、そして『英雄』として祭り上げる偶像としての価値しか無いのだ。

　ならば、それを省吾が拒めばどうなるか――自明の理だった筈はずなのだ。

　なのに彼はそれを理解していなかった。美しく愛らしい姫巫女達に囲まれ、ちやほやされる事に、あるいはあの巨大な〈イコノクラスト〉を自由自在に操れるという事に、ただただ夢中になって、その他ほかの部分に考えを及ぼす余裕が無かった。ただ〈レネゲイド〉の言うがままに〈イコノクラスト〉に乗って闘っただけだった。

　何という――無様な。

　何が英雄か。これではただの奴隷……いや家畜でしかない。自分の意志など何ど処こにも無い。ただ命じられるままに馬車を牽ひく馬車馬と何が違うというのか。単に鞭むちが鞭の形をしていなかっただけだ――今までは。

　半月前の自分が目の前に居れば首を絞めて殺してやりたい。

　本気でそう思う。

　だがそれよりも腹立たしいのは――

「失礼いたします」

　涼やかな声が告げる。

　普段と変わらず優雅にして柔らかな物腰で姿を現したのは、姫ひめ巫み女こ筆頭――メリニ・コードランである。

　省吾が一目惚ぼれした相手。

　二度も唇を重ねた相手。

　そして――

「ショウゴ様――どうか落ち着いてくださいませ」

　甘く優しい声でそう言ってくるメリニ。

　以前の省吾なら大人しく彼女の言葉に従った事だろう。だが今は無理だ。真実を目の前に突き付けられた今は――むしろ彼女のそんな声は苛いら立だちの原因にしかならない。

　メリニは省吾を騙だました者の代表だ。

　その愛らしい唇で。その涼やかな瞳ひとみで。その甘やかな声で。

　忠誠と献身を誓いながら、その腹の底では省吾を鎖に繋つなぐ為の方策を一つ一つ練っていたのだろう。彼女にしてみれば、自分の一挙手一投足にいちいち反応してドギマギする省吾はさぞかし滑こつ稽けいに見えたに違いない。まるで――主あるじの顔色を窺うかがう駄犬の様に。

　何が救世主に仕える姫巫女か。

　逆だ。彼女等こそ愚かなお調子者を支配する為の存在だった。

「落ち着く？　はは――落ち着いてるともさ。これ以上無いって位に俺おれはおちついてますよ――メリニ・コードラン様。分かってるよ。よーくよーく分かってるさ。俺と貴女の本当の立場とかな」

「ショウゴ様――」

　おろおろとハーチェッタがメリニと省吾の間で視線を往復させている。

　だが――

「悪いけど……ショウゴ様と二人にしてくれる？」

　メリニが奇妙な自信に溢あふれた口調でそう告げる。

「えっと、でも――」

「大丈夫。何があっても気にしないで。二人だけにしておいて。必ずショウゴ様を落ち着かせて見せるから――」

　さすがに困惑の表情を浮かべるアフィニエにもそう言って頷うなずくメリニ。

「分かりました」

　そう言ったのはセネカである。

「でもどうか気を付けて」

「ありがとう」

　そう言ってメリニはひどく静かな笑みを浮かべて見せた。



　　　

　廊下を歩いてくる姫ひめ巫み女こ三人を見てペルテアは眉まゆを顰ひそめた。

「――なに？　どうしたの？　メリニは？」

「二人っきりにしてくれと」

　セネカが答える。

　同時にハーチェッタとアフィニエも頷いた。

「二人っきりって――ちょっと。今のショウゴ様は……」

　いつ暴発するかも分からない激情と狂気を抱えている。

　二人きりになどすれば――メリニに彼が何をするか分かったものではない。まさか殺す積もりは無いと思うが、暴力を振るう位の事は在るかもしれないのだ。そして激情に駆られた暴力は時に本人も予想外の威力を発揮して、対象を死に至らしめる事が在る。

　武術家として教育を受けたペルテアはその事をよく知っていた。

　制御されない暴力は恥ずかしい事――彼女はそう教わった。

　暴力は必要悪。だから冷厳に御せられ必要な時に最小限の行使で目的を果たすべきであるのだと。ならば如い何かなる時でも自分の暴力に振り回されぬ様に心を平静に保つ修練は肉体の修練と同じ位に重要だと。それが無ければ暴力を使う者は必ずいつか己の暴力を制御しきれず身の破滅を招くものだと。

「駄目。危ないわ。止めないと――あの子、救世主様の事となると時々、自分を見失う様な処ところがあるから」

　言って前に出るペルテアを、しかし遮さえぎる手が在った。

「…………何よ？」

「このままでいいわ」

　淡々とした口調でセネカが言った。

　鼻先に眼鏡を引っかけた――少しとぼけた様な、大人しい外見の印象は変わらない。だがルースポリテ家の姫巫女は何ど処こか底冷えするかの様な、静かな口調で言葉を続けた。

「何が起こるか大体の予想はつくわ。メリニにはあるいは辛つらいかもしれないけれど、それでショウゴ様が落ち着くのなら彼女には我慢して貰もらいましょう。それにそれで彼女が使い物にならなくなったのなら――それはそれでショウゴ様の中に引け目を残す事になる。それを逆手に取る事も出来るかも」

「……セネカ。貴女」

　異様なものを見る眼でペルテアはセネカを見つめた。

「あるいは彼女はそれでも喜ぶかも。彼になら何をされても嬉うれしいって」

「…………セネカ。一体何を考えてるの？」

「色々」

　セネカの返事は簡潔だ。

　だが――

「全ては〈レネゲイド〉の為――って訳？　大した忠誠心ね。ひょっとして姉の裏切りで落ちたルースポリテ家の威光を貴女が取り戻そうって考え？」

　まるで挑発する様に意味深な口調でペルテアが言う。しかしセネカの表情は微み塵じんも揺らがず彼女はやはり淡々とした口調で言った。

「……別に。私はただ興味が在るだけ。何が正しくて何が間違っているのか。ただそれを知りたいだけ。それ以上でもそれ以下でもないの」

「…………」

　ペルテアは探る様にセネカの顔を睨にらみ据えていたが――

「ほ……ほら。監視用の伝声管も在るから……その。本当にメリニが危なくなったらすぐに飛び込めばいいんだし」

　取りなす様にハーチェッタが言う。

「……分かったわ」

　そう言ってペルテアは長い溜ため息いきをついた。



　　　

　初めて出会った時は――本当にそれだけで鼓動が速まるのが分かった。

　とても綺き麗れいだと思った。

　心奪われる――とはまさしくあの事であったろう。

　ただそれだけでしばらくは何も考えられなかった。細かい事はどうでも良かった。まるで物語の中にだけしか存在を許されないかの様な――そんな完かん璧ぺきとも言うべき乙女の具現がそこに居た。そこに居て彼の前に跪ひざまずいた。

　信じられなかった。自分がこんな美しい少女と知り合えるなんて。

　見知らぬ場所に連れてこられた不安も、傍らに花梨が居る事も、その瞬間には全く気にならなかった。理想の女性――などと表すれば陳腐に過ぎるかもしれないが、省吾が想い描く魅力的な女性の要件を彼女は全て備えていた。

　一目惚ぼれだった。

「――ショウゴ様」

　メリニが優しく呼び掛けながら近付いてくる。

「ショウゴ様。お気持ちは分かります。ですがどうか私達の――」

「気持ちは分かる？」

　省吾は引きつった笑みを浮かべながら言った。

　何度となく繰り返したやり取りだ。次に来る罵ば詈り雑ぞう言ごんもメリニは予想しているだろう。

「ああ――そうだな、分かってるんだろうな、お前には。分かってるんだろうさ、単純な俺おれが考える事なんか、何もかもお見通しなんだろうよ。さぞ滑こつ稽けいだったろ？　さぞ面白かったろうよ。馬ば鹿かを思いのままに操るのは――」

「ショウゴ様。違います。私は――」

「違わない!!」

　壁を叩たたいて省吾は怒鳴った。

　どうしようもない苛いら立だちが彼の中で膨れあがってくる。

　裏切られた――という気持ちが強い。

　気持ちを裏切られた。好きになった気持ちを利用された。いや――ある意味では裏切りなどではない。最初から彼女は省吾を操る積もりで近付いてきたのだ。そうでなければこんな物もの凄すごい美人が自分の様に平凡な人間に好意を寄せてくれる筈はずが無い。

　彼の身を気遣う言葉も。

　彼を勇気づけた口吻くちづけも。

　彼に向けられた微笑も。

　何もかもが偽りに過ぎない。目的の為に装われた偽物。それに夢中になっていた自分はきっと〈レネゲイド〉の誰だれからも失笑を買っていた事であろう。

　一度は心を許しただけに裏切られた事への怒りも大きい。

　省吾はここ数日――彼女からの言葉を拒み、一方的に罵詈雑言を投げ付け、暴力にこそ及ばなかったものの、何度と無く彼女をなじり続けた。

　だが……それにもかかわらずメリニはいつも省吾の側そばに侍はべる。

　変わらぬ献身を装って。

　それが省吾をまた苛立たせる。

「ショウゴ様。どうか私達を信じてください……」

　省吾の前に立ち懇願するメリニ。

　憎い。腹立たしい。そう思う。思わざるを得ない。

　なのに――

（……くそっ……！）

　それでもこの裏切り者を美しいと思ってしまう自分が何ど処こかに居る。

　こんな状況であるのに、彼女を抱きたいと思ってしまう自分が居るのだ。花梨が居ない今なら、誰の眼を憚はばかる事も無く彼女を劣情の対象として扱える――そんな途方もなくゲスな事を考える自分が何処かに居るのだ。

（何が英雄だ……何が……くそっ……くそっ!!）

「ショウゴ様……」

　メリニは怯おびえた様子も無く省吾の胸に手を伸ばして触れる。

「お願いします……どうか私達を……私を信じてくださいませ。私はショウゴ様にお仕えする事が喜びです。決して貴方様を裏切る様な真似は……」

　言いながらメリニは――両手を伸ばし省吾の胸にふわりと抱き付いてきた。

「…………」

　省吾はただ無言。

　されるがままにメリニに抱かれ――しかし両腕は力無く垂れ下がったままでメリニを抱き返そうともしない。抱き返せばそれは許すという事だ。メリニの裏切りを許し、花梨を奪った事を許し、再び彼等の言いなりになって馬車馬の様に訳も分からず働く事を受け入れるという事だ。

　だから省吾はただ立ち尽くしていた。

　しかし……

「…………ショウゴ様」

　メリニの乳房が省吾の鳩尾みぞおちの辺りに押しつけられる格好になっていた。

　豊満ではない。だが貧相という訳でもない。絶妙の曲線を描き男の視線を釘くぎ付づけにする柔らかさを彼女の乳房は備えている。若々しく張りのある――しかし男の掌てのひらで様々に形を変えるであろうまろやかな双丘が服を通して省吾の肌に触れる。

　暖かい。

　下半身が節操なく反応する。だがそれでも省吾は腕を動かさなかった。意地でもこの裏切り者に欲情している事を認めたくはなかった。

　だが隠しても隠しきれない省吾の興奮を、太ふと股ももの辺りで感じたに違いない――メリニは頬ほおに恥じらいの赤味を乗せつつも、身を引かず、省吾の腰に絡みつかせる両腕に、むしろ今まで以上に強く力を込めてきた。

「ショウゴ様……」

　甘い囁ささやきが省吾の耳朶みみたぶをくすぐる。

　唇から漏れる吐息の暖かさが省吾の胸を滑り落ちていった。

「…………」

　腰に絡みついたままの華きや奢しやな腕がゆっくりと省吾の背中を這はう。繊細な指先が、生まれたての赤子の様に柔らかな掌が、立ち尽くす省吾の身体を優しく撫なで始めた。

　上へ。下へ。心地良く――そして艶なまめかしく。

　省吾の反応が無い事を肯定と受け止めたのか、メリニはより強く両腕に力を込めて彼の身体を抱き締める。

「駄目ですね。こうしていると――」

　メリニは呟つぶやく様な声で言った。

「ショウゴ様に落ち着いて頂く積もりが――私の方が安心してしまって……」

「…………」

　省吾は半眼で自分に抱き付くメリニを見下ろす。

　そして――

「……あんしん？」

　まるで意味不明の言葉を繰り返すかの様に言った。

「はん！　安心？　あん？　しん？　ははは！　安心？　はははははは！　そりゃあ良かったなメリニ!!」

「ショ……ショウゴ様？」

　驚いた様子で顔を上げるメリニ。

「だが悪いけど俺おれは安心出来ないよ。あははははは！　そうさ！　安心出来る理由も場所も何一つ――無い！　はははははははは！」

「ショウゴ様――」

「安心だ？　ふざけんな！」

　言い放って、省吾はぴたりと哄こう笑しようを止やめた。

　二人きりの荒れ果てた部屋に静寂がわだかまる。

　いつの間にか日が落ちて暗く薄うす闇やみが澱よどみ始めた室内で、省吾とメリニはただ立ち尽くしている。

　やがて――

　沈黙の室内は突然の閃せん光こうに見舞われた。

　間を置かず――張り詰めた空気が轟ごう音おんに震える。屋敷そのものが身震いしたかの様な重く激しい音。更に閃光は二度三度と走り、呪のろわれた怪物の咆ほう哮こうめいた雷鳴が静寂を打ち砕いた。

　それを合図とばかりに――すっかり日の落ちた窓の外では、強風が吹き荒れ、激しい雨が降り始めていた。見る間に雨は勢いを増し、窓硝子ガラスの上を水が幾重にも層を成して流れ落ちていく。

「…………っ」

　省吾は身を震わせる。

　轟ごう々ごうと唸うなる風と雨の音は省吾が救いきれなかった――否、〈イコノクラスト〉の鋼鉄の脚で、あるいは腕で潰つぶしてしまった死者達の、怨えん嗟さの声に聞こえた。時折叩たたき付けてくる雷鳴は彼等の怒号の様にも聞こえた。

　己の心の中で膨張し始めた真っ黒な何かに堪えかねて、省吾は吼ほえた。

「あああああああぁぁぁぁぁぁぁ……っ!!」

　だらりとしていた両腕を唐突に持ちあげ、省吾は力任せにメリニを抱き締めた。抱きしめたというよりもそれは、締め上げたという方が正しかったかもしれない。

「ショウ……ゴ……さ…ま…………」

　苦しげなメリニの声。

　それが――省吾の中の何かを決定的に壊した。

「…………」

　省吾はメリニを抱き締める腕を緩める。圧迫が弱まってつい同じ様に腕の力を弱めたメリニを省吾は強引に自分から引き剥はがし、そして突き飛ばした。

　厚い絨じゆう毯たんが敷かれてはいるものの床は床、まして今は様々な品の残ざん骸がいがばらまかれた状態である。メリニは何ど処こかを痛めたのか苦痛の表情を浮かべ――しかし何な故ぜか悲鳴を噛かみ殺して耐えた。

　あるいはそこでメリニが悲鳴を上げ、省吾を非難していたならば別な未来がそこには在ったのかもしれない。省吾は自分の行為を恥じて正気を取り戻していたかもしれない。

　だが……

「ショウゴ様……」

　哀かなしげに。切なげに。蒼あおい瞳ひとみが省吾を見上げる。

　――『救世主』様。どうか御ご寵ちよう愛あいを。

　この期に及んでそんな風に言われている気がして……省吾は爆発した。

「やめろ！　そんな顔して俺おれを見るな！」

「ショ……ショウゴ様……？」

「所しよ詮せんは〈イコノクラスト〉の為なんだろ？　俺が搭乗しなきゃ、困るものな。分かってるよ、メリニ、分かってんだよ。何もかも〈イコノクラスト〉の為だよな？　花梨をさらったのも！　お前等が俺にそんな風な顔をして誘うのも！　だから――」

　卑屈な笑みが自分の顔を覆っていく。

　省吾にはそれが自覚出来た。卑屈さが煮詰まって危険な苛いら立だちに変わっていく。出来たがそれを止める術すべは無かった。止める積もりさえ無かった。

「私は――」

「だからさ！」

　叫んで省吾はメリニの上に馬乗りになった。

「ご寵愛が欲しいんだろうっ？」

　窓の外から突き刺さる閃せん光こう。間髪入れず鳴り響く雷鳴。

　近い。あるいは屋敷の何処かに落ちたのかもしれない。

　だが省吾はそんな事は全く気にしなかった。

　気にせず――メリニの巫み女こ服を引き裂き始めた。

「くれてやるよ！　ああ――望み通りにな！」

　省吾の手が荒々しくメリニの衣装を蹂じゆう躙りんする。

　狂った野獣の如ごとく――抵抗せぬ屍しかばねを容赦なく食い千切る残忍な獣の如く。

　やがて薄うす闇やみの満ちる室内でメリニの肢体が露あらわになる。

　白く。淡く。薄紅色を帯びた――

「ショウゴ様……」

　それは此この世の何よりも儚はかなく。

　メリニは――空腹に息荒い獅し子しの前に放りだされた一匹の白しろ兎うさぎであった。抵抗は無駄。懇願も無駄。何もかも無駄。ただ――蹂じゆう躙りんされる為だけに存在する生き物。

「ああああああああああああああっ!!」

　省吾は喚わめきながら自分の衣装も――既にあちこちが破れてとても衣服とは呼べない状態になっていたが――皮膚ごと引き剥はがす様な激しさで引き裂く。もどかしげに身に帯びる全てのものを脱ぎ捨てると省吾はメリニの上に覆い被かぶさった。

　無我夢中とはこの事であろう。

　殆ほとんど自分が何をどうしているのかさえ彼には分かっていない。殆ど本能と劣情に促されるままに彼は暴力で以もつてメリニという存在を征服しようとしている。

　だから。

　彼は気付いていなかった――自分が涙を流している事に。

「…………」

　対して横たわるメリニの表情はむしろ静せい謐ひつだった。

　ただひたすら無抵抗に彼女は生まれたままの姿を晒さらしている。

　彼女の頬ほおには涙は無い。蒼あおい瞳ひとみは閉ざされたままだ――起きてなお覚めぬ夢を観みようとするかの様に固く固く、何かを自分に言い聞かせるかの様に。

「……私は……大丈夫です……どうぞ……お望みのままに」

　その言葉が尚なお更さらに省吾を苛いら立だたせる。

　言葉が通じない宇宙人と相対しているかの様だった。

　そして――

「…………」

「…………」

　声にもならない息遣いの響きだけが雨風の咆ほう哮こうに混じる。

　肉と肉の打ち合う音が――ひどく異質で虚むなしい。

　強引に腰を振りながら省吾はひどく覚めた心の片隅でそんな事を考えていた。

　ひたすら一方的で何の共感も呼ばない性行為。

「……っ！」

「……ぁ…………」

　ただ一度だけ……二人の息遣いが重なる。

　快感とも恍こう惚こつともかけ離れた無感動な興奮の中で――省吾は脱力した。

　不器用な行為を嘲ちよう笑しようするかの様に雷鳴が轟とどろく。

　省吾は――ゆらりと少女の身体から身を離して半身を起こした。

「…………俺おれ……」

　香芝省吾。十七歳。高校生。

　初体験――強ごう姦かん。

「……俺おれは……」

　省吾は小刻みに顎あごを震わせる。

　何か取り返しのつかない事をした気持ちになって視線を足下に下げる。

　そこには……幾分上気した四肢を投げ出すメリニが、相変わらず瞳ひとみを閉じて横たわっていた。まるで壊れた人形の様に脱力したままで。

　省吾の背中に悪寒が走る。

　最悪で最低だ。

　何が何だか分からないが、それだけは分かった。

　分かったから――ただ彼は叫んだ。

「ああああああああああああああああああああああああああああ――っ!!」

　慟どう哭こくじみた叫びが湿った空気を震わせる。

　窓に叩たたきつける雨が、いよいよ激しさを増していた。



　　　

（……遂に……）

　苦痛に戦おののく己の身体から意識だけを切り離し――結果だけをメリニは分析した。

（遂に……御ご寵ちよう愛あいを受けた……）

　破は瓜かの痛みは在る。乱暴に犯されたので他ほかにも身体のあちこちが痛む。

　だがそれは些さ細さいな事であった。彼女の身体の苦痛や傷きず痕あとなど目的達成の前には予測されてしかるべき損耗でしかない。大事なのは目的の一つを達したという事実だけだった。

（ショウゴ様の方から私を求められた）

　五人の姫ひめ巫み女この中から、他の誰だれでもなく私――メリニ・コードランを。

　勝った。

　アフィニエに。ペルテアに。セネカに。ハーチェッタに。

　そして何より――花梨に。

　喜ばしい事だ。自分は立派に務めを果たした。

　これからも果たしていける筈はずだ。

（私はコードラン家の名を負う姫巫女なのだから）

　だから今は喜悦に身を委ねるべきなのだ。

　他の感情など自分には生じない筈だ。

（私は『救世主』様に仕える姫巫女なのだから）

　だから……メリニは気付いていない。

　自分の考えに幾つもの矛盾が潜んでいる事に気付いていない。目的と手段が混濁してしまっている事も――自分の感情と理性が混こん沌とんとして混ざり合っている事にも全く彼女は気付いていない。

　表情は満足げな笑みを取り繕いながら……身の内からこみ上げてくる暗い衝動で握りしめた自分の手が震えている事に全く気付いていなかった。

　気付かずただこれで良かったのだと自分に言い聞かせた。

（私は姫ひめ巫み女こ。コードラン家の姫巫女。救世主たるショウゴ・カシバ様にお仕えしその身を以もつて彼の首輪となり縛鎖となる姫巫女。全てをその為に捧ささげる者。私は姫巫女――）

　メリニ・コードラン。

　喘あえぎにも似た吐息が恍こう惚こつと彼女の唇から漏れた。



　　　

　欲望の充足が加熱していた意識を急速に冷却させる。

　戦せん慄りつする理性。だが往々にしてそれは手遅れでしかない。

　強こわ張ばる表情とは対照的に、力無く垂れ下がった下半身を薄うす闇やみに晒さらしたまま――省吾はメリニから逃げる様に飛び退のいた。後ずさり、後ずさり、そして背中が壁に当たった処ところでそれ以上後退出来ずに止まった。

「ショウゴ様……」

　ゆらりと立ち上がるメリニ。

　その白い裸体は迸ほとばしる雷光で背後から照らし出され――幻想的な妖よう艶えんさを纏まとっていた。

　太ふと股ももに絡み付く紅あかい乙女の証あかし。

「ショウゴ様……」

　省吾の表情に気付いているのかいないのか、メリニは柔らかな足取りで彼に歩み寄ると壁に貼はり付く省吾に身を預けてきた。

「……嬉うれしゅう御座います」

　抑揚に欠けたメリニの言葉に省吾は愕がく然ぜんとし――吐き気を催した。

　何を言っているんだこいつは。

　強ごう姦かんされたんだ。自分はこの少女を強姦したのだ。劣情に駆られたまま。思い遣やりなんか欠片かけらも無く。相手が抵抗しないのを良い事に、一方的な――

「ショウゴ様……？」

　奇妙な程に無む垢くな瞳ひとみが省吾を見上げる。

　恐怖が――後悔と戦慄と嫌悪が混ざり合って生まれる濃密極まりない恐怖が溢あふれた。

「……てくれ」

「はい……なんでしょうか？　ショウゴ様」

「……ってくれと言っている」

「――え？」

「出て行ってくれと言ってるんだ！」

　省吾は怒鳴った。

　怒鳴らないと頭がおかしくなりそうだった。とっくにおかしくなっているのかもしれなかったが……これ以上おかしくなりたくなかった。自分が少しずつ壊れていくのが分かる事程の恐怖は無い。

「出て行け。出て行くんだ。さあ、今すぐ！」

　自分が滅茶苦茶に引き剥はがして放り投げた巫み女こ服に、省吾は駆け寄った。何かに追われる様にそれらを拾い上げ、裸のメリニに押しつける。

「出て行け！　出て行け！　出て行ってくれっ！」

　酷ひどい事をしているという自覚は在った。

　男としては唾だ棄きすべき最低の行為である。だが今更善人面を取り繕ってもしょうがないだろう。自分はこの少女を強ごう姦かんしてしまったのだから。

　しかし……

「――はい」

　メリニは淡々とした様子で巫女服を身に纏まとい、乱れた髪を手て櫛ぐしで軽く整えた。

　その物腰に省吾に対する非難や不満は微み塵じんも感じられない。

　自分の価値観がねじれていくのを省吾は感じた。

　違う。あまりにも違う。同じ言葉で喋しやべっていても――まるで別の生き物の様に感情が噛かみ合わない。こんなにも似ている筈はずなのに決定的な断絶が在る。

「さあ、早く出て行くんだ！　メリニ！　さあ早く！　さあ。さあ……頼むから……でて……はやく……………」

　嗚お咽えつ混じりの省吾の声が消え入るのと重なる様にして扉が閉じられる音が響く。

　顔を上げると既に姫ひめ巫み女この姿は部屋の何ど処こにも無かった。

「…………」

　一人残された省吾は部屋の隅に行って――膝ひざを抱え小さくなった。

　壁と床。壁と壁。それらを隔てる三本の線が交差する文字通りに部屋の隅へ自分の身体を填はめ込む様にして座る。そこで座っていれば何処か違う世界に消え入ってしまえるのではないか――そんな馬ば鹿かな考えが頭の片隅で揺れる。

『英雄』はそうしてただ部屋の隅で震えた。

　小さくなって震え続けた。

　いつの間にか雨は勢いを失い、こつこつと雨粒が窓を打つ単調な響きだけが部屋に満ちていく。やがて何かの終わりを示すかの様に、ただ一度だけ雷光が閃ひらめき――ひどく遅れて遠雷の轟とどろきが窓を通して染み入ってきた。



    

  
    
      
第二章　英雄失踪





　窓の外には気の滅め入いる様な曇天が広がっていた。

　ここ数日――天候はすぐれぬままに回復の兆しも見せない。いつぞやの様に雷雨や土砂降りの雨が降る事は無いが、小雨が降ったり止やんだりを延々と繰り返している。植物にとっては雨も大切な成長要素であるが……それも度を過ぎると土が泥濘ぬかるみ続けて根腐れを起こすし、何よりこうも曇り空が続くと、光も足りず緑がぼやける草花も在る。

　そんな中……屋敷はとりあえずの小康状態を保っていた。

　省しよう吾ごはとりあえずの落ち着きを取り戻していた。

　依然として部屋には閉じこもりきりの毎日だが、食事を出されれば平らげるし、錯乱して暴れる事も無くなった。〈代行者パニツシヤー〉出現の報も無い為に無理矢理、戦場へと駆り出される事も無く……まるで数日前の荒れ様が嘘うその様に、彼は静かな日々を過ごしている。

　姫ひめ巫み女こ達も以前の調子を取り戻しつつあった。

　まめに部屋を訪れては掃除をしたり壊れた調度品を入れ替えて行くセネカとアフィニエ。交替で食事を届けに来るペルテアとハーチェッタ、そしてメリニ。

　とりあえずは以前の――花か梨りんが居なくなる前の日々が戻ってきた様にも見える。

　それは無論……見せかけだけのものではある。

　花梨は帰ってきてはいないし、姫巫女達の間にも何やらぎくしゃくした空気が漂っている。だがそれでも彼女等は積極的に以前の様に振る舞う事で、省吾の安定を維持しようと努めている様だった。

　もっとも――

「ショ、ウ、ゴ、さ、ま♪」

　とりあえず表面的な均衡を勘違いして……調子に乗ってしまう者も中には居る訳で。

　アフィニエの夜よ這ばいもすっかり恒例化しつつある。

　大抵はすぐにペルテア辺りに見つかってつまみ出される訳だが、何な故ぜか部屋に入る前に見つかる事は無く……お陰でしばしば省吾は目を覚ますと側そばに薄布を纏まとったアフィニエの姿を見る事になった。

　あるいはペルテアが察知しているのはアフィニエを見つけた後の省吾の動揺の気配で、アフィニエ自身は完かん璧ぺきに気配を殺す術すべでも身に付けているのかもしれない。得意不得意の差はあるものの、いずれの姫巫女も優れた体術を身に付けている。彼女等は省吾の護衛役であり監視役でもあるからだ。

「今こ宵よいこそ癒いやして差し上げます」

「……いらねえ」

　無愛想に呟つぶやく省吾。

　特にこの三日間は、悪夢よりも先にアフィニエの体温や息遣いに気付いて眼を覚ます事が多い。眼を開けば必ずと言って良い程にアフィニエの愛らしい顔が在った。舌をちろりと覗のぞかせて上目遣いに微笑ほほえむその顔は――童顔でありながらもひどく扇情的であった。

「自分の部屋に帰れ」

「御無体なお言葉……アフィニエは寂しゅう御座います」

　と飼い主に甘える猫の様に身をすり寄せるアフィニエ。

　男なら、不能か、守備範囲を大きく外れてでもいない限り反応せずにはおれないだろう。

　だが――

「帰れと言っている」

「うー……」

　上目遣いに恨めしそうに省吾を見つめてくるものの――それすらもが蠱こ惑わく的だが――やはり省吾は冷たい表情で姫ひめ巫み女こを見つめるだけだ。

「――帰れ」

「はあ～い」

　駄目押しの様に力を込めて言うと……ようやく根負けしたらしいアフィニエが、渋々といった様子で身を起こした。だがすぐ帰ろうとはせずに省吾の脇わきに腰掛けて悪戯いたずらっぽく微笑んでいる。あるいは省吾の気が変わるのを待っているのかもしれなかった。

　だがそれは無理な相談だ。

　実を言えば……今の省吾は女性を抱けない。

　直接的に言えば勃たたないのだ。

「このお屋敷に居る間にショウゴ様のお情けを頂きたかったのにな……しょうがないですね。望みは引っ越し後に持ち越す事にします」

「何だって――『引っ越し』？」

　省吾が興味を持ったのが嬉うれしかったのか――振り返ってアフィニエは答えた。

「はい。そういえば、ショウゴ様にはお伝えしないままでいましたけれど――お引っ越しするのです」

「…………いつ？」

　顔をしかめながら省吾は尋ねる。

　アフィニエの言い様を聞く限りそう遠い先の話でもない様だが。

「今夜です」

「今夜……？」

　性急どころの話ではない。

　もっとも随分と前に決まっていて省吾が知らされていなかっただけかもしれないが。

「既に準備は整っております。何日も前からせっせせっせとセネカが荷物をまとめておりましたから。御存知ありませんでした？　あの子……ちょっと無愛想ですけどこういう采さい配はいは物もの凄すごく得意なんですよね」

　それは省吾も知ってはいるが。

　しかし――セネカが部屋の片付けをしていたのは単にこの部屋を元通りにする為だと省吾は勝手に思い込んでいた。元々彼の衣装や食器といった生活に絡むものはこの部屋には置かれていないので、用足しと風呂以外には部屋から殆ほとんど出なかった省吾は屋敷の中の変化に気付かなかったのだろう。

「……でも何な故ぜ？」

　出来れば省吾は此こ処こから動きたくなかった。

　深い意味は無い。ただ……もし何らかの形で花梨が戻ってくる事が在ったなら、省吾が此処に居なければきっと落胆するだろう。途方に暮れるかもしれない。そんな風に思ったのだ。無論、花梨が自力で此処まで戻ってくる事など万に一つも可能性としては無いが。

「どうもこのところ……付近を教会の者が嗅かぎ回っているらしく」

　ふと表情を引き締めてアフィニエが言った。

「……教会？　教会って何だ？」

「それは無論――『エクノドラス真教会』の事です」

「エコノドラエ……」

　初めて聞く名に省吾は首を傾かしげた。

「エクノドラス真教会――で御座います」

　言い直したのはアフィニエの声ではなかった。

　いきなりと言えばいきなりだが、毎日の事なので既に省吾も慣れてきている。最も早はや驚かず彼が振り返った先には長い黒髪を白い布で束ねた少女――ペルテアが立っていた。

「驚かせてしまいました。申し訳御座いません、ショウゴ様。このようなお時間にもかかわらず扉が開いておりましたので――」

　そこまで言ってから一礼してペルテアは部屋の中に入ってきた。

「貴女も懲りないわね」

「そっちもしつこいわね」

　定例の台詞せりふを交わしてからアフィニエはベッドから降りた。

「で――そのなんとか教会ってのは……？」

「お望みでしたら」

　アフィニエが再びベッドに近付きながら言う。

「私がゆっくりとお教え差し上げます――二人っきりで。寝物語にでも」

「…………」

　ひゅん――と音を立ててペルテアの擬ぎ神しん杖じようが旋回。

　省吾ににじり寄るアフィニエの襟首にその先端を引っかけると、回転の勢いを利用してそのまま強制的に彼女を引き離す。一瞬、宙に浮いてからすとんと床に降ろされるアフィニエの姿は、悪戯いたずら猫がつまみ出される光景そのままだった。

「彼等に関しましては」

　何事も無かった様に、ペルテアが口を開く。

「今夜、移転先――つまり新たなお屋敷に御到着次第、御説明の席を設けますので、それまでは今しばらく」

　どうやら一言では言い表せない相手らしい。

　だが少なくとも〈レネゲイド〉と友好的な関係の相手でないのは分かる。

（でも……）

　そもそも〈レネゲイド〉は〈代行者パニツシヤー〉抹殺を目標としている。

　それが喧けん伝でんされているのかどうかは分からないが……わざわざ敵対しているのだとすれば〈レネゲイド〉の目的を知らない訳ではなかろう。しかしそうなればそのエクノドラス真教会という組織は〈代行者〉抹殺を快く思っていないという事になる。

〈代行者〉は全ての人間の天敵だ。

　そんな連中を倒す事に反対する者達とは――一体何なのか。

「……それで、引っ越し先は何ど処こに？」

　とりあえずの疑問はさておき省吾は尋ねた。

「まだ分かりません」

「分からない？　今夜には引っ越しなのに？」

　姫ひめ巫み女こ達はまた何か隠しているのでは――と省吾は訝いぶかしんだ。

　分からない事程、怖いものはない。引っ越しなどと名目しておきながら、もしかしたら〈イコノクラスト〉搭乗を拒否する可能性を含む省吾を〈レネゲイド〉の幹部達が見限り、何処かの施設かなんかに放り込んで、人体実験にでも供するのではないか――そんな想像が膨れあがる。そしてそこには既に死体となった花梨が転がっていて……

　何の根拠も無い妄想だ。

　だがではどんな想像なら現実味が在るというのか。このソロンという異世界に来て省吾が思い知ったのは、平和な現代日本に生まれ育った十七歳の高校生の想像力を遙はるかに上回る悪あく辣らつな現実が幾つも存在するという事だった。

　省吾は自分の全身から血の気が引くのを感じる。

　しかし――省吾の変調を見逃さなかったのかペルテアが少し口早に言葉を続けた。

「本日は、日没前にまず『聖せい廟びよう』に立ち寄ります。そこで五氏族長から指示が下されましょう。それまでは機密保持の為に私達も行き先を知らないのです」

　ペルテアは言って――アフィニエの方を見る。

　アフィニエも彼女の台詞せりふを肯定する様に頷うなずいて見せた。

「ですがショウゴ様。御安心ください。何があろうと、何処へ参ろうと、我々五人の姫巫女が全力でお守り差し上げます」

「…………分かった」

　省吾は頷くしかない。

　ペルテアの表情は真しん摯しなものだった。少し前の省吾なら一も二も無く彼女の言葉を信じただろう。メリニを除けば省吾が一番親しくしていたのはこの姫巫女だ。

　だが……最も早はやそれを無邪気に信じる事など省吾には出来ない。もう誰だれも信じられない。言葉などただそれだけのものだ。言った端から消えていくだけで何の保証も無い。このペルテアとて胸の奥では何を考えているのか省吾には分からない。

　所しよ詮せん――このソロンにおいて省吾は〈イコノクラスト〉の部品としての価値しかない。

　ただのモノだ。それ以上でもそれ以下でも無い。

　だから……拒否権など在ろう筈はずも無かった。



　　　

　嵐あらしの夜の出来事は誰にも話していない。

　だが……当然ながら他ほかの姫ひめ巫み女こ達は知っているだろう。省吾の部屋には元々幾つもの監視装置が仕込んである。特にペルテアの性格からすれば省吾がメリニに暴力を振るう可能性を考慮して部屋の中の状態を把握すべく装置を使っていた筈だ。

　その事に気付いていたからこそ、わざわざメリニはあの時も声に出して「大丈夫」と言ったのだ。あれは省吾に対しての意味も在ったが、ペルテア達が踏み込んで来ない様にと牽けん制せいする意味も在ったのだ。

　つまりはあの時――それだけの事を考える余裕がメリニには在った。

「…………」

　足下から這はい上がってくる振動を感じながらメリニは唇を噛かんだ。

　今――彼女は蒸気式自動車の客室に居る。

　言うまでもなく一人ではない。他の四人の姫巫女や省吾と共に『移転先』に関する指示を受けて移動中だ。

　ちなみに既に嵩かさ張ばるものは移転先に搬送済みになっている。

　故に屋敷の外に鬱うつ蒼そうと茂る森の中を縫い、六人と簡単な手荷物だけを乗せた蒸気式自動車は右へ左へ車体を揺らしているのである。

　蒸気式自動車は先程からやたらに複雑な道順を辿たどっている。

　これは主にエクノドラス真教会の派遣させている――かもしれない――監視役を惑わすためだ。未まだその存在が確認された訳ではない。だが警戒するに越した事は無いだろう。相手は〈レネゲイド〉の人間に言わせれば死をも厭いとわぬ狂信者達だからだ。

　故意に遠回りをしたかと思えば、無駄に細い道を通る――これらも居るかもしれない監視者の眼を少しでも撹かく乱らんする為の労である。あちこちに引っ張り回せばそれだけボロが出る可能性も高まる。

　当然ながら今夜屋敷から出発した車はメリニ達の乗る一台だけではない。

　総計五台の蒸気式自動車がそれぞれ違う道順を辿り別々の目的地に向かっている。

　実を言えばこの複雑な道程にはもう一つの意味が在る。

　これは『救世主』たる省吾に、これまで暮らしてきた屋敷との位置関係を把握させない為でもあるのだ。彼は〈イコノクラスト〉の重要部品だ。万が一にも逃げ出されては困るのである。

　もっとも……省吾にこの世界ソロンの土地勘は無い。

　まして元の世界に戻る為には〈レネゲイド〉の持つ次元転移用大規模奇き蹟せき術式に頼るしかないのだ。花梨を人質に取られ、言葉も通じず、常識も知らず、他ほかに知己も居らず、金銭も持たず……そんな状態で逃げ出してもそう遠くへは行けまい。すぐに逃避行は行き詰まって破は綻たんするだろう。

　だがそれでも予測不能の事態は起こり得る。それに対する保険であった。

「止やまないわね――雨」

　運転席でハンドルを握っているハーチェッタが呟つぶやく様に言う。

　助手席に座っているメリニに向けたものなのだろうが……彼女は唇を噛かむばかりでハーチェッタの言葉に応じようとはしなかった。

　聞こえていない訳ではない。

　ただ――メリニの意識はずっと一つの事に囚とらわれていて他に注意を回す余裕が無いのだ。

（……ショウゴ様）

　彼女の仕えるべき『救世主』は後部座席の一列目に座っている。

　右と左にセネカとペルテアが座り、最後尾にはアフィニエが座っている。この天候ではまず無いとは思われるが――万が一の狙そ撃げきや、それに類する遠距離奇蹟術攻撃に対処する為であった。

（あの日以来……一度も……）

　嵐あらしの夜から省吾は一度たりとてもメリニと会話を交わしていない。

　そもそも彼は視線を合わせようともしないのだ。セネカと共に部屋の片付けに出向いても頑かたくなに窓の外を見つめて彼女の方を見ようとしない。「おはよう御座います」と挨あい拶さつをすれば小さく頷うなずく気配は在るが――ただそれだけだ。

　避けられているのだろう。

　省吾の気持ちは分からないではない。

　メリニの方から挨拶をしたり、食事や入浴の用意が調ととのったと報しらせるべく話し掛けるのは、彼女に姫ひめ巫み女こ筆頭という立場が在るからだ。だがもし彼女に救世主の身の回りの世話をする義務が無ければ、メリニとしても省吾に声を掛ける事を躊躇ためらっていたかもしれない。

　何か――違和感が在る。

　省吾とメリニは確かに関係を持った。男と女として繋つながった。省吾は明らかにメリニの身体に――その奥から掘り起こす快楽に溺おぼれていた。

　異常な状況ではあったろう。

　だが事実は事実だ。コードラン家の姫巫女としてのメリニは、それを冷静に実績として受けとめている。喜んでさえいる。恐らく養父に報告すれば褒めて貰もらえるだろう。

　なのに……何かが決定的におかしい気がしてならない。

　そしてその違和感を感じるのは姫ひめ巫み女こ筆頭メリニ・コードランではない様に思えた。

　ならば――この名状し難い居心地の悪さを感じている自分は誰だれだ。

　本当の自分というものがもし在るのだとすれば――それは一体何者なのだろう。コードラン姓を奪われた自分に一体何が残るというのか。そこには空虚が在るばかりではなかったのか。

　分からない。

　救いを求める様にメリニは後部座席を振り返った。

（ショウゴ様――）

　喉のどまで出掛かった声をメリニは呑のみ込む。

　今までと同じく声を掛けても恐らく返事は返ってこないだろう。狭い車内で――しかも他ほかの姫巫女達が揃そろっている状態で宙に浮いた呼びかけは、きっと誰もが居たたまれない様な空気を創り出すに違いない。

　蒸気式自動車は右、左と緩やかに跳ねながら走り続ける。

（どうして……）

　自分でも知らない内にメリニは胸に両手を重ねていた。

　息苦しい。胸の奥の大事な部分を見えない手で鷲わし掴づかみにされている様だった。思わず喘あえぎそうになる。ただ息を吸って吐く――それだけの行為ですら、常に意識していないとどうして良いのか分からなくなってしまいそうだった。

（どうして……）

　省吾はすぐ側そばに居る。振り向いて手を伸ばせば届く処ところに座っている。

　なのに――

（どうして……）

　こんなにも……遠いのか。

　メリニは誰に知られる事もなく、胸を締め付ける息苦しさにひっそりと喘いだ。



　　　

「――エクノドラス真教会の派遣治安修道士の部隊が『聖せい廟びよう』近くに展開している様です」

　扉の向こうからデュメリリエ・プテロフィラムの声がそう告げてきた。

『血族』あるいは『秘められし一族』――そう呼ばれる特異な集団の一人であるこの人物は諜ちよう報ほう技術に長たけている。

　何しろ擬ぎ神しん杖じよう無しで奇き蹟せき術が扱えるのだ。常識的には存在し得ない筈はずの技能である。

　完全に武装解除されていたとしてもデュメリリエは並の人間を遙はるかに上回る戦闘力を発揮出来る。また擬神杖を持たないまま相手に近付く事が出来るので警戒されない。デュメリリエはそうやって相手を油断させて奇蹟術で相手の意識を操作――必要な情報を引き出す事が出来る。

「思ったより早かったな」

　ベッドの上で寝返りを打ちながらレオンは言った。

　彼の傍らでは彼と同様に全裸のアンジェリットが静かな寝息を立てている。普段は表情に乏しい娘だが――こうして情事の後、疲れて眠っている時だけは、ほんの少し笑う様な表情を浮かべている。

　だから彼女のこんな安らいだ顔を知るのはレオンだけであった。

　相当に抑圧されて育ってきたのだろう。哀れに思うが――そのお陰で彼女と出会えた事を考えれば〈レネゲイド〉の者達を恨む訳にもいくまい。

「教会の連中の情報収集能力も侮れないって事か」

「そうでもない様です。未まだ連中は確信を持って調べに出ているのではないらしく。近くに展開しているのは単なる偶然でしょう」

　とデュメリリエが扉越しに言って寄よ越こす。

「……何か介入を？」

「いや。ただ監視は続けてくれ。場合によっては教会の連中に情報を流してやるのも手は手だが――連中は融通が利かないからな。問答無用で教敵として第四代救世主殿を殺してしまう可能性もある」

　レオンは身を起こしながら言った。

「そうなったらちと面倒だ。〈イコノクラスト〉は今は彼に合わせて調整されているだろうからな――彼をこちらの味方に付けておくに越した事は無い」



    

  
    
      



    

  
    
      「分かりました」

「その旨――」

　レオンは薄い笑みを浮かべながら言った。

「そっち側の内通者にも伝えておいてくれると、助かる。余計な真似はするなとな」

「…………」

　デュメリリエは無言。

　だが息を呑のむ気配は扉越しに伝わってきた。

「驚く様な事か？　本当に『血族』の人間は世間知らずだな」

「…………」

「まあとりあえずは安心してくれ。〈イコノクラスト〉を手に入れる処ところまでは俺おれ達の目的は同じだからな。だったら協力は出来るだろう？　どうせそっち側の内通者ともそういう取り決めで手を組んでるんだろうしな」

　応じるのはただ――沈黙。

　レオンは苦笑を浮かべながらベッドの脇わきに置かれていた水差しを手に取り、直接注ぎ口をくわえて喉のどを湿す。

　ややあって――

「……異世界人というのは皆そうなのですか？」

　僅わずかに感嘆した声が漂ってくる。

「それとも貴方が頭が回り過ぎるのでしょうか？」

「さあね」

　言ってレオンは肩を竦すくめた。



　　　

　日没はとうに過ぎ――夜の帷とばりが下りている。

『引っ越し』とやらの為に蒸気式自動車に乗せられてからというもの、省吾はずっとぼんやりと窓の外を眺めていた。もっとも両脇は姫ひめ巫み女このペルテアとセネカに固められている為に、彼女等の頭越しにではあったが。

　暗い暗い世界が見渡す限りに広がっている。

　その中にただ無意味に視線を投げ込みながら、省吾は出来るだけ何も考えない様に意識を遊ばせていた。

　陽ひが暮れ始めた頃ころからまた雨が降り始めた。

　今も降り続けている。しとしとと――陰気に。

（どこまで走るのか――）

　そんな考えもふと断片的に浮かんでくる。

　だが――

（何ど処こに行こうと同じか）

　そんな風に完結してすぐに消える。

　車内は静かなものだった。

　アフィニエやペルテアが時々何か話し掛けてきた様な気もするが……返事をした記憶は無い。あるいは半ば無意識に応じたかもしれないが――どうせ大した内容は口にしていないだろう。

　無駄だと分かったのだろう。今ではもうどの姫ひめ巫み女こも省吾に向けて話し掛けては来ない。

　蒸気式自動車は森の中の細い道を、時には道なき道さえ、文句の一つも洩もらす事無く走り続けている。ただ黙々と稼働し続ける機械は――目的の為ならば己の感情など些さ末まつ事として切り捨てて動く姫巫女達と印象が重なる様にも思えた。

　時々省吾の理解出来ぬこちらの言葉で事務的になされる会話だけが、耳障りといえば耳障りであった。



　――ショウゴ様。



　ふと――呼ばれた気がした。

　あるいはそれは幻聴であったかもしれない。だが省吾にはその呼び声の主が誰だれなのかも分かった。たとえ幻聴であろうとも聞き間違える筈はずが無い。

　メリニだ。

　だが省吾は視線を車外に向けたまま彼女の方を振り向こうとはしなかった。

　視界の端で彼女がこちらを振り返っている事は分かっていた。だから尚なお更さらに。

　どうして眼など合わせられようか。

　下劣な欲望と激情に駆られて強ごう姦かんした相手に一体どんな顔を向ければ良いというのか。

（メリニ……）

　代わりに胸の内で省吾はその名を呼んだ。

（メリニ……メリニ……）

　最も早はや――自分が彼女の事をどう思っているのか省吾には分からなかった。

　愛いとしいのかもしれない。

　憎いのかもしれない。

　蔑さげすんでいるのかもしれないし怖おそれているのかもしれない。

　分からない。

　あの嵐あらしの夜――事が済んだ後のメリニの様子が省吾は恐ろしかった。

　まるで強姦された事を喜んでいるかの様な彼女がとても気味悪く思えた。無論それは救世主に絶対の献身を捧ささげる姫巫女としては当然の事であったのかもしれない。

　だがそれでも……いやだからこそ省吾は不気味に思えた。

　個人の感情など何ど処こにも無い。何の価値も認められていない。

『救世主』と。『姫ひめ巫み女こ』と。『組織』と。『世界』と。

　人間はただ巨大な流れに翻ほん弄ろうされるだけで――その喜怒哀楽には何の意味も無い。立場や役回りが在るだけでそこには『個人』が無い。記号を書いた紙を額に貼はられた顔の無い人形が動き回っているだけだ。

　そんな状況に何の疑問も抱いていないメリニ達が恐ろしかった。

　だが同時に――その立場を逆手に取って彼がメリニを強ごう姦かんしたのも事実なのだ。

　気持ち悪い。

　何もかも気持ち悪い。メリニ達も。自分自身も。

　だからただ省吾は――



　　　逃げたい。



　どこからともなく断片的な言葉が浮かび上がってきた。



　　　逃げたい。



　何もかも棄すてて――思考さえ放棄して何処かに逃げてしまいたかった。

　だから。

「窓――」

　姫巫女の誰だれに言うのでもなく――省吾は声を発した。

「窓、開けてもらえないかな。ちょっと気分がすぐれなくて」

　前触れもなく発せられた省吾の声に、一瞬車内がしんとした。

　反応してくれたのは、ペルテアだった。

「え……ええ。あまり長時間でなければ」

「ああ、大丈夫だよ。雨も降っているし」

　言って省吾は頷うなずいてみせる。

　その時――

「……ハーチェッタ、車を――」

　不意にペルテアが表情を険しくして口を開いたその瞬間。

　ぴしりと音がして。

「――!?」

　蒸気式自動車のフロントグラスが真っ白になった。

「狙そ撃げき！」

　叫びながらペルテアが省吾の襟首を掴つかんで無理矢理に身体を折らせる。

　銃声は雨音の間から遅れて漂ってきた。遠い。

「無礼は御容赦を！」

　叫びながらペルテアは腰から拳けん銃じゆうを抜き放つ。狭い車内では擬ぎ神しん杖じようは邪魔になる為に、後部にまとめて積んであるのだ。つまり姫ひめ巫み女こ達の持つ最大の攻撃力と防御力、即ち奇き蹟せき術は、一いつ旦たん車を停とめて擬神杖を手にしなければ使えない事になる。

　しかし――

「止まらないで！　そのまま――」

　にわかに緊張感の走る車内にペルテアの声が響く。

「――!!」

　轟ごう音おんと共に闇やみが引き裂かれる。

　激しい爆音と閃せん光こうが世界の色と形を一瞬ながら変える。衝撃が真正面から叩たたき付けられ、雨で道が泥濘ぬかるんでいた事もあって、蒸気式自動車は激しく横滑りし、道の脇わきに生える樹木の一本に激突して止まった。

　どうやら手投げ爆弾――あるいは迫撃砲の類たぐいが使用されたらしい。

「～～～～！」

　日本語を使う余裕が無いのか、あるいは故意にか――姫巫女達がソロンの言葉で何か口早に言い交わす。ただその言葉の中に『エクノドラス』という単語が混じっているのは省吾の耳にも聞き取れた。

　そこに更にもう一撃。

　爆音と火炎が吹き上がり――蒸気式自動車はまるでウサギの様に路面から跳ねた。

　悲鳴が上がる。

　車体は横倒しになりフレームが歪ゆがんで弾はじけ飛ぶ様にドアが開いた。姫巫女の誰だれかが路面に投げ出されたのか――苦鳴が聞こえてくる。炎はすぐに消え、車の照明も消えてしまった為に辺りは闇に閉ざされて詳細が分からない。

　ただ散発的に銃声が響いてくる。

　恐らく会話にあった『エクノドラス真教会』の者達が襲撃してきたのだろう。

　誰かが――恐らくはセネカだろう――省吾の手を引いて彼を車外に引っ張り出した。

「～～～～!?」

「～～～～!!」

　雨音に混じって叫び声が飛び交う。

　時折闇の中に瞬またたく光は銃火であろうか。

　何がどうなっているのか。誰が何ど処こにいるのか。何をしているのか。

　混乱と闇と雨のせいで全く分からない。

　どん――と誰かが省吾を突き飛ばした。

　ふらふらとよろめきながら彼は雨の中を二歩三歩と歩いた。ぼんやりと立っていると誰かが『ショウゴサマ！』と叫ぶ声も聞こえた。

　特に何かを考えた訳ではない。

　だが省吾はその声と反対方向に歩き始めた。もう何もかも嫌だった。ありとあらゆるものから離れていたかった。何なら此こ処こで銃弾に当たって死んでも構わなかった。

　そして――

「……!?」

　不意に足下の感覚が無くなった。

　崖がけの様な処ところから落ちたのだと気付いた時には省吾はただひたすら急斜面を転がり落ちていた。止まらない。止められない。上も下も分からない。

　斜面に生い茂る茂みを突き抜けて更に転がる。

　遠くに水の流れる音が聞こえた様な気もしたが――それは何か別の音の聞き間違いであったかもしれない。

　とにかく転げ落ちる。落ちる。落ちる。落ちる。落ちて――

（……ああ……このまま……）

　死んでしまえば――あれこれ思い悩む事からも解放されてきっと楽だろうに。

　そんな事を思いながら省吾は痛みと衝撃で気を失う。

　気を失って――それでもしかし彼は転がり続けた。



　　　

「――由々しき事態である」

　焦燥を隠そうともせず表情を歪ゆがめながらルースポリテ家の家長――パルマス・ルースポリテは一同を見回した。丸顔は紅潮し息も荒い。それでも喚わめき散らさないだけの自制心は在る様だったが。

「私は断固として責任を追及する事を提案する」

「それはどういう意味か？」

　表情を険しくして応じるのはマブロ家の家長であるタイロイドだ。

　学者肌の彼は一見冷静沈着に見えるが――実際にはかなり気が短い。安っぽい挑発にすぐ応じてしまう様な思慮の浅さがある。学術研究と政治的交渉は違うという事なのだろう。

「報告ではエクノドラス真教会の派遣治安修道士部隊が襲撃してきたというが――当該経路の警備と安全確認はマブロ家の管轄であった筈はずですな？」

「情報管理はそちらの管轄でありましょう」

　タイロイドは吐き捨てる様に言った。

「まずは何ど処こから移動経路の情報が漏れたのか――確認すべきだと思われますが？　責任の有無を問われるのならばまずそこからでありましょう」

「失敬な！　我が氏族の内で教会の狂信者共に通じる者が居るとでも？」

　椅い子すを蹴け立たてて立ち上がるパルマス。

　そんな彼を嘲ちよう笑しようする様な眼で眺めながらタイロイドは言った。

「おや？　お忘れになりましたかルースポリテ卿きよう？」

　ねっとりとした嬲なぶる様な口調でタイロイドは続けた。

「現にルースポリテ家からは過去に裏切り者が出ている。真っ先に疑念の矛先が向くのも仕方ありますまいに？」

「あれは教会に通じた訳では――」

「同じ事です」

　タイロイドは畳み掛ける様に言った。

「我等の志に背き、我等に不利益をもたらした事に変わりは無い」

「くっ…………」

　表情を憤ふん怒ぬと屈辱に引きつらせながらもパルマスは椅い子すに再び腰を下ろす。

『聖せい廟びよう』内――五氏族族長専用議事室。

　コードラン。マブロ。ルースポリテ。オトルチ。そしてインペラス。

〈五人の罪人〉たる五家の長達によって結成される秘密結社〈レネゲイド〉最高意志決定機関・五氏族族長会議――ここはその中枢であった。

　広く飾り気の無い部屋の真ん中に、巨大な円卓とそれに付随して五脚の椅子だけが置かれている。他ほかにこれといった家具も調度品も無く――内装も暗色で統一されている為に恐ろしく冷たい雰囲気が漂っている。

　室内には今、十の人影が在った。

　五氏族それぞれの族長と――そしてその直属の姫ひめ巫み女こ達である。

　だが姫巫女達は族長達と異なり席には着いていない。彼女等はまるで刑の執行を待つ罪人の如ごとく壁に沿って一列に並べられている。

　そう――これは単なる会議ではない。

　断罪の場だ。

「そ――そもそも」

　パルマスは視線を壁際の姫巫女達に向けた。

　風向きが悪くなってきたので矛先をより責め易やすい相手に向けたのだろう。

「貴様等は何をしていたのだ？　五人全員が居合わせていたにもかかわらず！」

「……申し訳御座いません」

　一同を代表し――姫巫女筆頭のメリニが深々と頭を下げた。

　他の姫巫女達も揃そろって項うな垂だれて自らの足下に視線を落としている。

　反論のし様が無い。

　そもそも姫巫女達は省吾の愛人であると同時に護衛役であり監視役となる事を期して配されている。彼の身辺警護の責任は彼女等に対してまず追及される。無論――他にも護衛役は配置されてはいたが、最後の一線では省吾の側そばに居る彼女等の方がより確実に彼を守護しまた管理出来る。

　故に姫巫女達は今回の大失態に関して弁明の言葉を持たない。

『救世主』カシバ・ショウゴ――行方不明。

「『申し訳御座いません』？　――謝って済む問題ではないわ！」

「そもそもお前達には『救世主』を――」

　タイロイドも一緒になって姫ひめ巫み女こ達を責め立てる。

　無論――その姫巫女達の中には彼等の選出したセネカやハーチェッタも含まれてはいるが、その責任を追及する際に矢面に立つのは筆頭のメリニである。直接コードラン家を非難するだけの権勢も気迫もタイロイドやパルマスには無いが――だからこそ、ここぞとばかりにメリニに罵ば声せいを浴びせているのかもしれなかった。

　だが――

「まあおふた方――その辺りで」

　場にそぐわぬ穏やかで涼しげな声が罵ば詈り雑ぞう言ごんの間に割って入る。

「姫巫女達も反省している様ですし――お前達も顔を上げなさい」

　メリニ達は声に従っておずおずと顔を上げた。

　声の主は――銀髪の青年であった。ネロ・オトルチ。オトルチ家の若き家長にして、姫巫女の一人アフィニエ・オトルチの実の兄だ。その繊細かつ整った顔立ちは骨太さや汗臭さとは無縁で――むしろ女性的ですらある。もっともその雰囲気は汚れ無き乙女のそれではなく、優美なるも致命の毒を含んだ悪女のそれに近いが。

　銀の前髪を掻かき上げながら――並外れて容姿端麗な為に、さりげない仕草さえとても優美に見える――彼は言った。

「今此こ処こで責任を追及していても利は在りません。先まず優先すべきは事態への対処方針を固める事でしょう。それについては皆さんの御意見を摺すり合わせるとして――姫巫女達はとりあえず一律に処罰した上で謹慎というのが順当かと」

　遊興の提案をするかの様にひどく気楽な口調であるが――言っている事は至極正当だ。

「…………」

　メリニは不安を覚える。

　養父バルドが良くも悪くも彼に一目置いている事を――直接聞いた訳ではないが――メリニは知っていた。それはつまりこのオトルチ家の若き家長が警戒すべき人物だという事である。味方につけば心強いが敵に回れば途方も無く厄介――それ故に、その動向には注意を払っておくべきなのだ。

　ここしばらくこうした会議の場はネロが仕切る事が多い。

　パルマスやタイロイドは気付いていない様だが――これは目的に向けて彼が何かを仕込んでいるという事だ。そうでなければ最も若輩の彼が前に出てくるのは不興を買う危険ばかりが多くて利益が無い。

　一体何を考えているのか――美しい微笑に遮さえぎられて、その本心がどうにも読めない。

「信賞必罰は組織の基本だ。心苦しいが何か罰を与えないとね」

　議事室を満たす重苦しい空気をまるで理解していないかの様な――軽薄とも言うべき口調で彼は姫ひめ巫み女こ達に言った。

「アフィニエ、お前は何がいい？　鞭むち打ちか？磔はりつけか？　ん？」

「お……お兄様……」

　アフィニエが表情を引きつらせる。

　ある意味で最も如才ないというか、ふてぶてしい性格をしている彼女がこうも怯おびえた表情を見せるのは珍しい。それは彼女が今回の事態の深刻さを理解している故か、それとも単にネロという人物がそれだけ恐ろしい何かを内に秘めているからか。

「馬ば鹿かにしとる！」

　パルマスが円卓を拳こぶしで叩たたいて怒鳴った。

「優先すべきは対処方針を固める事――そう言ったのは君だぞ、ネロ・オトルチ！」

「ああ、申し訳ない――」

　微苦笑を浮かべてネロは言った。

「確かに妹を虐いじめて遊んでいる場合ではありません。由々しき事態ですからね」

　謝罪しつつも相変わらずの平然たる物言い。メリニは改めて彼の内に潜む黒いものを見た様な気がした。パルマスの言葉を真似ている余裕と皮肉――それにパルマス本人は果たして気付いているのだろうか。

　そして自らおどけてみせる事でパルマス達の意識を自発的に対策の検討へと向け、姫巫女達への無意味な責任追及を中止させた手管を。

「さて今回の状況に、いかに対応致するか？　まずはコードラン卿きようの御意見を伺いたい」

　ネロが話を振る。

　五氏族族長会議が〈レネゲイド〉の意志ならば、五氏族の意志は養父バルドが握っていると言っても過言ではない。彼の発言権は、他ほか四人の族長のそれを上回る。これはコードラン家の権勢を背後に置いての事ではあるが、個人としてもそれを許されるだけの論理性と洞察力を備えているのがメリニの養父バルドであった。

「ショウゴ・カシバには早速捜索をかける。捜索は隠密の上にも隠密に行うものとする。それにあたる捜索隊は五氏族からそれぞれ均等に選抜。ショウゴ・カシバ発見次第、迅速にその身柄を確保。後、彼の身柄は今回の『移転』先へと収容、再び姫巫女達に預けるものとする。その時が来るまで姫巫女五名は全員待機――」

　重々しく言い終えて、バルドは四人の族長達の顔を見回した。

「――そんな処ところか」

「第五代救世主を召喚するという案も在りますが――」

　と――タイロイド。

　確かに新しい『救世主』を用意すれば事は足りる。別に『救世主』は香か芝しば省しよう吾ごでなくても務まるのだ。あくまで異世界の人間でありさえすれば。

「だが召喚法には〈イコノクラスト〉の聖遺物全てを必要とする上、その調整には最低でも二日、術式の起動そのものにも丸一日の時間がかかる。新しい救世主を召喚し、更には新しい姫ひめ巫み女こを用意し、意思疎通させて闘わせるとなると、恐らく十日は要するだろう。その間に〈代行者パニツシヤー〉が出現しては打つ手が無い。また――ショウゴ・カシバはこちらの言葉も常識も知らない。そんな人間が逃げるとしてもそう遠くへは行けまいし、目立つのは免れないだろう。発見は時間の問題だ」

　バルドは一同を見回して付け加えた。

「処罰内容は各々の氏族長にお任せしよう。例えば私がルースポリテ卿きようやマブロ卿の御息女を処罰するのも越権ではあろうしな」

「そ……それは。確かに」

　タイロイドが頷うなずく。

　会議が始まってからずっと文字通りに巌いわおに徹して動きを見せないゼブロンは――やはり無言。もっとも彼の無言は『異議無し』として扱うという暗黙の了解が五氏族族長会議の中には既に出来上がっている。

　これで五人中四人の同意が揃そろった事になる。

　だが――ただ一人パルマスだけが異議を唱えた。

「せっかく確保した救世主の身柄を、再び彼女等に預けるというのですか？　このような大失態を犯した――この者達に？」

　姫巫女達が再び身を竦すくませる。

　ただ……そう言うパルマスの実の娘であるセネカだけは、何ど処こかその糾弾を他人事の様に超然とした無表情を浮かべている。

「ではルースポリテ卿。御自分がお選びになった筈はずの姫巫女、しかも実の娘に信が置けぬとなれば――仕方ありませんな。貴方は姫巫女を差し替えられるがよろしい。もっとも代わりの者が居ればの話ですが？」

　タイロイドが嘲あざける様に笑いながら言った。

「くっ……」

　言葉に詰まるパルマス。

　総合的に見て姫巫女としての実力が候補者の中でも最も高いと判断したからこそパルマスはセネカを姫巫女に据えている。別に実の娘だからといって彼女だけを贔屓ひいきした訳ではない。そもそもパルマスには正妻と側室を合わせて五人の妻が居るが――その間に生まれた娘の数も十人を超える。セネカはその彼の実の娘の中から選ばれた一人だ。

　まして、他人に信用を置けないからこそ数多くの血縁者を造って手て駒ごまとする――そんな発想の人間が、姫巫女という大役に血の繋つながりの無い他人を据えられる筈も無い。

「――決定だ」

　短く告げるバルド。

　だがその言葉に――

「お待ちください」

　メリニが声を被かぶせた。

「……何か？」

　猛もう禽きん類るいを想わせる鋭い養父の眼に見据えられ、メリニは一瞬、たじろいだが……それでも気力を振り絞って彼女は言った。

「ショウゴ様が発見されるまで待機状態が続くなど堪えきれません。私達も、我等姫ひめ巫み女こ五名にも、なにとぞ捜索隊への参加を――」

「ならぬ」

　バルドはあっさりとメリニの懇願を切って捨てた。

　だがメリニは諦あきらめない。養父の不興を買う可能性に気付いてはいたが……何な故ぜか彼女は我慢して賢く立ち回る事など出来なかった。

　彼女は一歩前に出て言った。

「このような失態を犯しておきながら手をこまねいているなど、ますます姫巫女の恥さらしで御座います。なにとぞ……なにとぞ、御機会を！」

「ならぬと言ったぞ」

　バルドは更に重く低い声で断じた。

「エクノドラス真教会の派遣治安修道士部隊は尚なおも『聖せい廟びよう』付近に展開中だ。迂う闊かつに動き回れば察知される可能性が高い」

「しかし――」

「そんな中で活動するにはお前達は目立ちすぎる。それに先日の襲撃の一件でお前達は顔を見られていないとも限らない」

　省吾が行方不明になるという失敗は在ったものの、前後を走っていた護衛の者達が異常を察知して駆け付けてきた事も在り――襲撃してきたエクノドラス真教会の派遣治安修道士達は一応潰かい滅めつさせた筈はずだった。

　だがあの闇やみ夜の乱戦では確実とは言えない。

　取り逃がした者が居ないとも限らないし、その者がメリニ達の顔を見ていないとも限らない。確かにメリニ達は容姿に優れる分だけ隠密行動には向かない人材だろう。

「言いたい事はそれだけか？」

「は――はい」

「ならば下がれ。処罰内容は追って通達する」

　バルドは冷淡な口調でそう宣言した。



　　　

　強烈な陽光の照り付ける荒野の真ん中。

　陽炎かげろうの中に……蠢うごめく影が在る。

　力無く前後する四肢。覚おぼ束つかない足取り。熟し過ぎた木の実めいて根本からちぎれ落ちんばかりに項うな垂だれる頭部。まるで石を以もつて追われた咎とが人にんの如ごとく……その姿は生気に欠け、今にもその場に倒れ伏しかねない様子であった。

「あぅ……う……」

　呻うめきさえもが途切れ途切れである。

　呼吸にさえ苦労しながら――何ど処こか内臓でも傷付けたのかもしれない――香芝省吾は荒れ果てた大地を彷徨さまよっていた。己の行く荒野を見渡す力はもう無い。まともな思考さえ組み立てられない。朦もう朧ろうとする意識の中で辛うじて感じるのは喉のどの渇きと空腹感のみ。どちらも既に限界を超えて――まるで他人事の様に余よ所そ余よ所そしく感じ始めてはいたが。

　記憶はひどく断片的であった。

　転げ落ち。流され。打ち上げられ。歩き出していた。

　森の急斜面を転げ落ちたのは憶おぼえている。

　だが何処を流され、何処に打ち上げられ、どうして歩き出したのか。憶おぼえていない。同じく全てを体験したであろうボロボロの衣服もまるでボロ雑ぞう巾きんの様に省吾の身体にぶら下がるだけで――何も語ってはくれない。

「……あ……あ………」

　今はただ歩く事だけが彼の生きている証あかしだった。

　何処に行こうというあてが在る訳ではない。ただ歩みを止めた時に自分は死ぬのだと省吾は本能的に悟っていた。もう自分の生死などどうでも良いと思っていた筈はずなのに――極限状況下に置かれた彼の生命は、現金にも自らの存続を望み、省吾の意志とは別の処ところで彼の身体を動かしていた。

　だが……

「……うあ……かっ……」

　塊かたまりの様な吐息を吐いて遂に省吾はその場に崩れ落ちた。

　照り付ける陽光は容赦無く……死への恐怖さえ干上がっていくかの様だった。

　殆ほとんど無意識の内に省吾は唇を舐なめる。倒れた拍子に付着したらしい砂が不快な感触を舌の上に残す。だがそのざらついた異物感を舌の上で転がす内に――省吾は何な故ぜか腹の底から笑いがこみ上げてくるのを感じた。

「…………か……」

　既に笑う力など残っていない。だから彼はただ口の端を歪ゆがめた。

　救世主。英雄。勇者。

　こみ上げる笑いの衝動と共にそんな類たぐいの言葉が脳裏を過よぎる。

　何と薄っぺらな言葉だろうか。

　そんなものは何処にも居ないのだ。居たとしても自分ではない。こんな――何処とも分からない荒野で今まさに野垂れ死のうとしている哀れな人間のクズを指す言葉ではない事だけは確かだ。分不相応――今は本当にそう思う。それにもっと早く気付いていれば良かったのだろうが、それを慚ざん愧きの念と共に惜しむ気力さえ今の省吾には無い。

　だからただ彼は痙けい攣れんした。笑う代わりに断末魔の様に身を震わせた。

「…………」

　ふと……瞼まぶたを閉じる事さえ忘れたその眼にぼんやりと動くものが映った。

　省吾はそれを最初は認識出来なかった。自分の眼に視力が在る事さえも忘れていた。ただ死の間際に幻影を見ているのかと曖あい昧まいに思っただけの事だ。

「…………」

　見開かれたまま乾いていく省吾の眼球の中で――その動くものは次第に大きくなっていく。近付いてくるのだ。逆光のせいで詳細は見えないが、それは人の輪郭をしている様に思えた。

　それも――小柄な少女の姿を。

（……ああ……）

　差し伸べられる手を省吾はまるで映画を観みているかの様な距離感と共に認識する。それが自分に向けられているのだと気付くのに随分と時間が掛かった様な気がした――実際には一瞬の事であるのかもしれないが。

　繊細な――明らかに少女の手が省吾の顔に触れる。

　呼吸を確かめているのだろうか。

　慈しむ様に優しく触れてくるその手の感触に――喚起される美しい少女の記憶。

（…………メリニ………）

　看み取とってくれる者が居るなど望んでもいない贅ぜい沢たくだった。

　それが彼の汚してしまったあの姫ひめ巫み女こであったのなら――それは運命の悪意なのかそれとも善意なのか。自分を抱き締める腕の感触に省吾は泣きそうになる。とっくに涙として流せる様な余分な水分は彼の身体から無くなっていたが。

「～～～～？」

　異国の言葉が耳じ朶だをくすぐる。

　涼やかなその声を耳にしながら――遂に気力が完全に尽き果てた省吾の意識は温ぬるい闇やみの底へと沈んでいった。



　　　

　背中の鈍痛が意識を覚かく醒せいへと引き上げる。

「…………」

　省吾は眼球に貼はり付いているかの様な瞼を徐々に持ち上げていく。

　同時に頭も上げようとして――出来ない。脳のう味み噌そを掻かき回される様な頭痛と悪寒に彼は短く呻うめいた。下手に筋肉に力を入れると鈍痛は途端に激痛に変化して襲ってくる。仕方なく省吾は脱力し、とりあえずは眼を開く事だけに専念した――それすらも瘡かさ蓋ぶたを剥はがす様な苦痛を伴っていたが。

　やがて……省吾は自分の額に何か冷たいものが載せられている事に気付いた。

　どうも濡ぬれた布らしい。少なくともあの荒野の真ん中に倒れたままでいる訳ではなさそうだった。

「……ここは」

　広がっていく視界。

　先まず木の梁はりが剥むき出しになった天井が見えた。あちこちが黒ずんでいて――かなり年季が入っているらしい事が分かる。建物自体が相当に旧ふるいものなのだろう。

　眼球の動く範囲内でざっと部屋を見回す。

　そこには必要最小限の調度品しか据えられておらず、そのどれもが建物自体と年月を共にしてきたであろうことが窺うかがえた。

　広くない。遠慮なく言えば、狭い部屋であった。

　頭上に窓が在るらしかったが、今は鎧よろい戸どが閉められいる。その為に部屋全体が薄暗い印象だ。ただし……それだけに鎧戸の隙すき間まから零こぼれ入る陽光の柔らかや暖かさがはっきりと感じられる。

　省吾はどうやら木製の質素なベッドに横たえられている様だった。

　背中の痛みはこのベッドのせいらしい。マットの様なものは無く身体の下には厚めの毛布が一枚敷かれているだけの様だった。だが身体の上には洗濯の行き届いた真っ白なシーツが掛けられていて――嫌な気分ではなかった。むしろ屋敷に居た時の様な、一人用には大き過ぎる天てん蓋がい付きの豪ごう奢しやなベッドよりも落ち着ける様に思う。

　そんな事を考えていると――

「～～～？」

　声が響く。

　愛らしい響きに誘われる様にして視線を向ける。

　そこで――

「……メリ……」

　最後まで発音せずに省吾は言葉を呑のみ込んだ。

　そこに立っているのはメリニとは全くの別人であった。年齢や背丈は同じ位ではあったが――逆に言えば共通点はその程度しか無い。

　姫ひめ巫み女こ達に較くらべれば地味な容姿だと言えるだろう。

　だがそれはあくまで比較すればというだけの意味でしかない。

　年齢は十五か十六といった処ところか。

　小柄で丸顔。太っているというより――元々が童顔なのだろう。眉まゆもやや太く、彫りは浅く、鼻筋もそんなに高くはない。それなりに整ってはいるのだが繊細さに欠ける。優雅とか気品とか……そんな概念とはあまり縁が無さそうな感じの容姿ではあった。

　瞳ひとみは黒くやや小さめで何ど処こか草食獣の眼を想わせる。

　黒い髪は肩の辺りでざっと切り揃そろえてあるだけだ。着ている衣装もいかにも作業着といった印象のもので――動き易やすい様にだぼっとした作りになっているせいか、身体の線も見えにくく、女性としての色いろ艶つやをそこから感じ取るのは難しい。

　本当に地味な少女だ。

　だが……華美さは無い代わりに素朴な美しさがその少女には在った。

　姫ひめ巫み女こ達を花屋の店先を飾る大輪の花だとすれば、この少女は路肩に咲く野の花と言える。道行く者の脚を止める程の艶やかさは無いが――注意深い者だけが気付き得る様な、程良く慎ましやかな可か憐れんさが在る。

　少女は椅い子すに座り、柔らかな微笑を浮かべて省吾を見つめている。

　その膝ひざの上には何やら本が置かれていて、足下には水を張った桶おけも在った。恐らくこの少女が省吾の側そばについて介抱してくれていたのだろう。

「き……君が」

　沈黙に耐えかねて言葉を絞り出す。

「きみが……助けてくれたのか？」

　言ってから――くだらない事を聞いていると思った。

　前後の状況からすれば明らかだ。省吾は少女が微苦笑を浮かべて肯定の言葉を口にしてくるのを待った。

　だが――

「…………？」

　少女はきょとんとして省吾の瞳ひとみを覗のぞき込んできた。

　分からないのだ――日本語が。

　当たり前だろう。此こ処こは日本ではないのだから。省吾が生まれ育った国でもなければ世界でもないのだから。

　此処は――ソロン。異世界。死せる邪神の呪じゅ詛そに蝕むしばまれ行く絶望の大地。

「ああ…………」

　もし目覚めた相手に言葉が通じていたら――良かったのに。

　省吾は痛切にそんな事を思う。

〈レネゲイド〉。〈イコノクラスト〉。〈代行者パニツシヤー〉。

『救世主』。『勇者』。『英雄』。

　アフィニエ。ハーチェッタ。セネカ。ペルテア。

　そしてメリニ。

　嫌な記憶は全て――何もかもが夢だった事になるから。

　眠りの間に消える泡沫うたかたの幻であったと思う事が出来るから。

　得体の知れない巨大兵器に乗せられた事も。そいつの足で、生ける人間を虫けらの様に踏み潰つぶした事も。花梨が人質に取られている事も。最も愛いとおしくて触れる事さえ躊躇ためらわれた女性を――この身体で犯した事も。

　全部全部無かった事に出来るから。

　夢だと笑い飛ばす事が出来た筈はずだから。

「ああああ……あああああ……」

「～～？　～～～～？」

　呻うめく省吾に気遣わしげに椅い子すから腰を浮かせて少女が声を掛けてくる。

　省吾には分からない異国の言葉で。

　言葉が通じない。その事実ははっきりと今までの記憶が夢でない事を省吾に告げている。

　これが現実なのだと。

「ああ……あああああああ…………」

　言葉にならない。言葉が出ない。

　出てもそんなものは何の役にも立たない。

　だから省吾はただ泣いた。

　嗄しやがれた声を絞り出し。鼻水も垂らして。ベッドから一歩も動けないまま少女を見つめて彼はただ泣きじゃくった。

「～～～～」

　少女が何事か言葉を発する。

　その黒い瞳ひとみは――道端の捨て犬を見るかの様な憐あわれみを帯びていた。

　それをしかし省吾は不快とは思わなかった。

　今の自分には相応ふさわしい。

　期待されず。買い被かぶられず。利用もされず。奪われず。

　ただ憐あわれみを受けるだけの無力な生き物。

　それが今の自分なのだから。

「……あああああ……ああああああああ……」

　そして。

　優しく――宥なだめる様に触れてくる少女の指先を感じながら省吾は泣き止やむ事を知らない赤子の様に慟どう哭こくを続けていた。



　　　

　言葉は人間にとって重要だ。

　それは人と獣を分かつ重要な区切りであり――人の知恵の根幹を成すものだ。

　だからこそ人が人として人の中で生きていく為には言葉が必要となる。

　逆に言えば……ただ言葉が分からないというだけで世界はその者を無知の荒野に置き去りにする。言葉を得ぬ者は他者と満足に繋つながる事も出来ず、ただ途方に暮れて同じ場所に立ち尽くすのみだ。

（だからあの子には）

　と――モーリィ・セラフィムは思う。

（言葉を教えてあげないと）

　振り返った先にはモーリィが荒野で拾ってきた少年の姿が在った。

　眼が覚めてからずっと泣き続けていたが――ようやく落ち着いたのか今は眠っている。

　何者なのかは分からない。年齢も分からない。自分よりは歳とし上うえだと思うが、ろくに言葉も分からず、泣き続けるその姿は親に棄すてられた幼児の様で……ひどく幼くも見えた。

（生きるのに最低限必要な単語だけでもいい）

　出来る事ならば簡単な文法も教えてやりたい。他人と会話する事が出来るだけで世界は何倍にも広がる。幾重にも意味を持つ。

　この少年にそれを教えてあげる事。

　それが自分の務めなのだとモーリィは思った。

　彼が目を覚ました直後――初めてはっきりと視線を交わしたその瞬間に見せた、ひどく深い怯おびえの表情がモーリィの意識に焼き付いていた。いや……あれは恐怖の類たぐいではなくむしろ絶望に近いのかもしれない。

　何が在ったのかは分からないが、きっと色々と酷ひどい目に遭ってきたのだろう。何人もの人間に酷い事をされたのかもしれない。色々な事に絶望してきたのかもしれない――とりわけ人間というものに。

　モーリィは特に何をしたのでもない。

　ただ泣き続ける彼を哀れに想い――その涙を拭ぬぐってやろうと手を伸ばして頬ほおに触れただけの事である。だがそれだけの事で彼の表情は和らいだ。まるで初めて人の好意に触れたかの様に彼は縋すがる様な眼でモーリィを見つめ……そして疲れ果てた様子で眠りに落ちた。

　その様子を見て発作的にモーリィは決心した。

　この少年の世話をしよう――と。

　それは――あるいは単に彼女の持つ母性本能が哀れな少年の姿で刺激されただけなのかもしれない。だが元より生真面目で敬けい虔けんな性格のモーリィはそれを運命が自分に課した責務だと考えたのだ。

　この世界は誰だれもが罪を背負って生きている。

　生まれた時から罪は影法師の様に人々の一人一人に付きまとっている。

　生きる事とは罪であり生命とは罪の塊かたまりである。

　故に人生とはいかにその背負わされた罪を日々の行いによって減らしていくかという事なのである。努力に努力を重ね人々は自らの上にのしかかる原罪を削り落としていく。そうしてその全てを清算しきった時――人は永えい劫ごうに罪から解放されるのだ。

　しかし若いモーリィには分からなかった。

　どうすれば自分の罪を減らす事が出来るのかと。人生経験の薄い彼女には罪という概念ですら曖あい昧まいな処ところが在る。具体的に何をすれば良いのか分からないままに彼女は悶もん々もんとした日々を過ごしていたのだ。

　そんなある日――この少年に出会ったのだ。

　モーリィの庇ひ護ご無くしては恐らく生きていく事さえ困難な少年。

（自分の罪を軽くしてくれるのは――きっとこの子なのだわ）

　モーリィは思った。

　この少年の面倒を見る事そのものが神が自分に与えてくれた贖しよく罪ざいの機会なのだと。

「大丈夫。私が守ってあげるから」

　自分よりも頭一つ背丈の在る少年の頭を、まるで我が子の様に撫なでながら――モーリィは微笑を浮かべて呟つぶやいた。



　　　

　再び眼が覚めたのは夕刻だった。

　頭上の窓から差し込む陽光が朱あかく緩い。空気が乾燥しているのか、室内風景に切り込む光の帯の中で細かな埃ほこりが舞っているのが見えた。

　少女の姿は――無い。

　だがついさっきまで近くに居たのは間違いない様だった。西日の醸し出す気け怠だるい熱気の中で、額だけがひんやりと気持ち良い。身を起こすと未まだ湿り気を帯びた布がするりと額から落ちた。一体どれ位の時間を自分は寝ていたのか……全身の筋肉が強こわ張ばり、半身を動かすだけでもミシミシと軋きしむ様な印象が在る。

　だが頭痛はもう消えていた。

　上半身は何も着ていない。どうせ殆ほとんどボロ布同然になっていたから気にもならないし、元々大したものを持っていた訳でもない。とはいえ……さすがに肌を意味も無くさらけ出しているのはやはり躊躇ためらわれる。

　何か纏まとうものは無いかと辺りを見回しながら、省吾はベッドから脚を降ろした。

　体重を掛けて膝ひざを伸ばす。

　ごくごく普通の立ち上がる動作。

　だが――

「うっ……」

　やはり身体のあちこちが弱っているらしい。よろめいた省吾は反射的に近くに在った木製の椅い子すに手を伸ばす。少女が腰掛けていたものだ。

　椅子の背もたれに手を掛ける事は出来たものの、それに縋すがって体勢を立て直すには軽すぎた。省吾の倒れる動きに巻き込まれて椅子も倒れ――がたんと大きな音がする。

　次の瞬間、さっと部屋の扉が開いた。

　床の上に転がりながら首だけを回してそちらを見ると、先程の黒い髪と黒い瞳ひとみをした少女が立っていた。彼女は驚いた様な表情を浮かべると慌てて省吾に駆け寄り、彼の懐に身を滑り込ませて彼が立ち上がるのを手伝ってくれた。

　ふわりと彼女の髪が鼻先をかすめる。

　素朴でとても優しい香りがした。香水の類たぐいではない。日向ひなたに積まれた牧草の様な――さりげない匂においだった。

　少女の肩を借りてベッドに戻る。

「ごめん――ありがとう」

　言ってから――省吾は言葉が通じない事を再び思い出した。

　まったく自分の学習能力の低さには愛想が尽きる。

　自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべる省吾をどう思ったのか――少女は一瞬、怪け訝げんそうな表情を浮かべて省吾を見てから、ふと何かに気付いた様子で優しく微笑ほほえんだ。出来の悪い、しかしそれだけに可愛かわいい我が子に母親が向ける様な笑みである。敬意も信頼も無い一方的な微笑みではあるが、それだけに――ひどく優しい。

　悪い気分ではなかった。

『ありがとう』――そう伝えたくてもしかし省吾にはその手段が無い。

　こんな簡単で当たり前の概念でさえ、言葉が通じなければ伝えるのは難しい。

　ひどく哀かなしい気分になって省吾は戸惑いの表情を浮かべる。

　すると――少女はふと何かを思いついた様に椅い子すを元に戻してその上に腰掛けた。ベッドに腰を落ち着かせた省吾は、少女と真正面に向き合う形となった。

　少女は穏やかな笑みを絶やさない。

　そして彼を見つめながら少女は自分の胸を指してゆっくりと口を動かした。

「……もー……りぃ……」

「え……な……なに……？」

　咄とつ嗟さにそう聞き返す。

　少女は一度口の動きを止めて身を引くと、背筋を伸ばして軽い深呼吸をした。仕切り直し、という様に再び前のめりになる。少女は自分の胸元を指差しながら、省吾の心の準備を確認するかの様に彼の眼を覗のぞき込んでくる。

『よく見てて』

　そう言われた様な気がした。

「も――う――り――ぃ――」

　少女の唇から吐息混じりにゆっくりと声が発せられる。

　先程よりも声は大きく音と音との間が長い。さすがの省吾にもその音はある程度聴き取る事が出来――それを真似てみた。

「も、う、り、ぃ」

　少女が嬉うれしそうに笑って頷うなずいた。

　省吾はその笑顔に促されるままに何度か発音を繰り返す。

「――モーリィ」

　少女は大きく頷いて省吾の手を握ってきた。

　さすがにこの意味は省吾にも分かる。

　名前だ。名前を言っているのだ。

　恐らく少女の名前はモーリィというのだろう。

　言葉は通じなくとも、自然と出る動きの意味は大体同じであるらしい。

「モーリィ？」

　念の為に少女の方を指差して尋ねてみる。

「…………」

　少女はまた大きく頷うなずいて見せた。

　続いて彼女――モーリィは省吾の裸の胸に人差し指を触れさせながら首を傾かしげる仕草を示した。これも分かる。初対面の相手が自己紹介の後、相手に求めるもの――それは相手の名前だ。省吾の名を尋ねているのだ。

　省吾は自分の顔を指差して――

「――ショウゴ」

「ショーゴ？」

　少し発音が違う様な気がしたが省吾は構わず頷いた。

「…………」

　モーリィはぱっと表情を輝かせると腕を伸ばしてくる。

　あ――と思った時には省吾はもう柔らかな闇やみに包まれていた。今度は本当に少女が省吾を抱き締めたのである。ただその抱擁は性的な感触はあまり無く……母親が我が子を抱く様にただただ優しい。

（…………）

　自分よりも小柄な少女の胸に抱かれながら省吾はふとメリニの事を思い出す。

　どうしているだろうか。

　閃ひらめく銃火。轟とどろく爆音。

　あの中で彼女は無事だったのだろうか。そんな事を考える。他ほかの姫ひめ巫み女こ達も大丈夫だろうか。怪け我がはしていないか――

　そんな事を思ってから省吾はふと自嘲的な笑みを浮かべた。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　自分は彼女等から逃げたのだ。崖がけから落ちて気を失ったのはさすがに不可抗力であったにせよ――彼女等から逃げたいと思っていたのは事実だ。今更その安否を気遣うなど支離滅裂も甚はなはだしい。

　ただ……輪郭の曖あい昧まいな罪悪感だけが在った。

（……俺おれは此こ処こで何をしているんだ）

　自分の不ふ甲が斐いなさを嘲あざける自分が居る。

　だが同時に――

（此処にいればいいじゃないか？）

　甘く囁ささやく自分も何ど処こかに居た。

　この少女は省吾の素性を知らない。

　此こ処こでは省吾は英雄でも救世主でもない。此処に居れば〈イコノクラスト〉に乗らずに済む。嫌な事は全て忘れていられる。

　少女が――モーリィがどこまでも母性的な手つきで省吾の頭を静かに撫なでていた。

　省吾はじっと身を預けたまま彼女の手の感触に酔う。

　時間がゆっくりと過ぎた。

　そして――

「…………」

　ぐう――と省吾の腹部が切ない音を立てた。

　どれだけ自己嫌悪に苛さいなまれていてもそれとは関係なく腹は減るらしい。

　省吾は情けなさに表情を歪ゆがめたが――モーリィは別の感想を持ったらしい。くすくすと笑いながら彼女は彼を解放し、『待ってて』とでも言う風に両手を彼に向けてから部屋を出て行った。

　待っていた時間は恐らく五分にも満たなかっただろう。

　だが空腹を抱えて待つ身にはひどく長い時間に思えた。

　やがて……食欲を刺激する匂においと共にモーリィが戻ってきた。その手には小さな木製の椀わんが在る。待ちきれずに腰を浮かせて中を覗のぞき込むと……何かの肉と根野菜らしきものを煮込んだシチューの様なものが満たされていた。

「い――いただきます」



    

  
    
      



    

  
    
      　言葉も通じないのに半ば反射的にそう断り――手渡されたやはり木製の匙さじで掻かき込む様にしてシチューを口の中に入れる。美う味まい。何日ぶりか分からない食事は涙が出る程に美お味いしかった。慌てて飲み込もうとして省吾は何度か噎むせる様な行儀の悪い真似もしたが、モーリィは怒る様子も無く、母親の様に優しい笑みで彼を見つめていた。シチューの温度が温ぬるめだったのは彼がこぼす事も見越した上での事だったのかもしれない。

「美味いよ」

「～～～～」

　通じる筈はずも無い言葉。

　だが少女はまるでその意味を知っているかの様に優しく頷うなずいて見せた。



　　　

　バルドの予想に反し『救世主』捜索は、難航していた。

〈レネゲイド〉がショウゴ・カシバの居場所を見失ってから既に一週間が経過している。だがこれといった足取りが掴つかめない。エクノドラス真教会が襲撃してきた当日に雨が降っていた事も捜索の進展を妨げる要因となっていた。足跡や移動の痕こん跡せきが雨で洗い流されてしまったからである。

　これは仕方が無い事ではある。

　だが――物事が上う手まく行かない場合に人はその原因を何者かの責任に求めたがる。

　単なる偶然、運が悪かった、の一言で納得する事が出来ない人間は意外に多い。そうした者達は自分達の納得し易やすい原因を押し付ける先を捜す。無ければ無理矢理にでも誰だれかに背負わせようとする。

　それは秘密結社〈レネゲイド〉においても同じであった。

　つまり……五氏族の間にある種の不信感が生まれ始めたのである。

　コードラン家。マブロ家。ルースポリテ家。オトルチ家。インペラス家。

　この内のどこかが既に『救世主』ショウゴ・カシバの身柄を確保し、内々に匿かくまっているのではないか……と。

　それは五氏族から選抜された捜索隊同士の中から生じたのだが、彼らからの報告を受けている内に、家長たる者の中にも影響を受ける者が現れたのだ。

　メリニ本人からの報告は無いが……既にショウゴ・カシバが彼女を抱いたという事実は五氏族族長会議の中では共有情報である。つまり救世主を手て懐なずける作業に関してはコードラン家が一歩先んじているという形になる。

　これに対する焦りを持ったコードラン家以外の何ど処こかが襲撃のどさくさに紛れてショウゴ・カシバを匿い、彼を手懐けようとしているのではないかと疑い始めたのである。無論コードラン家とてこの疑惑の外に在る訳ではなく――ショウゴ・カシバをより確実に懐柔しようとしているのではないか、という意見も囁ささやかれる様になった。

　くだらない――とバルドは思う。

　誰だれも彼もが目先の事しか見ていない。

　無論――大局的に物事の全てを俯ふ瞰かんする様な視点など本来が余裕の産物だ。この誰も彼もが罪を背負い生きる事そのものを責め立てられているかの様な世界――ソロンではそうした物の見方が出来ない人間の方が遙はるかに多い。

　だが組織の長たる者がそれでは困る。

　僅わずかに――ほんの僅かにだがバルドはルースポリテ家やマブロ家とその傘下に属する者達を憐あわれんだ。世襲制を否定する気は無いが、せめて親の感情などではなく、数在る人材の中で、最も有能な者が家長の位置に就く為の制度造り位はしておくべきではないか。

　もっとも……小物が長を気取っているからこそ、バルドは労せずして五氏族筆頭の地位を守り続ける事が出来る訳だが。

「――ネロ・オトルチ」

　パルマスがねっとりと絡む様な口調で言う。

　五氏族族長会議の場である。

「卿きようは何かと独断専行が過ぎる。〈イコノクラスト２〉の事にせよカリン・テシガワラの拘束にせよ。今回も何か知っていて――敢えて黙っているのではあるまいな？」

「これはまた――突拍子も無い事を」

　ネロ・オトルチは朗ほがらかに笑いながら疑惑を否定した。

「現場の状況はお聞き及びでしょう。どうやったら『救世主』殿の隠匿などが出来るのか、逆にぜひお教え頂きたいものです」

「む……」

「もちろん――」

　ネロは肩を竦すくめて言った。

「疑われる前例を作ってしまった私にも問題はあります。それに関してはお詫わび申し上げるしかありません」

「ならば認めるのか」

「ですから――私はルースポリテ卿きようがお疑いの様な行動には出ておりません。どうしても原因を五氏族の誰かに求めたいのならば、むしろ積極的に他者を糾弾しようとする方の方が疑わしいとは思われませんか？　自らに矛先が向く前に誰かに向けてしまえば自分は安全圏に居られますからね」

「ぶ――侮辱するのか！」

　顔を紅潮させるパルマス。

　ネロは首を振って言葉を補った。

「疑いだしたらキリがない、ということです――もしかするとインペラス卿が何か隠しておられるかもしれない」

　悪戯いたずらっぽく言うネロに、ゼブロンは一瞬鋭い視線を投げたものの――戯れには乗らぬ、とでもいった態度で姿勢を崩さない。だがパルマスとタイロイドはネロの言葉に猜さい疑ぎ心しんを煽あおられた様で――探る様な目つきを口数の少ないインペラス家の長に投げる。

「どうなのだインペラス卿きよう――？」

「思えば末席のインペラス家こそが最も焦りを感じてしかるべきで」

「何か言ったらどうだ？　インペラス卿」

　パルマスとタイロイドが次々と浅あさ薄はかな疑念を口にする。

　だが――

「あるのかね――証拠が？」

　バルドの一言に二人は冷水を浴びせかけられたかの様に表情を強こわ張ばらせた。

　噛かんで含める様な口調でバルドは言う。

「捜索は確かに難航しているが、その事に人為的な原因があるとは考えにくい」

「しかし……」

「現場近くには川が流れていたな」

　バルドはネロを振り返って確認する。

「はい。崖がけ下に一本。ごく小さなものですが――それだけに雨天には流れが強くなる事は充分に考えられます。もしショウゴ・カシバが崖から転落して流されていたとすれば、相当遠くに流されている可能性も在ります」

「しかしその川の周辺は既に――」

　相当な広範囲にわたって捜索済みである。

　だが今以もつてショウゴ・カシバの存在は確認されてはいない。溺おぼれ死んだ可能性も無いではないが――死体はやはり確認されていない。

「私が言いたいのは川の流れの速度の問題だ。ショウゴ・カシバが溺れずに流された場合、その移動量は徒歩の比ではなくなるだろう。そしてもしショウゴ・カシバが一定距離を流された後、陸に上がって徒歩で移動したとすれば……川の近くには居ない可能性も高い。川は大抵が周囲の土地よりも低い場所に在るが、現在位置の掴つかめない人間はまず付近を見渡せる場所、やや高台の、見晴らしの良い場所に移動しようとするだろう」

「……なるほど」

　タイロイドが気け圧おされた様に頷うなずく。

　専門たる奇き蹟せき術の事に関しては驚く程の知識量と発想の柔軟さを持つが、それ以外の事となると途端に頭が固くなる。典型的な学者馬ば鹿かという奴だろう。

「今一度、流れの澱よどむ流域や浅瀬を中心として――上陸し易やすい地点を中心として、捜索範囲を広げた方が良かろうな」

「更に言えば、ショウゴ・カシバが人里離れた場所での生存技能を持っているとは考えにくい。姫ひめ巫み女こ達の報告書を見る限り彼は典型的な街の住人です。ならば野垂れ死んでいるのでもなければ近くの街で誰だれかの庇ひ護ご下、あるいは拘束下に在ると考えるのが妥当でしょう。言葉も常識も無い人間が歩き回れば、放っておいて貰もらえる筈はずも無い。そしてそうなれば――なかなか見つからない事にも説明がつく」

　ネロが意見を添える。

「……ふむ」

　パルマスも渋々ながら頷うなずく。

　もっとも……タイロイドもパルマスも疑念の全てを捨て去った訳ではなかろう。ただ単に、理路整然としたバルドやネロの台詞せりふに異を差し挟むだけの根拠が無いだけの事だ。

「何か適当な理由を付けてリヴィス社の社員も幾らか捜索人員に回しましょう。人里での捜索となれば純粋に投入人数が影響するでしょうし」

　ネロが言った。

「インペラス卿きよう。卿の手勢には騎馬部隊も在ったと記憶しているが」

「……確かに」

　バルドに尋ねられゼブロンが短く応じた。

「人里はともかく、荒野や平原領域の捜索においては、捜索側の純然たる機動力が問題になる。騎馬部隊の派遣と協力を要請したいのだが――如い何かに？」

「事が〈レネゲイド〉の一大事となれば是非も無い」

　ゼブロンはまるで恫どう喝かつするかの様な低い声で言った。

「本来は探索や索敵向きの部隊ではないが……すぐに用意させよう」

「助かる」

　バルドは頷き――そして改めて一同を見回した。

「では、本日の族長議会はこれにて解散とする。各々方――全力を以もつてそれぞれの責務を果たされよ」



　　　

　モーリィ・セラフィム。

　それがモーリィの姓名フルネームらしかった。

　きちんと教わったのは目を覚ました日の翌日である。その日の内にモーリィは幾つもの単語を省吾に教えてくれた。椅い子す。寝台。空。パン。水。その他諸もろ々もろ。抽象的で分かり難にくい単語は机の上に墨らしきもので絵を描いて教えてくれた。

　その日の内に省吾は五十余りの単語を覚え――メリニ達との生活で元から耳に馴な染じんでいた単語も多かった――必要最低限の意思疎通は出来る様になっていた。

　それから更に二週間近くが経過している。

　もっとも、思っていた以上に省吾の体力は落ちていたらしく、また全身には思いのほか多くの痣あざがあり――急斜面を転げ落ち、荒れる川に翻ほん弄ろうされたらしいことを考慮すれば奇跡的な軽傷に違いないが――ベッドから出て歩き回る様になるのに最初の数日を要した。

　その間――そしてその後も省吾の身の回りの世話は殆ほとんどモーリィがこなしてくれていた。

　実に献身的な少女だった。

　身体が本調子ではないから仕方が無いとはいえ……省吾はただ恐れ入るしかない。

　しかし……

（一体……彼女は何者なんだ……？）

　その疑念が湧わく。

　彼女の献身に下心が在るのではと疑っているのではない。それはそれで在って当然だと省吾は思うし……在った処ところで恩を返せるのなら省吾に否は無い。

（……っていうか此こ処こは一体何ど処こなんだ……？）

　無論、省吾にソロンの地理など分からない。

　だが此処が普通の建物でない事は分かった。

　どうやら元々は廃屋か何かであったらしい。身動き出来る様になって少し付近を歩いてみたが――建物そのものはやたらと老朽化しており、部屋によっては壁が崩れている処も在った。外壁にもあちこち亀き裂れつが走っていて補修された様子も無い。一応柱は頑丈そうで倒壊の危険は感じないが、明らかに一度持ち主に放棄されたと思おぼしき荒れ方であった。

　だが……そんな建物だというのに、実は省吾達以外の人間の姿もよく見掛ける。

　用足しや入浴のついでの様な形で、省吾はモーリィに手を引かれ建物内を何度か案内されたのだが――その際に分かったのは、此処にはモーリィの他ほかに十人前後の人間がいつも居るという事だった。

　様々な年齢層の者がいる。年輩者もいれば若輩者もいる。男も居れば女も居る。

　ただ――彼等はモーリィの家族というのではない様だった。親しげに言葉を交わしてはいる様だが、そこには家族同士の気安さは無い。むしろ省吾の見る限り――彼の知る言葉で一番近い印象のものを探すならそれは『同級生』だ。前述の通り別に全員が学生の様に若いという事ではない。何というか……彼等の互いに対する態度にはある種の事務的で形式的な『枠』の様なものが窺うかがえるのだ。

　また彼等が着る衣装も全体的に統一感が在る。

　それぞれが手縫いなのか細部はあちこちで異なるので、制服と言い切ってしまうと語弊が在る。だがいずれの衣装も同じ感性センスの下に作られているのはすぐに分かった。

　何かの目的を持った集団なのだろう。

　どうもこの建物も終ついの棲すみ家かという訳ではなく、たまたま仮の宿と定めているだけの様だった。近くには馬や牛――微妙に顔つきや骨格が省吾の知る世界の牛や馬とは違う様だが、まあ同様の生物なのだろう、多分――が何頭も繋つながれていて、大型の荷馬車の様なものも近くに停とめられているのが見えた。

　モーリィに限らず彼等は親切だった。

　モーリィが紙や机に簡単な絵を描きながら、単語や、簡単な動詞を教えてくれるというのは、いつの間にかほとんど日課となってしまっていたのだが――その最中には必ず誰だれかが顔を出して『授業』を手伝う様になっていた。

　とりわけ陽気なのがゲルベであった。

　歳としはモーリィに次いで若いらしかったが、既に二十代も半ばを過ぎている頃ころだろう。毎日の様に剃そり残されている髭ひげのお陰でもう五つは上に見えたが。モーリィと同じく黒髪に黒い瞳ひとみであった。しかし肌は日に灼やけて浅黒く、活発な印象を醸し出していた。

「～～～ショーゴ。～～～」

　彼は陽気な口調でよく省吾に語りかける。

　早すぎて省吾には未まだ彼の言葉の全てを聴き取る事は出来ないし、知らない単語の方が多いのだが、それでも構わないとばかりにゲルベはぺらぺらとよく喋しやべる。

　省吾の肩に手を掛けて何やら話し掛ける彼に、『邪魔です』とばかりにモーリィが頬ほおを膨らませて何かを言うが、その度にゲルベはげらげらと笑ってモーリィの頭をぽんぽんと親しげに叩たたき、部屋の隅に座って『どうぞどうぞ続けてくれ』といった様子で手を振ってみせるのだ。

　一見いい加減な『授業』風景ではあるが、二週間目を終える頃には省吾は断片的ながら彼等の会話を理解出来る様になっていた。

　他ほかにする事も無いから集中出来たという事もあるが、何より実際にその言葉が日常的に交わされている現場に居る事が良い方向に働いたのだろう。大抵の場合に語学は理論より実践である。例えば十年間にわたって教科書から仕入れた知識で形式的に喋る者と、その言語を母国語として使う国に二年間一人で留学して感覚的に喋る者と……より『生きた』通り易やすい言葉を喋れるのは後者だ。

　それにモーリィは教え方が上う手まかった。

　彼女の教え方は実に分かり易く、そのうえ楽しくもあった。

　簡単な単語や動詞などを幾つか教えた時点で、それまでに作成したいわゆる単語札――それは紙製だったり布製だったり様々でいかにもあり合わせの感じが在ったが――を並び替えたりして、文章を作るのだ。

　主語や動詞の並びは英語にも似ており、何度もこなしている内に語学の不得意な省吾でも何となく身に付いてきた。花梨ならば、それに自らの応用力を加えて成果を倍加させていたことだろう。

　モーリィは札の並び替えを更に発展させもした。『授業参観』に訪れている者が多い時には彼らを使って、『いつ・どこで・だれが・なにを・どうした』とゲームの様な事をしてくれたのだ。『いつ』は誰だれ、『どこで』は誰、とそれぞれ担当を決めて言葉を考え、準備が整ったところで順番にその言葉を声に出し、出来上がった文章の突拍子のなさを楽しむ――というものだ。

　こういう遊びは異世界でも変わらないらしい。

（そういえば子供の頃に遊んだ記憶があるな）

　省吾は懐かしい気持ちにもさせられた。

　また……モーリィは自分の方が歳とし下したのくせに――既にもう省吾は彼女が十六歳だという事を知っていた――何ど処こか省吾に対して姉か母親の様に振る舞おうとする処ところが在る。自分の子供を可愛かわいがる親の様な気持ちで――省吾の事を皆に可愛がって貰もらいたい、と彼女は願っていたのかもしれなかった。

　他ほかにも彼女が省吾に対して母親の様に振る舞う場面は在った。

　例えば食事の時。

　身体の調子を取り戻して部屋の外まで歩けるようになると、省吾はそれまで部屋で摂とっていた食事を、モーリィの判断でみんなと共に食堂で摂ることになった。

　木製の堅い椅い子すと、白布が掛けられた簡素な大テーブル。卓上には質素ながらも食欲をそそるには充分な香りを漂わす食事。

　省吾は席に着くなり思わず手を伸ばし――

「ショウゴ」

　――とモーリィに掴つかまれ引き戻された。

　気恥ずかしさに真っ赤になる省吾を、しかしテーブルについた他の者達は暖かい笑いで包んでくれた。

　新鮮な――いや久しく忘れていた気分であった。

　ただ省吾を都合良く踊らせる為に、表面的に崇あがめ奉り、子細構わず彼の欲求を満たす方向にばかり動いていた姫ひめ巫み女こ達。彼女等に囲まれていた時には決して味わえない気分だ。

　自分がただの学生に戻った様な気持ちになれた。

　完かん璧ぺきな『英雄』ではなく何処にでも居る平凡な少年――香芝省吾に。

「ショウゴ」

　モーリィは省吾に目配せすると、食卓につく全員がそうした様に、胸の前で指を絡める様にして手を組み、省吾には分からない言葉で何事か小さく呟つぶやき始めた。

　食前の祈り――といった処ところか。

（でも……神は死に、邪神に呪のろわれたこの世界で、一体何に祈るというんだろう？）

　疑問には思ったが無論、声には出さなかった。

　そもそも『神』だの『世界』だのという抽象性の高い単語を省吾は未まだ知らなかったので質問しようも無かったが。

　俄にわかに食卓には真剣な空気が満ちる。

　省吾以外の者が口々に呟くぶつぶついう声だけが呪じゅ文もんの様に漂っていた。だがやがてその呪文めいた呟きが収まると、皆は一斉に食事に取りかかった。それまでの何処か厳かな雰囲気は瞬またたく間に消え去り、人々は楽しげに会話を交わしながら食事を摂る。

　ゲルベが何やらショウゴとモーリィを交互に指差して言うと、モーリィが真っ赤になって何やら反論している。それを聞いた周りの者達が更にそんなモーリィの様子を見て一斉に笑ったりしていた。

（……ああ…………）

　それは、ささやかではあるが喜びに満ちた食卓だった。

　少なくともそう見えた。

　その時のショウゴには。



　　　

　アネクテレアの街。

　その外れに立つ廃屋にショウゴ・カシバが居るとの報が入ったのは彼が行方不明になってから二十日後の事であった。

　幸運にも〈代行者パニツシヤー〉は動きを見せず『救世主』不在のままでも不都合は起きていない。〈聖せい廟びよう〉近くにまで迫っていたエクノドラス真教会の治安修道士達も確信が在っての行動ではなかったのか――ここ数日は彼等の調査範囲は〈聖廟〉付近から外れつつある。

　だが日を追うにつれて五氏族間の疑心暗鬼は高まっており……ショウゴ・カシバ発見の報が届いた時には、パルマスとタイロイドがネロやゼブロンへの疑いを露骨に口にするまでになっていた。

（……脆もろいものだ）

　そんな彼等を眺めながらバルドは思う。

　秘密結社などと言われていても決して一枚岩ではない。その結束も五百年に及ぶ潜伏期間を経て形けい骸がい化している。いや――あるいは、そもそも始祖たる〈五人の罪人〉達に本当に結束が在ったのかどうかも疑わしい。単に利害関係が一致したというだけの事ならば、それが対立すれば瓦が解かいするのが道理だ。

　人は三人集まれば争いが始まる。

　一人なら孤独に嘆き、二人なら互いの存在を喜び合い、しかし三人になれば必ず一人と二人に分かれて派閥争いが生じる。多勢派による少数派への差別と迫害が始まる。必ずだ。

　だから――

（蟻ありの様に。蜂はちの様に。上意下達の命令体系が人間の社会にも必要なのだ）

　その意味では――群体生物として見た場合、人間は蟻にも蜂にも劣る生き物なのだろう。それを補う為には誰だれかが支配者として立たねばならない。

（〈レネゲイド〉の様な少数派社会においてもこの体たらくだ。先は遠いな）

　苦笑めいた感情を顔に出さずただ無言で考えるバルド。

　とはいえ――ショウゴ・カシバ発見の報によってとりあえず氏族間の疑心暗鬼は解消された。後はどうやって彼を回収するかだけの問題なのだが……

「アネクテレアの街とはまた――随分と流されたものだな」

　無機質な空気の漂う『聖廟』内の議事室に――苦笑じみたパルマスの声が響いた。

　確かに襲撃された場所からはかなり離れている。

　しかも川からもかなり移動している。自分で川から這はい上がったのかどうかは分からないが……恐らく何ど処こかで行き倒れていた彼を何者かが見つけて、車か馬の類たぐいで街まで運んだのだろう。

「しかし……見つけはしましたが。回収は如何いかがいたしましょう？」

　何か思う所が在るのか、何ど処こか皮肉げな口調で言うネロ。

「居場所が判明したのだ。即座に人を遣やって連れてくれば良い。あるいは嫌がるかもしれんが、救世主と言えど、所しよ詮せんは未まだ小僧――五人も出向けば無理矢理にでも」

「保護されている場所が場所だ」

　覆い被かぶせる様なバルドの台詞せりふにタイロイドは口をつぐんだ。

　代わりにパルマスが尋ねる。

「――というと？」

「アネクテレアだ。何か思い出さないかね？」

　荒野の街――アネクテレア。

　数百年前に『代行者パニツシヤー』から受けた影響で、雨の少ない乾燥地帯と化した土地に、ぽつんと残っている街だ。近くの渓谷を流れる川の恵みで、何とか人間の生活の場として機能しているが……それが無ければとっくに滅びていたであろう。

　決して豊かな街ではない。

　だが、それだからこそ人々は過酷な環境に耐えるべく何かに縋すがる。

　例えば――

「――エクノドラス真教会か！」

　先に気付いたのははタイロイドだった。

　エクノドラス真教会。

　統一的政府が消滅して五百年――このソロンの地においては唯一世界規模の連絡網を持つ組織であり、警察的な機能さえ果たしている集団だ。

　だが滅んだ神を崇あがめ〈代行者〉を御神体として祀まつるその教義は〈レネゲイド〉と相あい容いれない。過去にも何度か〈レネゲイド〉とは武力衝突を繰り返しており、彼等の教義の中では〈レネゲイド〉とは問答無用で殲せん滅めつすべき敵となっている。

　このエクノドラス真教会の中枢は元々固定的な施設を持たない。

　遊牧民の様に、数十の――時には数百にも達する馬車でソロンの大地を巡回するのだ。滅私と贖しよく罪ざいを基本とするその教義から彼等は土地を所有せず、必要以上の財をも蓄えず、ただひたすら何かに追われる様にしてこの世界を彷徨さまよい続けるのだ。

　だが……それでも組織である以上はある種の土地的な足掛かりを要する。

　各地に駐留する治安修道士達の詰め所や、新規信者獲得の為の広報拠点、彼等同士の連絡の中継点等、どうしても固定的な施設は置かざるを得ない。

　そして――ショウゴ・カシバの存在が確認されたのは彼等の拠点の一つが置かれた街なのだった。

「まさかショウゴ・カシバはエクノドラスの敗北主義者共に匿かくまわれているのか？」

「そのまさかです」

　タイロイドの言葉にネロが頷うなずいてみせる。

「彼等の連絡中継点としてアネクテレアの街の外れに在る廃屋が使われている様です。治安修道士らしき者も数名確認されていますね」

「む……」

　顔をしかめて唸うなるパルマス。

　エクノドラスの治安修道士達は非常に厄介な存在だ。一種の狂信者である彼等は自らの死を怖おそれない。むしろ積極的に彼等は死にたがる。彼等の教義では人生とは罪の清算期間でしかなく、死とはその苦行からの解放であるからだ。

　彼等は特に『代行者パニツシヤー』を『御尊影』として崇あがめ、これに殺される事は無上の喜びであると説く。『代行者』が出現したとあらば、逃げるどころか、懺ざん悔げの祈りと共に『御尊影』の足下に身を捧ささげるのがエクノドラスの信者達だ。

　彼等にとって死は怖れるものではなく憧あこがれるものである。

　だが教義で自殺は禁止されている為に――死とは恩賞として与えられるものであり、勝手に自らを『解放する』のは彼等の信奉する『代行者』を冒ぼう涜とくする行為であるらしい――彼等はいざ犯罪者や教敵の類たぐいと相対した場合は、自らの生命を全く顧みない戦い方をする。

　死を怖れぬ人間程、敵に回して面倒なものはない。

「連中は彼の素性を知っているのか？」

　と――不意に口を開いてゼブロンが尋ねる。

　それはつまりショウゴ・カシバが〈レネゲイド〉に与くみする者として「拘束」されているのか、単に言葉も満足に話せない哀れな行き倒れとして保護されているのか、という事だ。

　後者ならば比較的ショウゴ・カシバの奪還は簡単だと思われるが、前者ならば教会の者達も〈レネゲイド〉の襲撃を予想してそれなりの防備を固めているだろう。奪還に必要とされる戦力の総量や質が変わってくる。

「拘束、幽閉されている様子はない。奪還は少数による秘密行動が適当と思われるが」

　バルドが告げる。

「監視は引き続き行われているのでしょう？」

「勿もち論ろんだ」

　ネロの問いにバルドは頷く。

「では――とりあえずは現状維持がよろしいかと」

「傍観せよと？」

　怪け訝げんそうにタイロイドが言う。

　迂う闊かつな手出しが禁物なのは分かる。

　だがショウゴ・カシバの回収は最優先事項である。それを現状維持などと悠長な事を言うネロの意図が分からない――タイロイドやパルマスの表情は怪訝に曇っている。

「網さえ張り、待っていれば良いのです。姫ひめ巫み女こ達からの報告書を見ればショウゴ・カシバの性格はおおよそ把握出来ます。彼の性格や価値観では〈エクノドラス真教〉の教えは許容出来ますまい。遠からず彼等の処ところから逃げだそうとするでしょう。そこを捕まえればよろしい」

「しかし――」

　タイロイドがネロとバルドを見比べながら言った。

「もしそうだとしても、今この瞬間に〈代行者パニツシヤー〉が出ないとも限らんのだぞ」

「それならばその報を教会の狂信者共にも流してやれば良いのです。そうすれば教会の連中は必ず浮き足立ちます。そこに兵を送り込めば奪還も容易たやすい」

　一応の理は通っている。

「ふむ……」

　バルドは鷹おう揚ように頷うなずいて見せる。。

　パルマスもタイロイドも、終始沈黙のゼブロンも、とりあえずは納得の表情を浮かべていた。恐らくショウゴ・カシバが見つかった事の安あん堵どが影響しているのだろう。多少の面倒と犠牲さえ覚悟すればいつでも取り戻せる――そう考えているのだ。

「そこで一つ提案なのですが」

　一同の顔色を窺うかがう様に視線をぐるりと回してネロが言う。

「監視及び捕獲役の中心に、姫ひめ巫み女こ五名を駆り出してはいかがでしょう。いえ、捕獲というと言葉は悪いですな。彼女達に――迎えに行かせてはいかがでしょうか」

「ふむ？」

「彼女等も名誉挽ばん回かいの機を望んでおるでしょう。全力で事に当たるかと」

　パルマスとタイロイドが怪け訝げんそうに顔を見合わせる。

　ネロの真意をはかりかねているのだろう。確かに姫巫女達は喜んで任に赴くに違いない。しかし単に戦闘能力という面だけを見れば彼女等よりも優秀な者も〈レネゲイド〉には存在する。

「言葉の通じない世界で彼は不安を覚えている筈はずです。姫巫女達ならば彼も自発的に戻ってくる可能性が高い」

　ネロが補足する様に言った。

「分かった。とりあえず監視を続け機をうかがう、ただし「代行者」出現の報あればいつでも奪還できるよう姫巫女を中心に戦力を編成する。奪還部隊の編成はインペラス卿きようにお任せする」

「心得た」

　ゼブロンが頷いて見せる。

「よろしいか？」

　バルドの言葉に頷く一同。タイロイドやパルマスはインペラス家が奪還部隊を編成する事に若干の不満を覚えた様だが、口に出す事はなかった。



　　　

『話す』能力と『聞く』能力。

　それらは互いに別物である。

　読解力に長たけ、文章作成もそつなくこなし、当然の様に英語のテストの偏差値が高い者がいるとする。では彼が英語を母国語とする者達ネイティブ・スピーカーと同様に流りゆう暢ちような会話が可能かと言われれば――必ずしもそうとは限らない。

　能動的に単語を組み合わせて提示する能力と、受動的に相手の台詞せりふを受け止めて解析し文意を把握する能力、双方が備わって初めて会話は可能となる。

　モーリィの教えと彼女の仲間達のお陰で、省吾は大まかにではあるが彼らの日常会話を理解出来る様になった。

　ただし彼が伸びたのは聞き取り能力だけだ。

　話すのは相変わらず苦手だった。そもそも彼にはモーリィ達に提示出来る様な会話の内ネ容タが無い。また彼から尋ねたい事も幾つか在ったが、どう尋ねて良いのかも分からないのだ。此こ処こは何ど処こか――そう尋ねる場合も前提として基準点となる地名と、その土地がこのソロンという世界で何処に位置するのかが分からなければ、答えを得ても意味が無い。

　自然――周りから話し掛けられる方が多くなる。

　省吾は省吾で少しでも情報を得ようと集中するので、結果的に聞き取り能力は急速な伸びを示していた。

「支度はいい？　そろそろ出掛けましょうか」

　ひと月が過ぎた今となっては、モーリィの言葉も意識さえすればほぼ漏れも無く聞き取れる様になっていた。無論それは彼女が省吾に聞き取り易やすい様に気を使って発音しているのであろうが。

　初めての外出である。

　今まででも建物の周りを歩く程度の外出は在った。だがモーリィが言うには今日は「大事な所に省吾を連れていく」のだという。他ほかの住人達と共にモーリィは省吾を連れて街の中を歩いていく。

　彼等の足取りは早く、目的地が予あらかじめはっきりと定まっている事を示唆していた。

　街の中心部に向かうにつれ道を行き交う人々の数が増えていく。彼等の中には何やらモーリィや他の同居人の姿を認めて声を掛けてくる者がいた。

（――？）

　近所の顔見知りに声を掛けるという雰囲気ではない。

　あんな街外れのあばら家に住んでいるので、ひょっとしたらモーリィ達は浮浪者か何かの集団かとも思ったが――どうやら違うらしい。浮浪者の類たぐいならば街の住人達から侮ぶ蔑べつの視線を浴びこそすれ、敬意を払われる筈はずは無いだろう。

（まさか街の顔役とか権力者って訳は無いし。ひょっとして教師とか何かか？）

　モーリィの上う手まい言葉の教え方を思い出しながらそんな事を考える。

　そして――省吾の感覚でおよそ十分余り。

　一行は広場の様な場所に辿たどり着いた。

　既に広場には多くの人々が集まっている。彼等は一様に何かを待っている様子でそれぞれ適当な場所に板を敷いて座ったり、互いに立ち話をしていたが――モーリィ達の姿を認めると居ずまいを正して道を開けた。

（なんだ？　一体――）

「此こ処こで待っていて」

　そう言ってモーリィが省吾に地面の一点を指し示す。

　モーリィ達はそのまま広場の中央へと進んでいく。困惑して立ち尽くす省吾に、近くに座っていた街の住人らしき人が腰の下に敷く為のものらしい木切れを渡してくれた。

　人々の視線がある種の期待を込めてモーリィ達に集まる。

　これは――

（劇でも始まるのか？）

　いや――違う。

　観劇に集まったかの様な、享楽的な雰囲気が此処には無い。むしろ厳かとも言うべき緊張感を孕はらんだ空気が場に満ちていくのを省吾は感じていた。

　鳥肌が立つ。

　省吾はこの空気を知っていた。

　この異世界ソロンに来た際に、彼はこれと同種の雰囲気が支配する場に居た。危険な程に方向性を揃そろえられ高められた意志の集合体。異物を許さぬ結束と――それに伴う個性の排除や個別思考の停止。

　モーリィ達の中でも最も年かさの男性――確かレプトという名だった筈はずだ――が人々の視線を集めきった処ところで、おもむろに両手を上げる。

　しんと広場が静まり返った。

　そして。



　……我ラハ罪人ナリ。



　そんな言葉が省吾の耳に触れた。

（……え？）



『原罪』ヲ受ケ止メ、ヒタスラニ『懺ざん悔げ』スル者ナリ。

　我ラノ生は贖しよく罪ざいナリ。我ラノ命ハ業苦ナリ。

　ナレバコソ自ラノ全テヲモッテ生マレナガラニ背負イシ罪ノ贖あがなイニ生キルベシ。

　生ハ恐怖デアリ苦痛デアル。

　死は解放デアリ安寧デアル。

　オオ神ヨ我ラヲ許シ給たまエ。



（何を……何を言ってる？）

　分からない言葉も所々に在ったが、幸か不幸か省吾はその言葉の意味を大まかながら聞き取る事が出来た。最初は自分の聞き間違いかとも思ったが――



　死ハ喜ビデアル……

　死ヲ待チ『来タルモノ』ヲ受ケ入レヨ……

『御尊影』ヨリ死ヲ賜ル者ハ幸イデアル……

　何ヨリ確実ナル解放ヲ約束サレル……



（これは――これは……）

　理解が遅効性の毒の様に意識へと広がっていく。

　死をまるで讃さん美びするかの様な言葉。

　それを真しん摯しな表情で語る男とそれを真剣に拝聴する群衆。

　これはつまり――

「――ショウゴ！」

　窘たしなめる様に鋭く響くモーリィの声。

　その声に打たれて……省吾は自分が思わず立ち上がっていた事に気付いた。

　レプトは語るのを中断していた。周囲の人々の視線が自分に集中している。

　怪け訝げんそうな彼等から発せられる無言の圧力を感じて省吾は気分が悪くなった。

「モ……モー――」

　すがる様にモーリィを見る。彼女はひどく怖い目をして駆け寄ってきて、省吾の手をひっ掴つかむ。そして引きずり下ろす様に、省吾は板の上に座らされた。

「黙って。聞いて」

　モーリィが言う。

　レプトの演説――いや説教は何事も無かったかの様に再開された。

「…………」

　省吾は震えた。震え続けた。

　モーリィが気遣わしそうに傍らで彼を見つめるが、その一方で二度と彼が勝手に立ち上がって説教を妨害しない様に手をしっかり握りしめている。

　やがてレプトの説教は終わり、人々が一斉に立ち上がる。省吾もモーリィに手を引かれて半ば無理矢理立たされた。

　そして歌が始まった。

　聖歌――なのだろう。

　明るく穏やかな歌だった。人々の声によって何重にも支えられた綺き麗れいな旋律が広場に朗々と響き渡る。

　だが……その内容はやはり説教と同じだった。

　死を讃さん美びする。

　生に絶望する。

　やがて来る死を解放と説き、今在る生を苦行と断じる。常に死と隣り合わせの過酷なこの世界を全面的に肯定し、死を与えるものを讃美し崇拝する。だがその一方で自殺は許されないという。それは――越権行為なのだと。

　省吾は気が狂いそうになった。

　何て卑屈な。何て陰惨な。何て――愚劣な。

　この世界にとって永遠の異邦人たる省吾だからこそ理解出来たのかもしれない。

　彼等は元より絶望的な世界に生まれた。

　だから絶望を肯定する為の価値観が必要だったのだ。自分達が生物として本能的に肯定したがる生命はそもそも汚れており、それを棄すてる事こそが正しい道だと思わざるを得なかったのだ。

　徹底的に卑屈になって死に媚こびへつらう事で日々の不安を忘れようとしたのだ。

　それを省吾に責める権利はない。

　彼はこのソロンに較くらべれば何万倍も平穏で満ち足りた世界に生まれ育ったのだから。あるいは省吾もこのソロンに生まれ育てばこんな価値観にでも縋すがらなければ恐怖に気が狂ってしまっていたかもしれない。

　だがそれでも……省吾には気持ちが悪かった。

「……くっ……」

　やがて歌は終わり――これで終わりなのか、人々がそれぞれ勝手に立ち上がっては広場からあちこちへと散っていく。彼等の表情はいずれも安あん堵どに満ちており、表情を引きつらせているのはただ省吾のみだった。

「……ショウゴ？」

　モーリィが声を掛けてくる。

　だが彼は彼女の方を振り向けなかった。

　彼女が他ほかの人々と同じ様に安堵の表情を浮かべているのは想像がつく――それを省吾は観みたくなかったのだ。自分を助けてくれた、言葉も教えてくれた彼女が、こんな――暗くら闇やみに笑いながら身を投げる様な価値観を後生大事に抱えているのだと思いたくなかった。

『初めての事で驚いたかもしれないけれど』――と彼女は言った。

　省吾にもあの教えを理解して欲しい。

　そして一緒に心の平穏を得て欲しい。

「君達は――何者だ」

　ただ省吾は喉のどの奥から絞り出す様にしてその問いを発する。

　返ってきた答えは……半ば彼が予想していた通りのものだった。

「私達はエクノドラス真教会の修道士よ」

　モーリィは優しく微笑した。



　　　

　夜空に無意味な視線を注ぎながらメリニは短く溜ため息いきをついた。

　五氏族族長会議から命令を受け姫ひめ巫み女こ達がアネクテレアの街に潜入してから丁度、十日目の夜である。

　既に省吾の居場所は確認している。

〈エクノドラス真教会〉の連絡所だ。構成人員が各地に散っている上に中枢部が移動する〈エクノドラス真教会〉にはどうしても組織を維持する上にこうした固定的な拠点が必要になってくる。基本的に生を業苦とする彼等の教義においては、生存に必要である以上の財産を持つ事は罪とされる為、大抵は廃屋の類たぐいを改修して利用するか、最低限の設備だけを備えた建物を街の端に建てる程度の事だが。

　そしてこうした連絡所は駐留治安修道士の詰め所や、派遣治安修道士の立ち寄り所としても機能する事が多い。

　駐留治安修道士とは、世界全域にその影響力を及ぼす〈エクノドラス真教会〉があらゆる街に村に送り込む布教活動者にして治安維持者たる者達の事だ。彼等は治安維持の為に努力する対価として人々の畏い敬けいを――そして信仰を得る。

　彼等はあろう事か〈代行者パニツシヤー〉を〈御尊影〉と呼び崇拝する。当然ながら〈代行者〉を打倒し人類支配による社会の構築を目指す〈レネゲイド〉は、彼等にとって教敵であり最も唾だ棄きすべき存在となる。

　そんな連中に省吾は保護されているのだ。

　もし彼の正体がばれればただでは済むまい。

　問題の連絡所を監視するのに都合の良い家屋を既に姫巫女達は確保している。連絡所の人の出入りを見張る事が出来る位置に在る民家で、そこに元々住んでいた者達は姫巫女達よりも先行してこの家屋を押さえた〈レネゲイド〉の工作員達が拘束し、現在も納屋に監禁している。

　姫巫女達以外の工作員も、省吾のいる詰め所を中心に総勢数十名が身を潜ませて網を張っている。〈エクノドラス真教会〉の修道士達には勿もち論ろんのこと、街の住人達にさえ存在を気付かれない様にして。

　なんにせよ厄介な状況ではある。

〈エクノドラス真教会〉と〈レネゲイド〉。

　公然と隠密。水と油。

　完全に立場が真逆であり――何か事を起こす場合には、やはり〈レネゲイド〉の方が秘密組織である分、失うものが多く、不利ではあるのだ。未まだ〈レネゲイド〉は秘密結社であるべきとの五氏族族長会議の判断から、その存在をあまり衆目に晒さらす訳にはいかない。

（ショウゴ様……）

　メリニは胸中で彼の名を呟つぶやく。

　今日――初めて省吾が連絡所を出て、街中の広場で行われた教会の説法に参加したという報告を受けている。たまたまその時はメリニは休憩時間で眠っていた為に、彼の姿は見ていないのだが――

（あそこにショウゴ様が――）

　そう思うと居ても立ってもいられない気持ちになる。

　メリニとしては今すぐにでも出ていって彼を取り戻したい気持ちなのだ。

　だが連絡所には治安修道士が最低でも五名は居る事が分かっている。彼等は戦闘能力としてはかなり高い筈はずで――教会の人間は奇き蹟せき術を使わないと言っても、銃器で武装していれば彼等は死を怖おそれぬ勇猛さで自らに倍する戦力とも互角に渡り合うと言われていた。

〈レネゲイド〉が派遣してきたのは姫ひめ巫み女こ達を含めて総勢十名。

　もし下手に長引けば治安修道士以外の修道士、そして街の信者達までが敵に回る可能性が高い。数で勝るといっても迂う闊かつに手は出せない状況だ。

　メリニとしてはどうしても焦燥を感じざるを得ないのだが――

『網さえ張っていればやがて救世主ショウゴ・カシバの方から飛び込んで来る』

　と五氏族族長会議からは言い渡されている。

　そして網は強力かつしなやかな方が良い。確実に生け捕る為の強さと、後々利用する為、可能な限り傷モノにしない柔軟さが必要である為に。

　だからこそメリニ達五人の姫巫女なのである。

　今回は、名誉挽回の機会でもある――とメリニは考える。

　五氏族族長会議の場では反対もあったというが、最終的に下された命令を確実に遂行することこそ、姫巫女たる己の使命。しかし、

（その命令遂行の暁に……）

　とも考えてしまうメリニが居た。

　自分達が――自分が命令を遂行してその身柄を再び確保した暁には、再び省吾は〈イコノクラスト〉の搭乗を余儀なくされるだろう。当然の話だ。そして花梨は依然として〈レネゲイド〉に人質に取られたままだ。

　省吾の上にのしかかる圧迫感ストレスは尋常ではないだろう。

　もしこの状態が続けば――省吾は遠からず完全に壊れる。

　そしてそうなれば間違いなく〈レネゲイド〉は彼を見限り、次の救世主を用意する筈だ。

（その時……ショウゴ様は一体どうなってしまうの……？）

　想像がつかない。

　とめどもなく不安感が湧わき上がってくる。

　だがそれは省吾の『廃棄』と同時に自分達姫ひめ巫み女こも任を解かれ用済みとして棄すてられるという恐怖から来るものなのか――それとも純然と省吾の未来を心配してのものなのか。

　以前ならば前者だと確信する事も出来たろう。

　だが――

「……リニ、メリニ！」

　呼ばれて――メリニは慌てた様に眼を瞬またたかせる。

　振り向けば鼻の先が触れ合いそうな距離にペルテアの顔が在った。

「――あ。ペルテア」

「何度呼んでも反応しないし。今度は一体どんな小難しいことを考えてたのやら――姫巫女筆頭様は？」

　身を引くのも忘れてメリニは言い淀よどむ。

　メリニ達が今居るのは二階である。彼女は窓から省吾の匿かくまわれている連絡所を眺めている状態だ。セネカ、ハーチェッタ、アフィニエ、それに三名の工作員が階下で休憩中。メリニの他ほかにペルテアと工作員二名が常時監視を続行中である。

　ペルテアから視線を逸そらすと――工作員の一人が、酔っぱらいのふりをして詰め所の脇わきの路地に消えていくのが見えた。定点監視だけでなく、時折こうして連絡所に近付いては様子を窺うかがっているのである。

「小難しい事って……私は別に」

「じゃあ単に眼を開けたまま居眠りでもしてたっての？」

　苦笑してペルテアが問う。

「そういう訳じゃないけど――その。ショウゴ様は大丈夫かなって」

「大丈夫でしょう？」

　ペルテアは気楽な口調で言った。

「もし素性が割れているのならとっくに殺されているでしょうし。彼等――一般人には割と親切だからさ」

「それはそうだけど……」

　言ってメリニは溜ため息いきをつく。

（ペルテアには――話しておいた方が良いのかも）

『救世主』様の身の回りの世話から護衛までを共にこなす『仲間』でありながらも、姫巫女同士には、ショウゴ様の御ご寵ちよう愛あいを我先に受けようとする『敵同士』である一面も存在する。救世主の御寵愛を受けるかどうかは、十六体の『代行者パニツシヤー』を全て屠ほふった暁の五氏族間における立場を、つまり一族の未来を左右さえするのだ。

　そんな使命を帯びているからこそ、姫巫女同士で本音を語り合うことなどは、まずない。

　しかし――メリニにとってペルテアだけは別ではあった。

　五氏族で唯一『剣舞師』の血を引くインペラス家の姫巫女たる彼女は、父ゼブロンの教えを受けて武道を重んじ、その為か――生来の素質もあろうが――明るくさばさばとした性格の持ち主だ。かといって気が利かない訳ではなく、むしろ何も語らず自らを盾とする優しさと強さがある。

　そんな彼女がメリニは眩まぶしく羨うらやましく――そして好ましい。

　そもそもメリニは彼女とは幼い頃ころからの知り合いであり、友人である。いっそ『親友』と言っても良いだろう。そしてそれは共に姫ひめ巫み女ことなった後も変わっていない。

　だから比較的メリニはペルテアには下手に飾らず自分の内心を素直に語る事が出来た。

　むしろ――ペルテアと喋しやべっている事で改めて自分の気持ちや考えに気付かされる事も少なくない。

　今……メリニは自分が不安定である事を自覚している。

　殊更に話題にはならないが、ペルテア達はあの嵐あらしの夜に自分が省吾に抱かれた事を知っているだろう。それ自体は秘密でも何でもない。姫巫女となった時からその類たぐいの覚悟は出来ている。

　だが今のメリニの内心を知る者は居ないだろう。

　彼女自身にもよく分からないのだ。自分が何を望み何を怖おそれているのか。自分が省吾に対して感じているこの感情が何なのか。そしてその感情にどう対すれば良いのか。

　ペルテアに話す事で自分の中でも整理が出来れば。

　そう思ったのだ。

「ペルテア。あの――ちょっと聞いて欲しい事が――」

　メリニの台詞せりふは途中で中断を余儀なくされた。

　ペルテアが片手を挙げてメリニを制したからである。同時に連絡所を観みる彼女の視線が俄にわかに鋭さを増す――まるで猛もう禽きんが狙ねらいを定めて急降下する直前の様に。

　その意味する処ところを知ってメリニも弾はじかれた様に外を振り返る。

「あれは――」

　通りの向こうに見える連絡所脇わきの細い路地。

　そこから人影が出てくるのが見えた。

　僅わずかな星明かりの下……詳細は見えない。通りは闇やみに塗り潰つぶされている部分も多く、メリニ達の位置と距離では個人を特定するのはかなり難しい状況だ。

　だが見み紛まがう筈はずもない。

　彼が行方不明になってから思い出さなかった日は無かった。その姿を何度も何度も執しつ拗ような位に脳裏に想い描いた。夢にも観た。彼の顔が、身体が脳裏に焼き付いて離れない。

　そして……その人影は、メリニの記憶の中の省吾と幾つもの点で綺き麗れいに合致した。

「ショウゴ様……ッ！」

「あ――ちょっとメリニ!?」

　ペルテアが驚いた様子で声を上げる。

　殆ほとんど発作的にメリニは部屋から飛び出ていた。

　自分でも正体の分からない衝動に促されて。



　　　

　広場からは昼前に戻ってきた。

　しかしモーリィが昼食の際に呼びに来たが省吾はこれを拒否し――他の呼び掛けにも一切応じず、残りの一日は部屋に閉じこもって時間が過ぎるのを待った。

　ただベッドの上でぼんやりとしていた。

　鎧よろい戸どの開かれた窓から狭く低い空が見える。

　切り取られた蒼そう穹きゆうの中で時折雲が顔を覗のぞかせ、そして音も無く通り過ぎていく。空の色は緩やかに変化し……やがて闇やみ色に塗り込められていった。

　僅わずかな星明かりを浴びて省吾はやはりぼんやりとベッドの上に仰ぎよう臥がしている。

「モーリィ……ゲルベ……」

　呟つぶやく声は譫うわ言ごとの様だった。

　広場での説教から帰ってきた後――昼食や夕食の報しらせ以外にもモーリィは省吾の元にやってきては何事か話し掛けていた。ろくに聞いてはいなかったがどうやら〈エクノドラス真教会〉の教義を彼に伝えようとしている様だった。

『今日の説法はまだショウゴには難し過ぎたかもしれない』『混乱しなくていい』『分かり易やすく説明する』そんな事を言いながら彼女は持参した絵本を広げて読み始めた。

　一度だけ……省吾もその絵本の方に視線を向けた。

　そこに描かれていたのは――

　ゴミの様に竜巻に呑のまれ、それでも涙する人々。

　蟻ありの様に洪水に翻ほん弄ろうされ、それでも涙する人々。

　樹木の様に稲妻に打たれ、それでも涙する人々。

　黒き巨人の足下に伏して――幸福の極みに涙する人々。

　最後に描かれている黒き巨人が何なのかさすがの省吾にも分かった。

〈代行者パニツシヤー〉だ。

　人々に惨むごい死を与える為だけに存在する邪神の呪じゅ詛そ集積体。

　いや……既に省吾は気付いていた。

〈レネゲイド〉が当初、省吾に語った事が真実とは限らない。むしろ彼等なら自分達に都合の良い様に事実や伝承をねじ曲げて伝える事位はやるだろう。

　レプトの説教やモーリィ達の言葉を断片的にでも耳にしていればおおよその処ところは分かる。

〈代行者〉を造ったのは神だ。

　人間に裏切られ……憎悪と憤ふん怒ぬの内に殺されてしまった神の怨えん恨こん。それが形を採り人間達に復ふく讐しゆうを始めたのが〈代行者〉なのだろう。そう考えれば色々と辻つじ褄つまが合う。〈レネゲイド〉の中でも一部奇妙な矛盾を感じる事が在ったが、その辺りの事情を考えれば全て納得できた。

　要するに、省吾は五百年前に神を殺し、その覇権を自らのものにしようとした〈レネゲイド〉の始祖達が犯した罪の清算をさせられているのだ。それも最悪の形――罪を償つぐなうのではなく、それを定義しそれを糾弾するものを、全て抹殺する事で、罪そのものを無かった事にしてしまう為に。

〈レネゲイド〉がああも〈イコノクラスト〉を神経質に扱っていた意味も分かる。

　彼等は自分達が殺した神の遺体を再利用してその怨おん念ねんを駆逐しようとしているのである。

（……神…………）

　それがどういう存在だったのか省吾には想像するしかない。

　だが……〈イコノクラスト〉が神の似姿ならばやはり人に近い外見をしていたのだろう。

　神は裏切られた時に何を思ったろうか。

　自分に献身的に仕えてくれていた者達の腹の底に、実はどす黒い陰謀が渦巻いていたのだという事を知った時に。自分に傅かしずく筈はずの者達に殺されると分かったその時に。

　憎悪と。憤ふん怒ぬと。そしてあるいは――

「…………」

　モーリィは省吾が絵本に興味を示さないと知ると溜ため息いきをついて部屋から出て行った。



    

  
    
      



    

  
    
      　彼女もまた下心が在ったという事なのだろう。何の理由も無く他人に親切にする者など居ない。それが一見、慈善に見えたとしても――そこには『自己満足』という報酬が確かに在るのだ。そして現世否定を中心とした極端な教義を唱える宗教においては『自己満足』とは何物にも代え難い唯一にして無二の報酬なのだ。

〈エクノドラス真教会〉。

　彼等の監視が厳しくなりつつある故、『移転』するのです。

　姫ひめ巫み女こ達が言っていたのを思い出す。

　その時は省吾はただ漠然と〈レネゲイド〉にとっての『敵』なのだな――と実体も知らぬまま認識しているだけであった。さすがに〈代行者パニツシヤー〉の様な異形だとまでは思っていなかったが、『敵』であるからにはいかにも『悪の組織』然とした厳いかめしい連中の集団なのだと根拠も無く思っていた。また――意識しての事か否かはさておき――彼等の事を語る姫巫女達の口調もその様に省吾の想像を導くものだった。

　だから……こんな形で『敵』側の人間に出会うとは思ってもみなかった。

　いや。そもそも――

（……人間だって？）

　省吾は不意に笑いの衝動がこみ上げてくるのを感じた。

　そもそも彼は『敵』という曖あい昧まいな記号しか認識していなかった。生活感の無い概念的な『悪者』。抽象概念の上にのみ存在を許されるかの様な純粋悪。

　そう――まるで〈代行者〉の様な。

「は……はは……」

　にんげん、ニンゲン。

　穏やかに過ぎたひと月が思い出された。平穏な日々。穏やかな日々。

　嘘うその様に平和な日々。

「……嘘……？」

　違う。嘘ではない。

　モーリィは確かに存在している。宗教心に支えられたものであったとしても――彼女の慈愛そのものは本物ではあった。省吾自身がよく知っている。暖かく。優しく。厳しく。凛りんとしてモーリィはそこに存在していた。人間として。自分と同じ人間として。

　それを虚構とは思えない。虚構として切り捨てる事は出来ない。

　彼女の庇ひ護ごが無ければ自分は恐らく死んでいただろう。

「……じゃあ……敵……？」

　そもそも誰だれが『敵』なのか？

　省吾を利用する為に嘘をつき花梨を人質にまで取った〈レネゲイド〉か？

　それとも〈代行者〉に楯たて突つく者を否定する〈エクノドラス真教会〉か？

「…………」

　涙が出てきた。

　自分はどうしたら良いのだろう。束つかの間まとはいえ……安住の地と思った場所ですら自分の居場所ではなかった。自分はこの世界では何ど処こまで行っても寄よる辺べなき異邦人なのだ。

　そう。誰だれに頼れる訳でもない。

　頼ればその瞬間にそれは枷かせとなる。

「……俺おれは……」

　モーリィの気配が遠ざかるのを待って省吾は身を起こした。

　ふと枕元をみるとモーリィが読んでいた絵本が置かれている。

　死を讃さん美びする教義。生を否定する教義。呪じゅ詛そに惨むごたらしく殺害される事を尊ぶ教義。

　彼女を恨むまい。憎むまい。蔑さげすむまい。彼女は良かれと思ってしている事だ。過酷なこの世界に在っては、あの極端な教義でしか心の平穏を得る事が出来ないというのも理解出来ないではない。

　けれど――

「ありがとう……」

　ソロンの言葉で省吾は呟つぶやいた。

　言葉にしてみると意外にはっきりと決心する事が出来た。

　――此こ処こを出よう。

　省吾はゆらりと立ち上がった。



　　　

　皆が寝静まるのを待って、省吾は部屋を出た。

　幸い――廊下に人影はなかった。

　夜気と共に入り込んできた薄うす闇やみが満ちているだけだ。携帯用のランプでも無ければ歩き難にくいし、何ど処こかに誰かが潜んでいても分かり難い訳だが……その点についてはあまり神経を使う必要は無いだろう。

　しばらくこの建物で暮らしている内に内部構造はほぼ把握出来ている。部屋を一つ挟んだ向こうに食堂として使われている広間が在り、その奥には台所として使われている小部屋が在る。小部屋にはゴミを出したり食材を搬入したりする通用口が一つ在るのでそこから建物の外に出る事が出来る。移動距離としてはそう大きなものではない。

　外に出てしまえばいくらでも夜の闇に紛れる場所は在る筈はずだった。

　無論……拘束されている訳ではないのでこんなにコソコソと逃げ出す必要は無い。

　だがやはり黙って出ていく事の引け目が省吾の中には在った。

　食堂の手前に在る部屋はモーリィが自室として使っている部屋だ。

　勿もち論ろん、扉は閉ざされているが――床と扉の隙すき間まからほのかに光が漏れている。省吾は未練を断ち切る様にして足早にその前を通り過ぎた。

（……さよなら）

　心の中だけでそう呟く。

　ぎっ……

　不意に、年季の入った木の廊下が鳴って、省吾は冷や汗を掻かいた。

　が――廊下は依然としてしんとしたままであり、どの部屋の扉も開く事は無かった。音を立てない様に深呼吸して、省吾は歩を進める。

　誰だれの目に留まることもなく食堂に入り、台所から裏庭に抜ける事が出来た。

　空から降り注ぐ星明かりのせいか……省吾の予想よりも外は明るかった。

　やや不安を感じるものの、此こ処こで部屋に戻る積もりも無い。

　むしろ――

「――！」

　省吾はその明るさに助けられる事になった。

　建物を回り込んで通りの方に出ようとすると、そちらから省吾の居る方に向かって歩いてくる人影が見えたのだ。

　省吾は建物の陰に身を潜めて息を殺す。

「…………っく……うぃ…っく……」

　しゃっくりの様な声と共にふらふらと人影は歩いてくる。

　どうやら酔っ払いらしい。何ど処こかで飲んだ後、ふらふらと夜気に誘われる様にして散歩に出掛けたのだろうか。普段着らしい衣装を着崩して男は右へ左へと足下の定まらない様子で歩いている。

　異世界でもこういった処ところは似ているのは――同じ人間であるからだろうか。

　省吾は静かに苦笑する。

　そして――

「～～～～？」

　何事か――恐らくは誰すい何かする声らしきものが響く。

　省吾は反射的に身を屈かがめたが、どうやら声はその酔っ払いに掛けられたものの様だった。何やら酔っ払いに話し掛けている者が居る。

　その声には聞き覚えが在った――ゲルベだ。

　慎重に物陰から頭を出して観みてみれば、何やら普段とは微妙に違う意匠の服に身を包み、長い棍こんを携えたゲルベの後ろ姿が見えた。腰にはどうも銃らしいものや、他ほかに細々したものを入れるのであろうポーチが幾つも提げられている。

「～～～～？」

「～～～～」

　はっきりとは聞き取れなかったが他愛ないやり取りであった様だ。

　程なくして酔っ払いは解放され、ゲルベは担いだ棍で己の肩を叩たたきながら酔っ払いとは別の方向へと歩いていった。

　同居人達が交替で夜に出掛けるらしいのは省吾も知っていたが、どうやらあれは見回りであるらしい。治安修道士という言葉にも覚えが在った。恐らくゲルベはその一人なのだろう。この統一政府の無いソロンの地において唯一、警察的機能を果たす武装集団。

（……ゲルベが……）

　あるいはモーリィやレプトも同じなのかもしれない。

　省吾は唇を噛かみつつゲルベとは反対の方向に歩き出す。足音を殺し物陰を縫う様にして彼は一ヶ月近くを暮らした建物から離れる。

　しばらく歩いてから省吾は背後を振り返った。

　去り際の見納めに、などと考えた訳ではない。

　ただ――

（……ごめん）

　そう思うだけであった。

　夜の闇やみの底で――それは何ど処こにでも在りそうな旧ふるい木造建築に見えた。

　そこに暮らす人々は久方ぶりに人間らしい生活というものを省吾に思い出させてくれた。優しくて暖かくて、時には厳しいが、しかし世話好きで、何より何処にでも居そうな――そんな同じ人間の生活を。

　だが……それでも此こ処こは自分の居場所ではない。

　きちんとした礼も言わずに去る事だけを省吾は残念に思った。

　省吾はそのまま歩き――昼間、広場に向かう際に通った道に出た。

　人通りは殆ほとんど無い。電気の類たぐいは一般には殆ど普及しておらず、ランプに使う獣脂や灯油の類も不足しがちなこの世界では、夜は早々に街の通りから人の姿が途絶える。

　だがそれが余計に夜中に通りを歩く者の姿を目立たせるとも言える。

　省吾は素早く路地を横切って建物の陰に身を忍ばせた。

　家と家の間にわだかまる闇の中をゆっくりと進んでいく。

　実を言えばどちらに行けば良いのかも分かっていない。省吾はそもそもこの街の地理について全く知らない。だがそれでも省吾はひたすらに歩いた。

　戻る事は出来ない。

　何より戻りたくない。戻ってはいけない。

　あのままモーリィ達と暮らしていれば何か取り返しのつかないものを失う気がした。

（何処かで馬でも調達して……）

　などと思いながら省吾は闇の中を進む。

　だがその次の瞬間――何者かの手が彼の手を掴つかんだ。

「――っ！」

　驚きよう愕がくと共に振り返る省吾。

　勢いに任せて自分を掴んできた手を振り払う。

　そして――

「…………」

　省吾はその場に凍り付いた。

　逃げなければ――と何処かでもう一人の自分が囁ささやいている。

　だが省吾は動けなかった。

　そっと彼の掌てのひらを掴つかんできた白い繊せん手しゆ。

　彼に振り払われ所在なげに掲げられたままのその手に省吾は見覚えが在った。

　ゆらりと手の主が闇やみの奥から歩み出てくる。だがその顔を見る前に省吾は相手が誰だれなのか気付いていた。あの嵐あらしの夜に彼の背を健気けなげに掴んでいたその手だったから。

　輝き流れる黄金の髪。

　澄み渡り奥深い碧あおに染まる瞳ひとみ。

「メリ……ニ……どうして……」

　半ば無意識にそう尋ねながら――馬ば鹿かな事を言っているという自覚は在った。

　追ってきたに決まっている。省吾を連れ戻す為に。

　またあの巨大な人型兵器の『部品』として彼を使う為に。

　しかし……

「……ショウゴ様」

　そう彼の名を呼ぶメリニの表情には逃げた彼を蔑さげすむ様子も怒る様子も無い。まして彼をモノ扱いしようという傲ごう慢まんさも無い。ただただ――彼との再会に安あん堵どする表情だけがそこには在った。

　無論それすらも演技なのかもしれないが……

「メリニ……」

「…………」

　感極まった表情を浮かべるだけでメリニはそれ以上何も語らない。

　代わりに――省吾の背後で声がした。

「ショウゴ様。お許しを」

　振り向く間もなく後頭部に鈍く重い衝撃が走る。

「……メ……リ…………」

　急速に視界と意識を覆う闇を感じながら省吾はその場に崩れ折れた。



　　　

　ショウゴ・カシバ奪還の報はすぐにバルドの元に届けられた。

「……意外に早かったな」

　彼の感想は先まずそれであった。

　ネロの進言も在ってとりあえずは強硬手段に出ず監視を続ける事になった際は、二ヶ月や三ヶ月の監視も仕方ないと考えていた。無論それは〈代行者パニツシヤー〉が出現しないならばという仮定の上のものであるのだが。

　何にしても――

「……どうも気にいらんな」

　自室で簡易の報告書に眼を通しながらバルドは呟つぶやく。

　無意識の内にたかが子供と舐なめてかかっていたのかもしれない。その行動は自分達の予測出来る範囲内に収まると。実際――未まだ大きな逸脱は無い。だが微妙な予測のズレがしばしば目につく事にバルドは気付いていた。

　どれだけ同じ人間に見えても相手は異世界の住人だ。

　レオンの時も同様であったが――最後の一線で微妙にバルド達の理解を拒む様な処ところが彼等には在る。これが生物的な差異なのか単に育った環境の違いなのかは分からないが。

　メリニの事についてもそうだ。

　もう少し冷静に『救世主』の手綱として機能するかと思ったが……多分に感情に流されている節が見える。これが元々メリニという姫ひめ巫み女この内包していた欠点なのか、それともショウゴ・カシバという異世界人と接してきた為なのかは分からない。

　だがもし後者だとしたら――

「いや……言葉という事も在るか」

　人間の思考は言葉に左右される。

〈レネゲイド〉においてショウゴ・カシバの扱う『ニホン語』で意思疎通が出来るのは姫巫女達の他ほかは数名のみだ。彼女等はその『ニホン語』の概念を把握し理解している。そしてそれはつまり――大なり小なり思考や価値観に影響を及ぼされているという事だ。

　例えば、詩的表現の多い叙情的な言語と、極端に整理された実利一点張りの言語と。

　これらをそれぞれ学んだ者には価値観や情緒に差が出て当然である。

　具体的にソロン語とニホン語がどう違うのかはバルドもよく知らないが、同じ言語を使い続ける事で姫巫女達の意識に微妙な変化が起こっているのかもしれない。

　例えば――『救世主』に対する過度の思い入れの様な。

　異なる言語が混在する環境下で、同じ言葉を話す者同士には――それが本質的な差異ではなく、方言の様な枝葉的な差異の中に在っても――奇妙な連帯感が生まれる事が多いという研究報告をバルドは読んだ事が在る。

　同じ言葉を使うという認識は単に意思疎通の簡易さ以上に双方の距離を縮める。

「そういえばニホン語の解析に成功したのはルースポリテの娘であったか……」

　パルマスの娘でありながら父を裏切り、〈レネゲイド〉を裏切り、第二代救世主レオン・ササハラ・スプリングフィールドと共に逃亡した娘――アンジェリット・ルースポリテ。現在姫巫女達がニホン語を扱えるのも彼女による言語構造の解析と、レオンとの対話による大量の知識蓄積に依よる処が大きい。

　頭の良い娘だった。それはバルドも覚えている。

　良過ぎた――とも言えるが。

「何にせよ……」

　メリニに関してはそろそろ彼女の首に付けた手綱を引き締める時期ではあろう。

　既に代わりの姫巫女も準備段階に入っている。

　とりあえずメリニはショウゴ・カシバの寵ちよう愛あいを受けた事実があるので今すぐに交替させるという事にはなるまいが……場合によってはメリニを『事故死』させる事でショウゴ・カシバを揺さぶる事も考慮せねばなるまい。

　一度他者に寄り掛かる事を知ってしまった者は、その者を失えば傍らにぽっかりと空いた空虚を埋めようと、手近な者に縋すがり付く癖がつく。たとえメリニが死んでも似た様な雰囲気を持つ娘を配置してやれば、彼の寵愛をそちらに移動させる事は簡単だろう。

　メリニが余りにショウゴ・カシバに傾いてコードラン家姫ひめ巫み女この本分を忘れる様であれば、手遅れになる前に交換してしまうのが得策だ。

　そうバルドは考えていた。

　だが……前述の通り予測のズレはあちこちに発生している。予想外の処ところにも。

　自らの養女に対するその考え自体が――僅わずかではあるが――既に遅きに失しているという事を、バルド・コードランは未まだ気付いていなかった。



　　　

　新しい屋敷――とは言っても基本的な造りは大差無かった。

　位置的にも以前の屋敷とはかなり異なる場所に建っているものの、奇き蹟せき術によって穿うがたれた地下道を通って『聖せい廟びよう』へはすぐに移動出来る様になっている。

　屋敷の中は、派手さこそ抑えてあるものの贅ぜいを凝こらした設備が幾つも在った。

　この世界では未だ珍しい蒸気機関による発電装置や、そこから供給される電力を使った照明や、空調設備等。直接的に蒸気力を使って駆動させる昇降機エレベータも備わっている。

　これは今までの姫巫女達の報告で、ショウゴ・カシバが美術品や装飾品の類たぐいにはあまり興味を示さなかった事が分かっている為――金を掛ける方向を変えた結果だ。

　元々は先の屋敷自体がこの屋敷を用意する為の試用品だったのである。

　何にしてもソロンの一般家屋からすれば夢の様な設備が備え付けられている。

「でも……」

　言ってメリニは溜ため息いきをついた。

「こんな事をしても多分無駄だと思うのよ……ショウゴ様は……こんな事をしなくても、たとえ何ど処こに住んで居ようとカリン様が人質に取られている限り、〈イコノクラスト〉に乗ると思うし……逆にカリン様が人質に取られている限り、他ほかにどんな事をしても私達〈レネゲイド〉を許してはくれないと思うわ……」

「……まあそうでしょうね」

　肩を竦すくめてペルテアは言った。

　二人が居るのは新しい屋敷の――省吾に与えられた一室である。

　以前暮らしていた屋敷と変わらないかそれ以上の広さである。広すぎる部屋は省吾の孤独感を一層煽あおるのではないかともメリニは思ったが、一方でその孤独感ゆえ姫巫女の誰だれかに慰めを求めてくるかもしれない、とする意見も姫ひめ巫み女こ達の間には在った。そしてそれは〈レネゲイド〉の望む所であり、姫巫女の誰だれもが望む所でもある筈はずなのだ――と。

『ある筈』――

　曖あい昧まいな表現だ。輪郭の定まらないその曖昧さにこそ今の自分が凝縮されている様に思えて、メリニは苦しかった。省吾に再会すればこの気持ちにも整理がつくかと思ったが、そうではなく、益ます々ます何か漠然とした不安と焦燥の様なものが胸の内で増えていく。

　メリニはベッドの上に横たわる省吾を見つめた。

　相変わらず天てん蓋がい付きの豪華なベッドの上で、省吾は静かに眠り続けている。

　移動中に暴れられるとまずいという事で、省吾はペルテアの手で気絶させられた後、睡眠薬を投与された状態で此こ処こまで運ばれてきた。お陰でこの屋敷に到着後、丸一日が経過した現在も彼はベッドの上で眠り続けている。時折、寝言を言ったり寝返りを打ったりする事を思えば、彼が目覚めるのもそう先の事ではないだろうが。

　ちなみに省吾が眠っている事もあって、メリニもペルテアも日本語は使っていない。

　そろそろ看護をアフィニエかセネカに交替する時刻であるが――メリニは交替後もこの部屋に残る積もりで居た。省吾の側そばを離れたくない。彼が眼を覚ました時にはどうしても側に居たかった。

　それがどういう感情から来るものなのか彼女自身も未まだ理解していなかったが。

「それにしても――」

　ペルテアがふと思い付いた様に言った。

「ショウゴ様の御ご寵ちよう愛あいを受けたっていうのに相変わらずね。一歩私達より前に出た訳だからもうちょっと鷹おう揚ように構えていてもいいでしょうに」

「あ……」

　声を漏らし――メリニは俯うつむいた。

「あれは……違うわ」

　嵐あらしの音も在って盗聴管で部屋の様子を窺うかがっていたであろうペルテア達には細かい状況までは理解出来なかっただろう。

　だがあれは違う。

　省吾が居なくなって――何度もあの嵐の夜の事を思い出している内に理解出来た。

　あんなものは寵愛ではない。

　一時でもあれを寵愛だと思ってしまった自分が今は忌まわしい。

　怖かった。

　あの夜の行為に愛が介在してたなどと認めたくなかった。あれはただの暴力だ。

　だがそれでも彼に抱かれた事を喜んでいる自分が確かに居る。ただ肉の交わりだけを唯一絶対の価値としてそれに縋すがっている醜い自分が確かに居る。ただそれだけの事で他ほかの姫巫女に『勝った』と思っている自分が。

　省吾の事は愛いとしい。愛しいと思う。

　だがあれを――あの一方的な行為を彼の寵ちよう愛あいと認めてしまう事を怖おそれる気持ちがメリニにはあった。

「ショウゴ様は……私を……愛してくださってた訳じゃないと……思う」

「…………」

　ペルテアは顔をしかめて黙り込んだ。

「あれは……なんて言うか……ショウゴ様は……カリン様の事で苛いら立だって……だから」

「……分かった。もういいから」

　溜ため息いき混じりに何かを察したらしいペルテアは言った。

「私が不ぶ躾しつけだった。ごめん」

「そんな事は無いけれど」

　メリニは首を振る。

　ペルテアは悪くない。彼女等が踏み込んでこない様に声を殺し、殊更はっきりと盗聴管に伝わる様に『大丈夫だ』と言ったのはメリニ自身である。

　二人の姫ひめ巫み女この間に気まずい沈黙がわだかまる。

　屋敷の何ど処こかで蒸気機関の動く低い音だけが伝わってきた。

　そして――

「ね――メリニ」

　意を決した様にペルテアは言った。

　彼女の声にも表情にも同情や憐れん憫びんの色は無い。ただ淡々と事実を確認するかの様な静かさでペルテアは言葉を続けた。

「ショウゴ様の事が――好き？」

「…………」

　勿もち論ろん――と答えかけてメリニは一瞬戸惑った。

　ペルテアの問いの意味が分かったからだ。

　彼女が聞いているのはコードラン家姫巫女としての『公的見解』ではない。

　ただの……一人の女としての気持ちを問い質ただしているのだ。

　省吾と結ばれた事そのものを後悔しているのか――と。

「私は――」

　咄とつ嗟さには言葉にならなかった。

　だが思いの外……すんなりと頷うなずく事が出来た。

　そうだ。自分は『救世主』に仕える姫巫女であるという事に囚とらわれていて、他ほかの事を正確に理解出来ていなかっただけではないのか。

　始まりは確かに義務感であったろう。

　だが彼女の予想よりもずっと彼女の『救世主様』は彼女を大事に扱ってくれた。

　彼が優しくしてくれればくれる程に彼女は自分の心の奥底に罪悪感が堆たい積せきするのを感じていた。それをしかし姫巫女の義務感によって誤魔化し続けてきたのだ。

　いつしか彼女の中で省吾との関係が二つに分裂を始めていた。

　姫ひめ巫み女ことして『救世主』に奉仕する事でその者を繋つなぐ鎖となろうとする義務感と。

　単なる少女として単なる少年である省吾に何の打算も無く自然に惹ひかれていく感情と。

　この二つの関係性が彼女を混乱させていたのだ。

　無理もない話だ。物心ついた頃ころからずっと彼女はコードラン家の姫巫女候補として育てられてきたのだから。

　だが――

「ペルテア……」

「……何？」

　首を傾かしげて――まるで姉が妹に対するかの様に優しく尋ねてくるペルテア。

「離れたくなかったの……」

「うん」

　ペルテアの相あい槌づちはどこか嬉うれしそうであった。

「今回離れてはっきり分かった。私は……離れたくなかったの、ショウゴ様から。ずっとずっと一緒に居たかったの」

　一度言葉にすると止まらなくなった。

　堰せきを切ったかの様に止めどもなく心の中を吐露する自分を、まるで他人事の様にぼんやりとメリニは意識していた。恥ずかしいという気持ちは多分にあったが、その一方で言葉を一つ重ねる毎ごとに胸の内が軽くなっていくのが分かった。

「でもショウゴ様は〈イコノクラスト〉の事や、カリン様の事や、色々な事でどんどん壊れていって……どうして良いのか分からなくて。もしショウゴ様が『救世主』役を降ろされたら、きっと私達も引き離されてしまうから、だから――もうどうして良いのか、本当に本当に、私……分からなくて……」

「うん」

「ショウゴ様の事を思えば思う程に辛つらくって……だから姫巫女としての義務に徹しようって思ったりして……でもやっぱり出来なくて……」

「うん」

「ショウゴ様に抱かれた時は……最初きっと凄すごく嬉しいんだろうなって思ってたけど……でも実際には怖くって……ショウゴ様は物もの凄すごく乱暴で……でも嬉しいって思う気持ちも何ど処こかに確かにあって……でも……でも……それでも本当はもっと、いつもの、ショウゴ様に……抱いて欲しかった……から……その……」

　そこで――真っ赤になって言い淀よどむメリニ。

　そんな彼女をペルテアはしばし苦笑を浮かべて見つめていたが――

「――よく出来ました」

　言って自分よりも背丈の在る姫巫女筆頭の頭に彼女はぽんと手を置いた。

「な――何よ……？」

「あはははは」

　ペルテアは笑っている。

　そして同時に自分が泣いている事にメリニは気付いた。

「ひどいよ――ペルテア。泣いてる私が、そんなにも面白い？」

「面白い面白い」

　言葉とは裏腹にひどく優しい笑みを浮かべてペルテアは言った。

「だってしょうがないでしょ？」

「しょうがないって……」

「いい加減、付き合いも長いけどさ――初めて見たしね。本気の本気で喋しやべるメリニ」

「…………」

　真正面からそう言われてメリニは気恥ずかしさに黙り込んだ。

「変に気取らないでショウゴ様にもそう言えば良かったのに」

「……それは」

　でもそれは信じて貰もらえないかもしれない。

　自分達は随分と酷ひどい事を彼にしている。人の死を――無関係の他人のそれですら気に病んでしまう様な性格の彼を、何度も悪夢の様な場所に送り出した。何人もの人間を踏み潰つぶす感触に怯おびえ、身体の上で何人もの人間が弾はじけて潰れる感触に狂い……そんな事を強要した上で『好きだ』と言った処ところでどれ程の真実味を持つというのか。

「ところでそろそろ交替の時間だけど――」

　ふと思い出したかの様にペルテアが言う。

「私は此こ処こに残るから」

「ん……じゃあセネカ辺りを叩たたき起こしてくる」

　気楽に言いながら立ち上がるペルテア。

　だが苦笑してメリニは言った。

「いい。私が見てるから――見てたいの。他ほかの皆は休んでてくれていいわ」

「…………」

　ペルテアはしばし瞬まばたきしながらメリニを眺め――

「メリニ」

「な……何？」

「また変に取り繕って。二人っきりにしておいて――そう言えば良いのよ」

「あ……ううん……その……違う……事も無い……けど」

　俯うつむくメリニ。

「でもショウゴ様も疲れてる筈はずだから……眼を覚まされてもあんまり甘えて無茶言ったら駄目よ？　医者が言うにはまずは体力の回復が必要だって話だし」

「無茶……体力……？」

　一瞬その意味が分からずに困惑するメリニ。

　そして――

「――ペルテアッ!!」

「んじゃ――邪魔者は退散します。ごゆっくり」

　ひらひらと手を振ってから小柄な姫ひめ巫み女こはそのまま部屋を出て行った。

　メリニは束つかの間ま、苦笑を浮かべてペルテアの出ていた方を眺めていたが――やがて短く溜ため息いきをついた。特に何をして貰もらった訳でもなく、実際にはただ話を聞いて貰っただけなのだが……随分と彼女には助けられた気がする。またいつか改めて御礼を言おうとメリニは思った。ペルテアの事だから『そんな事もあったっけ？』と嘯うそぶくかもしれないが。

　視線をベッドの上の省吾に戻す。

　未まだ眼を覚まさない彼の頬ほおにそっと指先を伸ばして触れる。

　愛いとおしい。

　このままこうして居られるだけでもメリニは幸せだった。

　強ごう姦かん同然に抱かれた事についてはもう殆ほとんど気にならなかった。自分とて省吾を騙だましてきたのは事実だ。あれはその罰だと思った。好きな人を騙し続けて本当の事を言えなかった罰なのだと。むしろあの一件が在ったお陰で自分の中の罪悪感が幾分軽くなってさえいた。

　決してそれは真っ当な関係ではないだろう。

　省吾はメリニを傷付ける積もりで犯し、メリニは彼を絡め取る積もりで抱かれた。肉体は繋つながっても互いに何も心の中身は繋がっていなかった。互いの勝手で上滑りするだけで何一つ噛かみ合っていなかった。

　だから今度こそ、とメリニは思う。

　壊れかけた省吾を何とかして――何としてでも彼を元に戻す。

　その上でもう一度彼に寵ちよう愛あいをねだろう。自分の本当の気持ちを全て打ち明けて彼に甘えよう。それは一度や二度では信じて貰えないかもしれないが、それでも。

「…………」

　ふと気が付くと。

　いつの間にか省吾が眼を開いてこちらを見つめていた。

「シ……ショウゴ様！」

　愕がく然ぜんとして身を引くメリニ。

　つい今し方した筈はずの決意が揺らぐ。省吾の口から飛び出して来るであろう罵ば詈り雑ぞう言ごんや冷たい台詞せりふを予想して彼女は身を固くした。覚悟は出来ている。出来ているがやはり――愛した人から罵ば声せいを浴びるのは辛つらい。

「も――申し訳御座いません」

　ただその一語だけが出た。

　流りゆう暢ちようなニホン語。省吾が生まれ育った世界の言葉。

　ソロンのそれに較くらべると酷ひどく複雑で無駄の多い――曖あい昧まいで、しかしそれだけに叙情的で素敵な単語の多い言葉。彼の心を形作る無数の断片の一つ。

（無様に涙などお見せして――申し訳御座いません。睡眠薬などを投与してしまい――申し訳御座いません。依然としてカリン様をお返し出来なくて――申し訳御座いません。逃亡などさせてしまう程追い込んでしまい――申し訳御座いません。申し訳御座いません。申し訳御座いません申し訳御座いません……）

　幾つも幾つも言葉は出てきたが口にする事は出来なかった。

　やがて悄しよう然ぜんと頭こうべを垂れながらメリニは省吾の口から発せられる第一声を待った。

　如い何かなる言葉が来ても黙って静かに受け入れる用意が在った。

　しかし――

「……ごめん」

　その一語に全て弾はじけ飛んだ。

　詰なじるでもなく。怒るでもなく。嘲あざけるでもなく。

　ただ一言、何の飾り気もない、しかし何の誤魔化しも無い真まっ直すぐな――謝罪。

「……ショウゴ……様……？」

　身を焦がす激情にメリニは気付かなかった。

　省吾の言葉が――本来彼が使えない筈はずのソロンのそれである事も。

　そして自分の双そう眸ぼうから再び涙が幾筋にもこぼれ落ち始めた事にも。



　　　

　言いたい事は無数に在った。

　だが言えた義理ではない。

　自分が彼女に酷ひどい事をしたのは間違いが無いのだ。周囲の状況に追い詰められる余り、自分の側そばに居たこの少女の事をろくに見もしなかった。ろくに理解しなかった。

　だから言葉を重ねるよりも黙って彼女の糾弾を待つ積もりだった。

　実を言えば――既にペルテアが居た時点で省吾は意識を取り戻していたのだ。

　だがメリニとペルテアの会話をぼんやりと聞いている内に彼は眼を開く事が出来なくなった。所々分からない部分も無いではなかったが、彼女等の会話の内容はおおまかに理解出来た。自分がどれだけ酷い事をメリニにしたのかよく分かったからだ。情けなくて恥ずかしくて、とても起きる事など出来なかった。

　しかし。

　ペルテアが部屋を出て行きメリニだけになり……省吾はそこでようやく起きる決心がついた。いつまでも寝たままで居られる筈もない。ならば今が、他ほかの者の視線の無い今こそが彼女に素直に謝る事が出来る唯一の機会だと思えたのだ。

　だから省吾はただ一言謝った。

　ソロンの言葉で――『ごめん』と。

　メリニからどんな反応が返ってくるか分からず、省吾はただ黙って彼女の反応を待っていると……彼女は再び泣き始めた。声は出さず、しかしその大きな蒼あおい眼からは幾つもの滴がこぼれ落ちてその白い頬ほおを伝った。

「あ……あのっ……！」

　その涙に焦って――言葉を重ねようとしてしかし思い付かずに絶句する省吾。

　彼はしばらく逡しゆん巡じゆんした後、結局はもう一度同じ言葉を繰り返す事にした。

「ごめん……俺おれ……メリニに酷ひどい事をした」

「ショウゴ様……」

　そこでようやく彼女は省吾が口にする言葉に気付いたらしい。

「ソロンの……言葉を？」

「あ……うん」

　省吾は頷うなずく。

「未まだあまり難しい事は言えないけど。簡単な言葉なら」

「誰だれかに教わったんですか……？」

「しばらく……匿かくまって貰もらっていた人に」

　脳裏にモーリィの姿が過よぎる。

　それは鈍い痛みを彼の胸に残していた。

「じゃあ私の言葉も？」

「何とか……分かる。あまり早口だったりすると聞き取れないけど」

　互いに交わすのはソロン語である。

「そう……なんですか」

　メリニは戸惑う様な表情で頷き――そして黙り込む。

　省吾も続ける言葉を失って黙り込んだ。

　そのまま気まずい沈黙が二人の間にわだかまる。

　省吾としては無様に謝罪の言葉を重ねる様な真似はしたくなかった。またそれをメリニが望んでいる訳でもないのは何となく分かった。非難の言葉が彼女から出れば黙ってそれを受け入れ、贖しよく罪ざいの方法を提示してくれたなら全力でそれを実行しようと思った。

　靴を舐なめろと言われれば舐める積もりだった。

　死ねと言われれば――しかしそれだけは拒もうと思う。自分が死んでしまっては花梨を救い出す事が出来なくなってしまうから。

　とにかくメリニに許して貰える様に全力を尽くそう。

　何をするにも全てはそれからだ。

　そう思って言葉を待つ。

　しかし――

「…………」

「…………」

　互いに相手の出方を窺うかがっている様な感じで言葉が出てこない。

　やがて焦じれた省吾は仕方なく口を開いた。

　ただし微妙な意味が伝わるかどうか自信が無かったので日本語で。

「あの……謝って済む問題じゃないと思う。俺おれは本当に酷ひどい事したと思うし……だからメリニには何か……償つぐないをしたいんだよ。それで許してくれなんて言えないけど、せめて、俺に汚名返上の機会を……くれないかな。何でもする。死ねとか、人を殺せとか、そういうのは無理だけど……俺が我慢して出来る事なら、何でもするから。とりあえず、メリニが『これをしたら許してやってもいい』って事を教えてくれないか」

「ショウゴ……様……？」

「何ど処こに行っても同じだった」

　省吾は呟つぶやく様に言った。

「この世界がどんなものか……少し分かった様な気がする」

　モーリィの事。

　エクノドラス真教会の事。

〈レネゲイド〉の事。

　死せる神の事。

「誰だれもが必死なだけだ。その手段を認める認めないは別にしても、誰も彼もがただ必死に恐怖から、絶望から逃れようって思ってるだけだ。〈レネゲイド〉も。〈エクノドラス真教会〉も。俺も。メリニも。皆が――」

　だから今更、その是非は問わない。問えない。

　ただ――

「だから変えたい。俺には変える事が出来る筈はずだ。あんなの間違ってる。死の恐怖から逃れる為に死を讃さん美びするのも、脅威を取り除く為に、人間性を無視した事をやるのも、どれもこれも間違ってる。少なくとも俺の育った世界では、間違った考え方だ」

「ショウゴ様の……世界……」

　平和に惚ほうけけた世界かもしれない。

　過酷さなど無かった世界かもしれない。

　そんな世界に育ったからこそ自分は甘っちょろい決意に酔っているだけかもしれない。

　しかし。

　平和惚ぼけした甘ちゃんにしか語れない理想も在る筈だ。在って良い筈だ。

「だから正す。俺が正す。俺が知っている俺の普通で、この世界を正す。傲ごう慢まんかもしれないけど、俺には――この世界が我慢ならない。だから、その為には、メリニの力が必要だ。〈イコノクラスト〉の力も必要だし、他ほかの姫ひめ巫み女この力も多分、要る。花梨だって取り戻す。そうやって俺はこの世界を何とかしたい――折角、その力が与えられているんだから」

「ショウゴ様――」

「だからメリニ。俺に罪を償う機会をくれ。俺が、迷わず、正しいと思える事をする為に、もう二度と過ちを犯さない様に、俺おれに自分の失敗を正す機会をくれ。勝手な事を言ってるのは分かってるけど、でもそれでも」

「ショウゴ様」

　メリニが省吾の台詞せりふに覆い被かぶせる様に言う。

「許すも何も……私は……」

「……うん。分かってる」

　省吾は頷うなずいた。

「でもそれとこれとは別だよ。僕が――僕をこのままでは許せない。僕が償つぐないたいんだ」

「ショウゴ様……まさか」

　メリニは驚きの表情を浮かべ、そして次の瞬間には赤面した。

「さっきのペルテアとの話……聞いて……」

「あ……ええと。ごめん。聞いてた。眼は覚めてた」

「…………」

「…………」

　二人して同時に赤面し――俯うつむく。

　そして。

「ひどいです……」

「あ……その……ごめん……」

「ほんの少しでもそう思ってくださるのなら、謝ってくださるのではなく……」

　メリニは泣き笑いの様な表情で省吾の眼を覗のぞき込んだ。

「どうか……ショウゴ様もお聞かせください。本当のお気持ちを」

「…………」

　省吾は天井を仰ぎ――深呼吸。

「言えば……許してくれるかな」

「はい」

　更に深呼吸を一度。

　そして――

「……好きだ。愛してる。メリニ」

　省吾は言った。

「嬉うれしゅうございます……」

　感極まった様子でメリニは身を乗り出し省吾の手を握る。

「本当に……本当に……どうしようもない位……嬉しいです……」

　ふと――省吾はメリニの手を握り返す。

　ある種の確信と共に彼はその手を引いた。

「…………」

　メリニがふわりと身を預けてくる。

　省吾はそれを抱き留めた。抱き留めながら、再びベッドに倒れ込んだ。

　どちらからでもなかった。瞳ひとみを閉じると――唇が重なり合う。ごく自然に出来た。互いに求めていると分かってからは何の遠慮も無く相手の唇を貪むさぼった。メリニの柔らかな吐息が流れこんできて、省吾は体の内から暖まる感触に幸福を感じた。

　ゆっくりとメリニを抱き寄せてその衣装を脱がせていく。

　火照った彼女の身体に掌てのひらを重ねて不器用な愛あい撫ぶをしながら――省吾は尋ねる。

「大丈夫？」

　無粋とは思ったが、それでも先の強引な初体験が彼女の心に行為そのものへの恐怖や嫌悪を残していないかが気になった。

　しかし――

「はい」

　涙ぐみながらメリニは頷うなずく。

　それで省吾の覚悟は完全に決まった。今度こそ何の遠慮もなくメリニの白い肌の上に唇を這はわせていく。

「…………あ」

　形の良い胸を反らし少女の白い身体が、跳ねた。



    

  
    
      



    

  
    
      
第三章　強襲殉教





　其そ処こは独特の空気に満ちていた。

　場所に因るものではない。調度品に因るものでもない。あるいは揃そろった顔ぶれに因るものでさえないのかもしれない。彼等に『唯一無二』を認める価値観は無い。全ては死の前に等しく価値が無くそれ故にこそありとあらゆる所有欲を彼等は認めない。

　土地も。建物も。家具も。人間関係ですらも。

　必要にして最低限。しかも代替可能。

　それらは全ていつか迎える解放の日に振り捨てて行くものであるが故に。過剰な所有欲は生への執着を生み、解放に際して足首にぶら下がる重荷になってしまうから。

〈エクノドラス真教会〉。

　彼等がただ一つ価値を認めるものはその教義のみ。

　身に帯びるはただ教義のみ。彼等には正式な聖典すら無い。子供向けの絵本の類たぐいは存在するが、本来、教義は入信の際に口伝で伝えられ暗記する事を要求される。

　故にこそその空気を創り出しているものに実体は無い。

　居並ぶ者達を支配する価値観こそがその空気を生み出している根源であった。

「……進むべき道は見えた」

　八つの座は円陣を構成する様に配置され、中央では強い香りを放つ香が焚たかれている。明かりといえば四隅に配置された燭しよく台だいに灯ともる長い蝋ろう燭そくの炎のみ。他ほかには家具らしい家具も無く道具らしい道具も無く、参加者達だけが地面に直接敷いた座の上に座っている。

　此こ処こは建物の中ですらない。彼等が居るのは大きなテントの中であった。

「『御尊影』に抗あらがう咎とが人にん共の正体は知れた。その穴蔵も知れた」

　刹せつ那なの沈黙が張り詰める。

「列席の皆々よ。我々の厚き信仰心を今こそ具現の力へと結集させる時である。愚かにも『御尊影』に歯向かう咎人共――かの者共に改かい悛しゆんの情は期待できぬ。我等は罪を認めず生に執着する愚かなる者共を駆逐せねばならない」

　重く、絶対的で、微み塵じんの揺るぎもない声。

　老人の声であった。しかも香炉を囲む八名の男女の列席者の中で、最も年老いた者の声だ。彼の顔はしかし香の煙と薄うす闇やみに巻かれて判然としない。

〈エクノドラス真教会〉頭頂会議。

「これは――『聖戦』である！」

　どよめきが広がる。

　この五百年――即ち神殺しの五人が『英雄』から『罪人』へと失墜し、〈代行者パニツシヤー〉による裁断が開始され、〈エクノドラス真教会〉が発生して以来、全面的な『戦争』が頭頂会議で可決された事は未まだ無い。無かった。『聖戦』は概念としては存在しながらも具現する事は無く、信者や修道士の間で語り継がれるだけのものでしかなかった。

　そもそも〈エクノドラス真教会〉と真正面から相対出来る様な勢力がこれまで存在した事が無いのもその理由の一つではある。それまでの〈レネゲイド〉との戦いは偶発的な小競り合いに過ぎなかったし、他ほかに彼等が闘ったのはせいぜいが武装強盗団や夜盗の類たぐいで、いずれも一方的に〈エクノドラス真教会〉がその圧倒的な人数と、己の身を顧みない攻撃性を以もつて殲せん滅めつしただけの事である。

　だが。

〈エクノドラス真教会〉は今ようやく『敵』を見つけた。

「〈五人の罪人〉の末まつ裔えい……彼奴きやつ等を殲滅する事こそ『御尊影』の意を汲くむ行為」

　八名の列席者の中の誰だれかが声を発した。確認するというよりも、己自身に言い聞かす様な口調であった。だがそれに対して、列席者全員が頷うなずいていた。

　他の誰かが唱える様に続いた。

「秘密結社〈レネゲイド〉なる組織に滅びを……」

　燭しよく台だいに灯ともる炎が伸びた。

　更に別の者が声を発した。

「『鋼の巨人』に……峻しゆん厳げんたる裁きを！」

　次第に上擦ったその声は、狂気じみた決意に満ちている。

　幾つもの拳こぶしが頭上に突き上げられた。

「聖戦である……」

「聖戦である」

「聖戦である！」

　聖戦である、聖戦である、聖戦である……聖戦であるっ！

　列席者達は拳を掲げながら唱和した。

　香の煙が俄にわかに渦巻き、燭台の炎がいよいよ伸びる。幾重にも重ねられた防水布のテントの壁で、列席者達の影は激しく揺らめいた。揺らめきながら伸び上がり天井で溶け合って更に大きく蠢うごめいた。



　聖戦！　聖戦！　聖戦！　聖戦！　聖戦！



　叫ぶ声には喜悦が混じっていた。

　彼等の教義は自殺を許さない。彼等にとって死は恩賞であり解放である。故にこそ安易にそれを得ようとするのは逃避であり冒ぼう涜とくであると説く。自らを罪人であると説く彼等は業苦に満ちた人生を送る事こそが贖しよく罪ざいであり『御尊影』――〈代行者パニツシヤー〉の意に適かなう事であると考えているのだ。

　故にこそ彼等は闘う事に喜びを見み出いだす。

　教義に従い闘って死ぬ事は自殺ではないからだ。それはむしろ賞賛されてしかるべき事であり、より確実な解放が約束される事であるからだ。今が苦しいと感じれば感じる程に彼等は狂信的な強さを増す。死による解放を信じ積極的に死地に身を投じるからだ。

　だから……



　聖戦！　聖戦！　聖戦！　聖戦！　聖戦！



　彼等は初めての『聖戦』に酔っていた。

　だから……彼等は確認しなかった。

　その報告をもたらした者が本当に信用に足るのかどうかという事を。そもそももたらされた情報の全てが本当に正しいかどうかという事を。



　　　

　――女は変わる。

　使い古された文句フレーズではある。だがそれが時と場合によっては事実である事を省しよう吾ごは実感していた。させられていた。

　いや――変わったのではなく、むしろ今まで抑圧されていた部分が取り払われただけでこれが彼女の『地』なのかもしれない。基本的な立ち居振る舞いは変わらないが……メリニの行動は驚く程に積極的になっていた。

「それは……メリニがインペラス家の姫ひめ巫み女こになるって事？」

「いえ。そういう訳ではありません」

　メリニが居住まいを正して言う。つられて省吾も椅い子すに深く座り直した。

　昼食後――二人は省吾の部屋に居た。

　窓辺の椅子に腰掛けて食後の茶を飲みながら、これからの事について話し合っていた。

　ちなみに……話を始める前、部屋に戻ってきた途端にメリニは懐から布を数枚取り出し、小さく丸めると部屋の数カ所に屈かがみ込んで何やら作業をしていた。何をしているのかと問おうとする省吾にメリニは身振りで『黙っていてください』と伝え、更には何かを調べる様にあちらこちらを触ったり叩たたいたりしてから、ようやくその行動の意味を教えてくれた。

　部屋には盗聴管が仕掛けられているというのである。

　省吾の言動は逐一監視されており、情報は全て姫巫女達や五氏族族長会議で共有される。メリニがしていたのはその盗聴管に布を詰めてその機能を殺す作業であったのだ。

　つまり――

「……ってまさか。あの……俺おれと……そのメリニの……初めての時とか……一昨日おとといのも」

「はい。盗聴されていました」

　しれっとした様子で言うメリニを前に省吾は頭を抱えた。

　つまり初体験から二度目の行為まで、全部盗聴されていたという事だ。しかも五氏族の族長達はともかく、姫ひめ巫み女こ達は直接その盗聴の際の音を聴いていたという事になる。

　道理で昨日からペルテアやアフィニエの態度が妙だった筈はずだ。

　ペルテアは妙に嬉うれしそうな感じでにやにや笑っているし、アフィニエは何やら恨めしそうな眼でこっちを見るし。そういえばハーチェッタも省吾の方を見て何やら頬ほおを赤らめていた。セネカだけは相変わらずといった感じだったが。

「それならそうと言ってくれよ！」

「申し訳御座いません。ですが――その、私も夢中で……」

　言って赤面するメリニ。

　まあ最初の時はともかく、二度目の時の様に、気分が思いっきり盛り上がっている状態で『実は盗聴されています』とか言われたら省吾も萎なえたであろうが。

　それはさておき――

「何がどう転んでも、私はコードラン家の姫巫女です。逃げ出すことは出来ません」

『逃げ出す』という言葉に省吾はひどく重いものを感じたが――黙って頷うなずきメリニに先を促した。

「ショウゴ様には辛つらいお話になってしまいますが」

　と前置きすると、彼女は省吾の眼を覗のぞき込む様にして話を続けた。

「正直に申し上げて、今〈イコノクラスト〉の出撃命令が出れば、ショウゴ様はそれに従われない訳には参りません。搭乗されなければ――」

「花か梨りんは、殺されてしまうからね」

　声に出してみるとやはり気分が重い。

　だがそれで省吾がヤケになる事はもう無かった。人質に取られているのなら取り返せば良い。今は無理でも、打てる手を一つずつ打っていけば不可能ではない筈だ。

　むしろ人質を取るという事はそれだけ〈レネゲイド〉にとって省吾は代替の利きにくい重要な存在という事になる。いつでもすげ替えの利く様な、どうでも良い相手ならわざわざこんな手の込んだ事はすまい。そして同時に省吾を効率よく利用する必要が在る限りは、花梨を殺したり必要以上の危害をくわえたりはすまい。

「でも――」

　メリニが静かに言う。

「ではただ操り人形の様になっていれば良いという訳にも参りません。それでは全く状況は改善されません」

　それはその通りだろう。

「ならばせめてこの状況を快く思っていない者を味方に付けて少しでも状況を有利に変化させていくしか在りません」

「それが――そのペルテアのお父さんって事？」

「はい」

　メリニは頷いた。

　昨日――つまり再び省吾とメリニが結ばれた日の翌日。

　メリニは省吾の許可を得てペルテアに彼の考えと自分の考えを話した上で助力を頼んだのだ。メリニが彼女と仲が良い事は知っていたが――しかしそれにしても大胆な事をしたものだと省吾は思う。

　友人とはいえペルテアはインペラス家の姫ひめ巫み女こである。

　その彼女に省吾の事について相談した上で、インペラス家の庇ひ護ごを求める――これはバルドの立場からしてみれば許し難い裏切り行為に見えるだろう。いや……そもそもコードラン家よりも省吾の都合を優先して動こうという時点で、彼女はバルドにとって裏切り者以外の何者でもない。

　バルドが知ればどんな制裁が待っているか分かったものではない。

　だがそれでもメリニが真剣に考えた上での決断なら省吾に異を唱えられる筈はずも無かった。

「ペルテアの口添えで、いざという時には彼女のお父上――つまりゼブロン・インペラス様の庇護下に私とショウゴ様を置いて頂ける約束を取り付けております。コードラン家の姫巫女としての役割を放棄するという訳ではありません。表向きは今まで通りコードラン家の姫巫女として私は動きます。ただ非常時にはインペラス家に駆け込む事が出来るという事です。もちろん、彼女にもゼブロン・インペラス様にも御迷惑をお掛けしないで済めばそれに越したことはないのですが……」

「よくその人――ゼブロン・インペラスって人もＯＫしてくれたね」

「おうけい？」

「ああ……ええと。その提案を受け入れてくれたねって事」

　省吾は言い直した。

　彼も何度かそのゼブロン・インペラスと顔を合わせてはいるが、何というか……あまり優しそうとか話が分かるとかそういう感じの人物には見えなかった。むしろ頑固一徹という印象をそのまま人型にして服を着せた様な印象が在る。

「元々武人気質の強い実直な方で、卑ひ怯きような事や卑劣な事がお嫌いなのだと聞いております。カリン様の人質の件にもあまり良い顔はしておられなかった様で。また……信義を重んじられる方ですので口約束とはいえ違たがえられる事は無いでしょう」

「……なるほど」

　頷うなずいてから――しかし省吾は表情を曇らせて言った。

「でも……メリニは大丈夫なの？」

　かなり危険な綱渡りだという事は省吾にも分かる。

　そもそも……メリニから〈レネゲイド〉の内部事情を聞いた今ならよく分かるが、コードラン家の姫巫女がインペラス家にただ出入りするだけでもあらぬ疑いを掛けられかねないのだ。権力闘争とはそういうものだ。たとえメリニとペルテアが友達であったとしてもそれは潔白の釈明にはならない。むしろ友情や愛情を逆手にとってつけ込むのが謀略というものなのだから。

　だが――

「ショウゴ様」

　メリニは静かに微笑して言った。

「これまでの私は、〈レネゲイド〉の……いえ、養父バルド・コードランの望む所に応える為だけに呼吸をしてきたと言っても過言ではありません。『救世主』様を繋つなぎ止める『鎖』。ただそれだけの存在。そう思っておりました。ですが――今は少々違う様に思うのです」

「メリニ……」

　身も蓋ふたもない台詞せりふを言いつつもメリニの表情はむしろ明るい。

　何かから解放されたものの爽さわやかささえ其そ処こには在った。

「今こそ本当の意味でショウゴ様にお仕えしたい、ショウゴ様の助けになりたい私がいるのです。姫ひめ巫み女ことしてではなく……ただショウゴ様の為に――我が全てをお捧ささげしたいと心の底から思います」

　陽光の差すメリニの横顔には凛りんとした輝きが見え隠れした。彼女の白肌は今や眩まぶしい程の透明感に溢あふれており――微み塵じんの迷いも感じられない。

　とはいえ此こ処こまで面と向かってはっきりと『全てを捧げたい』などと言われると力強いと思う前に照れてしまう省吾であった。決意は固まってもこういう部分の感性は元の平凡な高校生のままである。

「あ……ありがとう、メリニ」

「いえ。本当にこれは私の望む事です」

　メリニは微笑を浮かべたままきっぱりと言う。

　その表情はいっそ清すが々すがしいとさえ言えた。

　しかし――

「でも約束してくれ。無理はしない様にな。時間を惜しんで危ない橋を渡る位なら、多少時間は掛かってでも安全な道を通ってくれ。その程度の事は花梨だって分かってくれる」

「……ありがとう御座います」

　メリニは深々と頭を下げる。

「え？　何が？」

　意味が分からず省吾は眼を瞬まばたかせる。

「いえ……ですから私の身の安全まで心配してくださる事が嬉うれしくて」

　本当に嬉しそうに表情を綻ほころばせてメリニは言う。

　しかし……

「…………あのさ。メリニ」

　頬ほおを掻かきながら省吾は言った。

「そういちいち大おお袈げ裟さに言われたら何だか他人行儀っていうか。ちょっと俺おれとしては辛つらかったりするんだけど」

「そ……そうでしょうか？　でも――」

　メリニは首を傾かしげる。

「ショウゴ様もよく『ありがとう』と」

「いや。そうじゃなくてさ」

　どう言えば伝わるのだろう。

　もっと省吾としてはざっくばらんに接して欲しいのだ。でないと未いまだに彼は『姫ひめ巫み女こ』としてのメリニ・コードランと接している様な錯覚を覚えてしまう。

「もっと我わが儘ままでいいと思うよ。メリニは」

「そ――そうでしょうか」

　戸惑う様に言うメリニ。

　そもそも徹底的に厳しく躾しつけられてきた彼女の場合は『我が儘』という概念自体を具体的に理解しているかどうか怪しい感じだった。

「とにかく……ええと、いざという時は、ペルテアとそのお父さんが俺おれ達を庇かばってくれる、その程度の理解で良いのかな」

「はい」

　メリニは頷うなずいた。



　　　

　双眼鏡を覗のぞき込みながら、馬上の青年は静かに笑った。

「嵐あらしの予感――か」

　実際、空は黒々とした雨雲に覆われ、大地に降り注ぐ光量は快晴時の半分にも満たない。未まだ雨が降っていないことの方が不思議に感じられる。丘の上を吹き抜ける風も湿気を孕はらんで、ねっとりと纏まとわりつく様な印象を醸し出していた。

　しかし――

「それにしても尋常じゃないな」

　青年の――レオンの台詞せりふは天候を指してのものではない。

「たしかにリヴィス社のお膝ひざ元もととはいえ……」

　ネロ・リヴィス。

　自動車や擬ぎ神しん杖じようを中心とする各種工業製品を製造販売する大会社リヴィス社の若き社長。『自動車王』にして『謎なぞの金持ち』。

『若き実業家』にして『美しき変人』。

『秘密主義者』にして『道楽者』。

　彼を彩るそれらの言葉が人々に正体を漠然として掴つかませず、同時に、いかなる奇行さえ「彼ならばやりかねない」と許容し深い追及をかわす為の雰囲気を創り上げている。

　無論――これは計算だ。

　ネロ・リヴィスとは即ち〈レネゲイド〉五氏族の内の一つ、オトルチ家の若き族長たるネロ・オトルチの偽名であり、彼が表の世界に関わる時に被かぶる仮面だ。それは巧妙に創り上げられた擬装だった。

　だが――

（少々無茶が過ぎたな――ネロ・オトルチ）

　レオンはラヴィゾンでの〈イコノクラスト〉のお披露目以来そう考えている。

　ラヴィゾンの街でネロは、〈イコノクラスト〉と『英雄』ショウゴ・カシバのお披露目を開催した。それは声高らかに公表したのと同じであった。

『〈代行者パニツシヤー〉を討つべく〈イコノクラスト〉なる『鋼の巨人』を造り、実際に〈代行者〉を屠ほふり去ったそもそもの根源は――私である！』と。

　レオンもあのお披露目会場にいた。

　民衆はショウゴ・カシバを『英雄』と称たたえた。『英雄』の駆る『鋼の巨人』〈イコノクラスト〉を造り上げたネロ・リヴィスを『英雄』同様に賞賛した。

　その瞬間、ネロ・リヴィスはある意味で『英雄』となったと言えた。

　だが同時に、『敵』と認識されてもいたのだ。

〈エクノドラス真教会〉には。

　つまり、ネロ・リヴィス社に対する〈エクノドラス真教会〉の監視を一気に厳しくさせる結果を招いてしまったのである。蒸気式自動車や奇き蹟せき装置の製造会社、及び製造工場の多くが集中するこの地方の一都市に、〈エクノドラス真教会〉の目を一気に向けさせてしまったのだ。最近では、〈救世主〉と姫ひめ巫み女こ達の生活拠点である屋敷すら、引っ越しを迫られた様子さえある。

　とはいえ――

「急展開に過ぎる」

　レオンは僅わずかに忌々しげにそう呟つぶやいた。

　その意見に――

「確かに」

　それに同意する者の声。

　レオンは双眼鏡を下ろし、轡くつわを並べる女性を見た。

　長い黒髪を麻紐ひもで束ねて分厚い旅装用マントを纏まとい、片手には旧型の擬ぎ神しん杖じようを持つ女性――アンジェリットは、双眼鏡を下ろしてはいるものの眼下の光景をじっと見つめ続けていた。マント同様その横顔は砂さ塵じんにまみれた上に色いろ艶つやもなく無表情であったが、身なりさえ整えれば相当の器量好よしであり、他愛もないからかいに頬ほおを膨らませたりする様な可愛かわいらしい側面が在る事を、レオンは――レオンだけは知っている。

　彼女に倣う様に、レオンは再び眼下を見た。

　蒸気式自動車を使えば一、二時間程の場所に、森林を伴って小高い山々が幾重にも連なり広がっている。そこを扇の要とする様にして工場地帯、住宅地帯があり、街が形成されている。郊外の大工場から街の小さな工場に至るまで、多くはリヴィス社関連の工場だ。事実上――リヴィス社の所有する街と言っても過言ではない。

　決して大きな街ではない。

　だがリヴィス社を中心とした繋つながりというか一体感の様な雰囲気を、街全体が醸し出してる――その気になれば街そのものを簡単に要よう塞さい化出来るかの様な。

　もっとも何事もなければ、この街はよくある地方工業都市に過ぎない。

　街の道路は機能的に整備され、そこには工業都市らしく蒸気式自動車が行き来し、またごく普通に日々を送る多くの人々が行き来しているだけだ。

　しかし……

「こうもあっさり動くとはな」

　今そこにあるのは、異様な光景であった。

　数千にも及ぼうか。あるいは万に達するかもしれない。

　老若男女――まるで統一感の無い群衆が、街の大通りを埋め尽くしていた。

「やはり〈エクノドラス真教会〉は〈レネゲイド〉の本部を突き止めた様ですが」

「ああ。間違いない。しかし――」

　レオンは頷うなずき、改めて双眼鏡を覗のぞいた。

「ラヴィゾンでのお披露目以来、〈エクノドラス真教会〉が監視の目を集中させたとはいえ、だ。五百年もの間その存在を隠し通してきたはずの〈レネゲイド〉が、そう簡単に見つかるものか？　『救世主召喚計画』なんてのが具体化したのは、ほんの二十年前なんだろ？」

「――はい」

　頷くアンジェリットの無表情は崩れなかったが、レオンと同様の疑問を抱いていることは声音から窺うかがい知れる。その疑問を突き止められぬもどかしさも。

　ぽつぽつと雨が降り始めた。

「狂気の巡礼だな」

　ある意味圧倒されて――レオンは洩もらした。

　押し寄せる老若男女は一様に修道服なり法衣に身を包み、〈エクノドラス真教会〉における様々な位にある人々が一緒くたになって、街の道路を蹂じゆう躙りんしている。遠目に見ればそれは目的地を目前にしてひしめき合う巡礼者達にも見えたし、はたまた餌えさに向かって大行進を敢行する蟻ありの大群にすら見えた。

　だがそれは確かに人間の大群であり、しかも巡礼風景ではなかった。

　誰だれもが手に手に、武器を携えているのだ。

　行軍である。

　武器は様々で、ライフルの様な代物を肩から提げている者もいれば、修道会から支給されている拳けん銃じゆうを両手に持っている者もいる。拳銃と並んで治安修道士の標準装備でもあるらしい棍こんを剥むき出しにしているものもいれば、手しゆ榴りゆう弾だんを抱えて歩く者もいる。

　武装の統一感からすると、先頭を行くのは指導者足り得る立場に位置する者であり、それに従う数百人は修道会から選抜されたかもしくは志願による強襲部隊の様なものだろう。後ろに続く巨大な群れは、修道会本部の呼びかけに応じた熱狂的な信仰者達であるに違いない。大した武器を携えてもいないが、狂気にも似た熱気に満ち溢あふれている。

　トラック型の蒸気式自動車も出来る限り駆り出されているらしい。その荷台は武装した教徒で埋め尽くされている。しかし台数は足りておらず、徒歩で移動する者も少なくない。

〈エクノドラス真教会〉は宗教団体だ。

　それは言うまでもない。

　熱狂的な信者をソロン全域に持つものの、決して戦闘集団ではないのである。治安修道士達は確かに戦闘訓練を受けてはいるが、明らかに一般の修道士や単なる信者もかなりの数が混じっているのが分かる。

　だからこそ――

「玉砕覚悟か」

　信仰心を原動力にしているからこそ、彼らの行動は至極単純だ。

　行軍の様子を見ればこれといった作戦などないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのである。彼等は自分達の行動を正義と信じ切っている。そして正義は勝つのだと無邪気に信じているのだ――宗教に中毒を起こした者特有の、思考停止した脳で。

　目指すは〈レネゲイド〉本部。

　目もく論ろむは〈レネゲイド〉殲せん滅めつ。

　それだけが作戦の全ぜん貌ぼうと言って過言でなかろう。

　次第に本降りの様相を呈してきた雨の中、時折空が青白い閃せん光こうに染まった。ひどく遅れて雷鳴が轟とどろく。それは一直線に郊外の森――『聖せい廟びよう』に向けて行進する〈エクノドラス真教会〉の治安修道士や教徒達の足音に重なって聞こえた。

　レオンは双眼鏡の倍率を上げた。

「それにしても色んな奴がいるな」

　信仰心が高じすぎてむしろ壊れてしまったかの様な――へらへらと笑いながら口の端から涎よだれを垂らしている者も居れば、ひどく思い詰めた表情でただ前だけを見つめて歩く、生真面目そうな者も居た。

　ふと――

「……あんな少女まで居るのか……」

　歳としの頃ころはおよそ十五か六か――そんな少女の顔が、円まるい視界に入った。

　体格の大きな男性の治安修道士達に混じって、華きや奢しやな体は見えたり見えなかったりであったが、凛りんとした姿勢と眼差しは哀れな程に真まっ直すぐであった。

　双眼鏡を下ろし、レオンは溜ため息いきをつく。

「レオン様――」

　気遣わしげに隣のアンジェリットが声を掛けてくる。

「分かってる」

　彼は肩を竦すくめて見せた。

　いちいち散る命を惜しんでも仕方が無い。この世界では死はひどく有り触れたものであり――ましてやあの連中はそれを望んでさえいるのだ。此こ処こでレオンが少女の殉教を悼んでも現実は何も変わらない。ならば彼等の死にいちいち感情を引きずられるのは無意味だ。

　目的は一つ。

　それが如い何かなる犠牲を払っても実行すべき最優先事項だ。

　ならば他ほかの事は些さ末まつ事と割り切って忘れる冷酷さも必要だった。



　　　

「随分と鍛錬をさぼって居られた様ですね」

　両手を腰に当てて呆あきれた様にペルテアは言った。

　彼女の背後には鬱うつ蒼そうたる森が生い茂っている。以前、彼女に稽けい古こを付けて貰もらっていたのとは違う場所なのだが――此処は新しい屋敷の裏庭である――ぱっと見た限りでは区別がつかない。妙な既視感が在った。

　地面に座り込んでぜいぜいと息を荒げる省吾を見下ろしながら、ペルテアは手にした木製模擬剣の先端を彼の鼻先に突き付けてきた。他の姫ひめ巫み女こならばまずしない様な、それこそ省吾でなければ『不ふ遜そんだ』と文句を言いそうな行為だが、不思議とペルテアがしていると自然な印象が在って省吾としては気にならない。

　見た目は小柄な少女なのだが何となく歳としの近い姉の様な雰囲気がこの少女には在った。

「力の出も技の切れもこれではお話になりません。しばらくは訓練内容をもう少し重くしますから覚悟してくださいませ」

「……なあ……ペルテア…………」

　喘あえぎつつも省吾は喉のどの奥から言葉を捻ひねり出す。

「以前より……妙に……キツくないか……？」

「そうですか？」

　澄ました表情でそう言うペルテア。

「何にしても――いざという時に女一人護まもれない様で何が救世主ですか。せめて私と対等に戦える位にはなって頂かないと」

「それはきっと無理です。多分」

　言ってから……省吾は気付いた。

『女一人』。これはつまりメリニの事なのだろう。まさかペルテア自身の事ではあるまいし。あるいは……花梨の事なのかもしれないが。

「――さあショウゴ様。もう一組、これで最後です！」

　そう言って模擬剣を構えるペルテアの目は真剣であった。

　省吾が姫巫女達の処ところに戻ってきて――四日目。

　彼と姫ひめ巫み女こ達は以前の調子を取り戻しつつあった。もっともあくまでそれは全体的な雰囲気であって、細かな部分ではこのペルテアの訓練の様に変化が生じてはいる。省吾が目的を定めた以上は変化して当然ではあるのだ。

　とはいえ。

　五氏族族長会議の眼をとりあえず誤魔化しておく必然性も在って、省吾は表面的には――基本的な生活は姫巫女達の指示と誘導に従っている。何かと動き回れるのはメリニやペルテアによる組織内の根回し――下準備が済んでからの事になるだろう。

　そもそも『救世主』を万全の態勢で――肉体的精神的という意味だけでなく〈レネゲイド〉への忠誠心の意味でも――〈イコノクラスト〉に搭乗させるのが彼女等の使命でありそれが可能と目されたからこその姫巫女達である。故にこそ彼女等は個々に程度差は在っても自らの存在理由を全うする為に全力を尽くそうとする。

　例えばアフィニエが省吾の寵ちよう愛あいを受けようとしばしば寝室や浴室に忍び込んでくるのも、その使命感の一種からなのだろう。姫巫女達がある種の『鎖』として省吾を縛る役目を負わされているのはメリニから聞いて理解していた。

　メリニやペルテアはある意味でそうした盲信的な使命感からは解放されているものの、それでも姫巫女として教育されてきた部分は依然として残っている。『救世主』の為に尽力する――ペルテアの場合はそれが主に戦闘訓練に偏っていたりする訳で。

　だからペルテアは全力で彼を鍛えてくれる。

　別の言い方をすれば――全く手加減も無く。

「……はあっ……はあっ……」

　荒い息を何とか落ち着かせながら省吾は模擬剣を片手に立ち上がった。

　ようやく体調が元に戻ってきた矢先――ペルテアは戦闘訓練を再開すると宣言した。有無を言わせぬ口調ではあったが、それ自体は省吾にも異論は無い。だが心なしか多少その内容が過酷になっているというか、省吾の率直な感想としては『意地悪く』なっている気がするのだった。

「さあ！　ショウゴ様！」

　挑発する様に模擬剣の先端を揺らしてみせるペルテア。

（そういえば――）

　ふと彼女の動きを見ながら省吾は思った。

　通常――フィクションの領域でファンタジー風異世界における剣術と言われれば、大抵は西洋剣術が基本になる筈はずだ。それはつまりどういう事かというと、片手で直剣を使うのを基本とする剣術のイメージがある。剣を片手で保持するのは無論もう一方の手で盾を使う為である。

　ところが剣こそ西洋風の直剣に近いのだが、ペルテアの剣術はどちらかというと剣道に近い。両手で柄つかを握り、剣それ自体を盾の様に防御にも使う。左右の手で攻撃と防御をメリハリ良く切り替えるのではなく、流れる様にして全身で剣に添う動きだった。

　省吾には詳しい格闘技の知識は無いが、これは不思議と言えば不思議ではあった。

　どんな技術にでも多少は歴史的あるいは地理的な背景が絡む。

　剣も――例えば日本刀には日本刀に合わせた使い方が在るし、それが成り立っていった経緯には幾つもの必然が絡んでいるのだそうだ。鉄鉱石の産出量、平野の規模、動植物の分布から基本戦術が決まり、そこから最適化した武器が生み出される。武器は更にそれを効率よく扱う武術を生み出す。

　平野が多く鉄鉱石や石炭の産出量も多く、何より製鉄技術が早くから普及した西欧では集団による騎馬戦が主流となり、重い鋼の鎧よろいを着けた者達による突撃戦法が一般化していた。当然、剣術は厚い装甲を、装甲ごと叩たたき潰つぶす様な豪快なものか、装甲の隙すき間まをピンポイントで狙ねらう繊細なものかに二極化され、前者が例えば超重量級の大型剣や騎兵槍ランスを生み出し、後者がフェンシングとなっていった。

　逆に湿度が高く山間部の多い日本ではこうした集団と集団が正面から衝突する様な騎馬戦や重量級の甲かつ冑ちゆうが発達し得ず、より軽量の布と木と革で造られた鎧が多用され、それに対応して『叩く』『突く』ではなく『斬きる』方向に発達した武術が広まっていった。

　だから――と省吾のしていたネットゲームを見ながら花梨はよく言っていた。

『西洋風ファンタジーの世界で当たり前みたいに日本刀が出てくる世界観って変』と。

　つまり――

「――ショウゴ様！」

　鋭く呼ばれて省吾は我に返る。

　同時に悲鳴を上げる全身の筋肉を何とか奮い立たせ、省吾は模擬剣を振り上げた。これが最後なら体力の温存は必要無い。地を蹴ける力に残り全ての体力を注ぎ込む様な積もりで省吾は駆け出した。今の省吾がペルテアに勝る点が在るとすればそれは体重と体格である。突進の勢いと腕の長さを利用して強引に一撃を打ち込めば、あるいは彼女の剣を叩き落とす位の事は出来るかもしれない。

「ん……だぁっ！」

　模擬剣同士のぶつかり合う乾いた音が鳴り響いた。

　吹っ飛んだ模擬剣が地面に突き立ち――そして一瞬遅れて思い出した様に倒れた。

　省吾の剣が。

　ペルテアは平然としている。構えさえ殆ほとんど変わっていない。

　彼女は自分の模擬剣を降ろしながら苦笑を浮かべて言った。

「握りが甘いです」

「…………そのようで」

　呻うめく様に言って省吾は再びその場に座り込む。

「とはいえ今の一打には戦術が在りました。良い事です。ただ何も考えずに剣を振り回していても勝てません」

「どうも」

　そう言って省吾も苦笑を浮かべるしかない。

「ともあれ――これで今日の稽けい古こは終わりです。お疲れ様でした」

　言って一礼するペルテア。

　武人特有のきびきびした隙すきの無い動きが清すが々すがしい。

「では早速お屋敷に戻りましょうか」

　容赦無くそんな事を言うペルテアに省吾は溜ため息いきをついた。

「少々時間が押してしまいました。ハーチェッタとセネカが待っています」

　彼女達による奇き蹟せき術講義も再開されている。

　これも単純な興味ではなく少しでも奇蹟術の知識を付ける事で〈イコノクラスト〉という巨大擬神機を理解する為だ。〈イコノクラスト〉は省吾を縛る鎖であると同時に彼の唯一の『武器』でもある。

　単に武力という意味ではなく……その存在を介しているからこそ省吾は〈レネゲイド〉にとって特別な存在たり得るのだ。逆に言えばその事を逆手に取って〈レネゲイド〉に影響を及ぼす事だって可能な筈はずだった。

　そう。

　主導しているのは姫ひめ巫み女こ達であるが――稽古や講義の再開を求めたのは、実は省吾の方からである。彼は体調が戻るなり姫巫女達一人一人の部屋を回って、改めてそれを要請したのである。

　省吾自身はまだまだ無力ではある。

　だが目的が定まったならばそれに向けて力を付けていけば良い。

　暴力。知力。権力。財力。その他諸もろ々もろの――力。

　その為にはまず省吾自身の基礎的な能力の向上は不可欠だろう。

　そういう訳で省吾は姫巫女達の教育を積極的に吸収し始めたのである。これはモーリィとの経験が生きていた。以前は何か窮状に陥ればただ世界全体から取り残された様な気持ちになって途方に暮れるだけだったのだが……ソロンの言葉を覚えた事で省吾は自分の中の圧迫感と絶望感が薄れているのに気付いていたのだ。言葉が通じ知識を貯ため込む事が出来るのならば、打てる手は幾つでも思い付く。ならばもっとこの世界を理解し状況を把握すれば希望は無限の彼方かなたではない――彼はそう考えたのだ。

「……んっ」

　力を振り絞って省吾は二本の足で立ち上がった。だが膝ひざはやはり言うことを聞かず、その場に崩れ落ちそうになる。情けない。こんな事なら何かスポーツでもやっておくべきだったと思った。

「どうぞ」

　ペルテアが素早く肩を貸してくれた。

　ふくよかなメリニの肩の感触に較くらべれば引き締まった感のある肩だったが、細くて華きや奢しやな点では変わりない。つい結構な重量の模擬剣を軽々と振り回す力が、何ど処こにあるのだろう、と考えてしまう。

「ありがとう。しかし……なんか情けない感じ」

「いえ。ショウゴ様にはいざという時にお役に立って頂くのですから、この程度のことを御謙けん遜そんなさる必要は御座いません。お体はじきに慣れる筈はずです」

　メリニが実はインペラス家の庇ひ護ご下に入った経緯を思えば、ペルテアの言う『いざという時』とは、単に〈イコノクラスト〉で『代行者パニツシヤー』と対たい峙じする、という以上の意味がある事は明白だった。省吾は根拠もなく神妙な気持ちになる。自分の身に付ける技能が他者の、例えばメリニや花梨の生命や未来を左右する可能性も少なくないのだ。

「そんなもんかな」

　すぐに悲鳴を上げるこの緩みきった身体がそうそう使える様になるとも思えないのだが。

「ええ。大丈夫ですよ」

　微笑してペルテアは言う。

「ところで――」

「……なに？」

「脱童貞の感想はどうです？」

　――ずるりとその場にへたり込みそうになった。

「ペルテア……」

「あははははは」

　インペラス家の姫ひめ巫み女こは楽しそうに笑った。

「良かった。割と以前のショウゴ様ですね」

「…………まあ色々と迷惑掛けた。ごめん」

　省吾は素直に謝った。

　そういえばメリニには謝ったが他ほかの姫巫女達には改めて謝っていない。彼女等にも色々と迷惑を掛けたのだから謝っておくべきなのだろう。

「いいえ。それは構いませんが」

　ペルテアは肩に掛かる省吾の体重を全くものともしない動きで歩きながら言った。

「結局はメリニが一番だったんだなあって思うと少々悔やしい感じですね」

「……うん？」

「私だったらショウゴ様、押し倒してました？」

「………………」

　どうだろうか。

　まあペルテアの場合は押し倒す前に、こちらが投げ飛ばされたり叩たたきのめされたりしてる気がするが――そういう意味で聞いているのでない事は分かる。

「ただ単に苛いら立だちをぶつける相手が欲しかったのなら、メリニでなくても他の姫巫女でも良かった訳ですよね。単に気が弱いって意味なら実はハーチェッタが一番気が弱いし。でもショウゴ様、暴れはしたけど私達を殴ったりとか蹴けったりとか、乱暴とかはしなかったでしょう？」

　言われてみればそうだ。暴れはしたしその際に止めようとした姫ひめ巫み女こ達に手足がぶつかった位の事は在っただろうが、明確に意識して彼女等に暴力を振るった事は無い。最後の一線で自制心が働いたというより――そういう事は単に思い付かなかったのだ。

　誰だれかを殴りたかった訳ではない。

　ただどうして良いか分からずに暴れていただけだ。

　しかし……

「メリニにだけ乱暴したのは――メリニが受け止めてくれる、メリニに受け止めて欲しいって思ったからかなって」

「…………」

　そんな風に言ってしまうと何だか誤魔化されている様な気がした。

　自分がメリニに酷ひどい事をしたのは事実だ。今はもう許して貰もらえたとはいえその事を綺き麗れい事ごとで覆ってしまってはいけないだろう。

「別にそれを肯定する積もりは無いんですけどね。まあきちんとメリニには謝ってくださった様ですし――まあ終わりよければ全て良しという事で。今はもう仲睦むつまじい感じは端で見ていてもよく分かりますから」

「そ……そうなの？」

「ええもう見ていて辟へき易えきする位。昨日今日とアフィニエが微妙に機嫌悪いのはどうしてだと思ってらしたんです？」

「う…………」

「ただ……私も割とショウゴ様には気を許して頂いていた印象が在ったんですが……やっぱメリニには敵かなわなかったんだなと」

「は……はあ」

　正直言ってペルテアは確かに姫巫女の中では比較的親しく言葉を交わす相手ではあったが――何ど処こまでが冗談で何処までが本気なのか分からない部分が在って、彼女が自分に異性としての好意を持ってくれているのかどうか判然としていなかった。もっとはっきり言えば『姫巫女だから仕方無く』なのかどうか区別がつかない部分が在ったのだ。

　だが今の台詞せりふを聞いていると彼女は彼女で一人の少女として省吾の事を好きでいてくれたという事なのだろうか。元の世界に居た時には特にもてた覚えも無いので、今一つ実感が湧わかない感じなのだが……

　しばし省吾はペルテアに掛けるべき言葉を探し――

「まあペルテアの場合は」

　とりあえず冗談で誤魔化す事にした。

「押し倒そうとしたら半殺しにされそうだったし」

「乙女の純潔を奪おうっていうんですから、その位は覚悟してくださいまし」

　笑いながらペルテアは言った。

　その時――

「ショウゴ様！　ペルテア！」

　屋敷の方から二人を呼ぶ声がする。

　ハーチェッタである。彼女は一階の窓を開け放ちそこから身を乗り出す様にして言った。

「『聖せい廟びよう』から――直ちに来てくれと！」

「…………」

　省吾はペルテアと顔を見合わせる。

『聖廟』――〈イコノクラスト〉の整備格納庫から呼び出しがかかる理由は一つしかない。

　またアレに乗らなければならないという事だ。

　だが――

「ペルテア！　対人戦闘装備を整えて用意して！」

　ハーチェッタは続けてソロン語でそう言った。

「対人戦闘装備って……〈代行者パニツシヤー〉が出たのではないの？」

「違うの！」

　ハーチェッタの言葉と同時に屋敷の裏口が開き、何やら大きなトランクを運ぶメリニ、セネカ、アフィニエの姿が出てきた。彼女等は裏口を出た処ところでトランクを開き、そこから黒い鋼の塊かたまりを取り出した。

　拳けん銃じゆうである。ホルスターベルトとそこに吊つられたナイフや予備の弾も在る。

　姫ひめ巫み女こ達はそれを腰に巻くと、次にトランクから銃身を短めに切り詰めたレバー・アクション形式のライフルを取り出した。自分達が装備を終えるとメリニはペルテアにも同じ装備一式を手渡していく。

「武装した〈エクノドラス真教会〉の修道士、教徒の大群が街を通過、真まっ直すぐ『聖廟』に向けて移動中だって報告が――多分『聖廟』を襲撃する積もりで」

「教会の連中が？」

　さすがのペルテアも驚いた様子で声を上げる。

「…………」

〈エクノドラス真教会〉。

　その単語を聴き取って省吾はふと脳裏にアネクテレアの街に居た一人の少女を想い描いた。全てを聴き取る事は出来なかったが、他ほかにも『襲撃』『修道士』『教徒』といった単語は理解出来た。

　まさか――

「ショウゴ様」

　ひどく思い詰めた様子でメリニが彼の名を呼ぶ。

「とりあえずは『聖廟』へ。最高機密たる『聖廟』の位置が知れたとすれば、この屋敷もエクノドラス真教会に知られている可能性が在ります。とりあえず『聖廟』に行った方が安全かと思われます――」

　言ってから。

「ですが……」

　メリニの表情が眼に見えて曇る。

　それだけで省吾は察した。

〈レネゲイド〉はただ省吾を守る為だけに彼を『聖せい廟びよう』に呼んでいるのではないのだ。彼等は省吾をまた〈イコノクラスト〉に乗せようと考えている。無論――起動するだけでも様々な危険を伴うというあの巨大擬神機をそうそう気安く使う事も無かろうが、いざという時には〈イコノクラスト〉を使って〈エクノドラス真教会〉の人間を蹴け散ちらす積もりなのだろう。

「五氏族族長会議はショウゴ様に……〈イコノクラスト〉への」

「メリニ」

　落ち着いた口調で省吾は遮さえぎった。

「行こう」

　そう言って口元だけで微笑ほほえんでみせる。

「……あ、はい」

　いざ出動ともなれば省吾は即再び拒否反応を起こすのではないかとメリニは考えていたのかもしれない。素っ気ない程の省吾の言葉に、一瞬戸惑った様子であった。

「大丈夫だよ。こういう事もあるかもしれないとは思っていたから。気乗りはしないけど何か方法は在る筈はずだ」

「は……はい」

　言ってメリニの先導に従い屋敷の中に入る。

　裏口のすぐ側そばに一枚の扉が在った。

　一見すると他ほかの部屋の出入口に付いている木製のものと大差無いが――これは実の所、鋼鉄製の扉に木の板を張り付けて擬装したものである。ハーチェッタとセネカが二人がかりで扉を引くと、鋼鉄の軋きしむ耳障りな音と共に開き、その奥には下へ向かう階段が続いていた。

　地下通路への連絡口である。

　非常時には脱出路としても使える様に――屋敷からも『聖廟』からも――設計されたものだ。地下通路には奇き蹟せき術の力によって駆動する小型の列車が置かれており、天候や障害物に悩まされず迅速に『聖廟』へと移動する事が出来る。

「行きます」

　セネカがこの期に及んでも淡々とした口調で告げる。

　彼女の呪じゅ文もん詠唱が終わると同時に列車――というか殆ほとんどトロッコの様なもので車輪の上に座席と奇蹟術機関を載せただけの様な代物だが――は大きく身震いしてから、『聖廟』へと向かって移動を始めた。



　　　

「ひぃーはははははははははは！」

　甲高く何ど処こか調子の狂った笑い声が高々と響く。

　行軍する者達は最初の方こそ怪け訝げんそうな表情を向けたりもしていたが、さすがに半日を過ぎると大半の者が無視する術すべを覚えた様だった。聴く者を苛いら立だたせる耳障りな笑い声だが――〈エクノドラス真教会〉の熱心な信者や修道士は何かを諦あきらめたり、あるいは何かに堪え忍ぶ事には慣れていた。

　調子外れの歪ゆがんだ笑い声にも。

　そして降り注ぐ雨の冷たさにも。

『聖戦』に向かう人々の足取りは乱れない。

「ひははは。出てこい出てこい出てこい。鋼の巨人めが。鋼の悪魔めが。御尊影に代わって、うひっ……ひひひ……成敗してくれる！　うひい……ひいひい……ひははは――」

　見開かれたままの血走った双そう眸ぼうは全く焦点が合っていない。痙けい攣れんし歪んだ口元は笑っている様にも泣いている様にも怒っている様にも見える。鼻孔は興奮して広がり、恐らく意識とは無関係に左の耳だけが独立した動物の様にぴくぴくと動いていた。

　弾薬の束を腰や肩に幾重にも巻き、両脇わきにはライフルを携えている。指は既に引き金に掛かっていて何度もカチカチと音を立てており――今は撃鉄が上がっていないから暴発を免れているが――いざ戦闘になれば敵味方構わず乱射しそうな雰囲気が在った。

「いぃーひひひひひひひ！」

　男は雨の中でライフルを振り回した。

　銃身で殴られそうになって――モーリィは咄とつ嗟さに身を逸そらしてこれをかわす。だが銃身から滴り飛んだ飛沫しぶきが頬ほおに弾はじけた。

「……トーマ、って言ってな。何度か会ったことがある」

　不意に肩越しに話し掛けてくる声がする。

　振り向くとそこには旧型のライフルを肩から提げたゲルベの姿が在った。

　さすがのモーリィも男に対する不快感が顔に出ていたのかもしれない。彼は明らかに壊れているその男を振り返りながら取り繕う様に言った。

「信仰心に厚くて、責任感も強い奴だったんだけどね――」

　憐あわれむ様な口調でゲルベは言った。

「ひと月、いやふた月以上も前になるかな。知っているだろう？　ラヴィゾンの街で『鋼の巨人』と『英雄』のお披露目が開催された時さ。現場に居合わせたらしい。丁度そのとき『御尊影』がお姿を現されたんだが、『鋼の巨人』は罰当たりにも『御尊影』に楯たて突ついた挙げ句、街を破壊した。幸運にもトーマは鋼の巨人の手にもかからなかったが、『御尊影』を前にしながらその御裁断を受けられもしなかったらしい。その結果――」

　あれさ――とゲルベはトーマを見た。

「そうなの……」

　――とだけ応じてモーリィは小さく頷うなずいた。

　実の所……彼女には他人の事情に構っている余裕も同情を覚える余裕も無かった。

　彼女が荒野で拾った少年ショウゴ。数日前にまるで最初から居なかったかの様に消えてしまった男の子。

　彼の事をずっと考えていた。

　どうして居なくなってしまったのだろう。

　何か不満が在ったのだろうか。だがそれならば、どうしてそうと言ってくれなかったのだろう。彼女はその為に言葉を教えたのではなかったか。意思を疎通し分かり合う為に言葉を知らない彼にそれを教えた筈はずだったのだ。

　なのに――

（……ショウゴ……）

　あの言葉も知らぬ哀れな少年の面倒を見る事が自分に与えられた贖しよく罪ざいの道だと思った。

　だからモーリィは一生懸命彼の世話をしたのだ。

　少年はモーリィ達との生活に馴な染じんでいる様に見えた。だからこそ余計に分からないのだ。彼が出ていく理由は無かった。少なくともモーリィには分からなかった。

「……未まだあいつの事を気にしてるのか？」

　ゲルベが尋ねてくる。

「ええ……」

「奴には奴のしなけりゃならん事が在ったんだろうさ。もう忘れろ。大事な『務め』の前に迷ってちゃ良い解放を迎えられねえぞ」

　彼等の教義では、迷いとは執着に起因するものでありそれは生という檻おりに魂を縛り付ける悪しきものである。何の迷いも持たず息をするかの様に自然に死を迎える事こそが彼等にとって最高の徳であり幸福であるとされている。

「そうね……」

　モーリィは頷く。

　街を抜け、森を切り拓ひらいて整備された一本道に足を踏み入れた頃ころから、雨足はいよいよ強さを増していた。

　モーリィは修道衣の上から粗雑な布製のマントを羽織っており、その頭ず巾きんを頭からすっぽりと被かぶっている。マントは雨を吸って重くなっていたが、そうでなくとも懐に持つ爆弾で、華きや奢しやなモーリィには相当の重みと化していた。

　雨模様の割に気温はさほど低くない。

　だがお陰で服の中は湿気に満ちており、下着が体に張りついて不快である。濡ぬれた黒髪も額にぴたりと張りつき、時々は毛先が漆黒の瞳ひとみをつついた。

「…………」

　殉教希望者達の列が延々と街を行く。

　時折、街の住人達が気味悪そうにモーリィ達を眺めている姿を見掛けるが、視線を向けると慌てて物陰に身を隠す。モーリィは彼等を憐あわれんだ。自分が業苦の中に居るとも知らず身を修めて解放される事も知らず、ただ獣の様にその日を生きている人々。

　彼等が真実に目覚められないのは残念な事だとモーリィは思う。

　そして彼等に偽りの希望と邪悪な欲望を吹き込む愚か者共を許せないとも思う。

「レネ…ゲイド……」

　視線を前方に戻してモーリィは呟つぶやいた。

　マント以上に足は重かったが、それでも歩は緩まない。

〈レネゲイド〉。

　人として背負う原罪を忘れ、『鋼の巨人』なるものを創り出した秘密結社。

　神殺し〈五人の罪人〉の末まつ裔えい。

『御尊影』に抗あらがう、忌々しき存在。

「――レネゲイド」

　教敵に鉄てつ槌ついを。

　摂理や偶然や『御尊影』による解放ではなく人の手になる罰としての『死』を。

　雨の中をモーリィは延々と歩いていく。

　何ど処こか遠くで雷が天を裂く低い轟ごう音おんが響いていた。



　　　

　実の所――〈エクノドラス真教会〉の接近に〈レネゲイド〉は浮き足立っていた。

　元々秘密結社たる彼等を守る最も大きな盾は非公然性、つまりはその存在を隠す為の情報の管理と操作である。当然ながら『聖せい廟びよう』にも大規模な兵力を常駐させる訳にはいかない。施設はともかく頻繁で大量の人間の出入りはどうしても情報の漏ろう洩えいに繋つながるからだ。

　例えば……千人の人間が隠れている場所となれば、ただ千人分の居住空間を用意すれば良いという訳ではない。何から何まで自給自足するのでも無い限り、当然ながら千人分の食料や生活必需品を手配し、購入し、そしてそれを搬入しなければならないのである。

　これが他者の眼につかない筈はずが無い。

　搬入作業は無論の事、まとまった数を買い入れればどうしても不審に思う者が出てくる。

　故に……『聖廟』に常駐している〈レネゲイド〉の人間は実の所そう多くはない。無論、常に多少の変動は在るが、せいぜいが三百人前後といった処ところだ。

　対して――迫り来る〈エクノドラス真教会〉の者達は一万を超えるらしい事が報告されている。たった数日で掻かき集めたとは思えない数だ。信仰に狂う者達は時に常識さえも覆す。しかも別の報告では数万を超える集団が後続に控えているとも言われている。

　まともに闘ってはとても勝ち目は無い。

　籠ろう城じよう戦においては攻め手は守り手の数倍の兵力が必要とされるが――文字通り桁けた違いの相手ではとても持ち堪こたえられまい。ましてや相手は死を怖おそれない殉教志望者の軍団だ。己の死を顧みないその戦い振りは、たとえ戦闘訓練を受けていない素人であったとしても侮れない。

　故に――

「各地の構成員を呼び寄せて戦力増強を……いや挟撃を提案する！」

　パルマスの焦燥に満ちた甲高い声が族長専用会議室に響く。

　その表情は引きつり明らかに焦燥と動揺で正常な判断力を失っていた。『挟撃』などともっともらしい言葉を取り繕う余裕は未まだある様だが、血走った眼は落ち着き無く動いて無意味な視線を辺りにまき散らしている。

「早く可決を！　奴等が此こ処こに侵入してくるのも時間の問題だぞ！」

「落ち着かれよ――ルースポリテ卿きよう」

　低い声でバルドは言った。

　残り三人の族長――タイロイド、ネロ、ゼブロンもバルドの言葉に賛同する様に黙然としている。長たる者が浮き足立っていては勝てる戦も勝てない。その事が他ほかの者は分かっているのだろう。

「これが落ち着いていられるか！　『聖せい廟びよう』に侵入されればどうなるか！〈エクノドラス真教会〉の奴等――何をしでかすか分かったものではない！」

　普段は権勢の強弱を気にしてバルドには敬語を使うパルマスであるが、今は興奮しているせいかそうした気遣いは吹っ飛んでしまっている。もっともその事をバルドもいちいちとがめ立てはしないが。

　確かに状況は良くない。

　既に〈エクノドラス真教会〉の連中は『聖廟』付近に展開しているという。

　斥候からの報告では、彼等は『聖廟』の正確な場所は未だ把握していないらしいが、大まかな位置は掴つかんでいるらしい。

　一体何ど処こから情報が漏れたのか。

　何処まで情報が漏れているのか。

　もし各所に擬装した『聖廟』の出入口まで知られているのであれば、陥落は時間の問題だろう。いや――そこまでは知られていないとしても、彼等がその気になって調べればすぐに『聖廟』は発見されるだろう。〈イコノクラスト〉の発射口ともなる縦穴――正確にはその蓋ふたの部分には、それなりの擬装が施されてはいる。遠目にはただの平原にしか見えまい。だが近距離から数千数万の眼を欺ける程の緻ち密みつな擬装ではない。その様な事は想定されていないし――そもそも不可能だ。

『聖廟』に侵入されればもうそこで〈レネゲイド〉の負けだ。

　無論――〈レネゲイド〉側とてただ手をこまねいている訳ではない。

　警戒地点を設け、最終警戒地点には百数十人からなる守備隊を『聖廟』内へと続く重要昇降口付近に待機させている。隊内には奇き蹟せき術師も含まれており、基本的に奇蹟術師を含まぬ筈はずの〈エクノドラス真教会〉に対しては多少有利な点も在る。

　だがそれとて精々が時間稼ぎにしかなるまい。

「あまりにも数に差がありすぎる」

　重々しく言うバルドの意見は他ほか四人の族長の代弁であった。

　その時――開かれたままの入口から伝令役らしい若い男が駆け込んできた。非常時という事で扉は開け放したままだ。報告が在れば気にせず入って来て良いとバルドは部下達に告げていた。

「報告します！」

　青ざめた表情で伝令役の男は言った。

「先刻第三警戒地点を通過した修道会軍は第四警戒地点に到達。二番昇降口付近で待機中の防衛隊と遭遇、交戦。しかしながら――」

「しかしながら、何だね！」

　タイロイド・マブロが声を荒げた。

　パルマスよりは未まだ冷静な様だが――いよいよ現実に敵が迫ってきているとあっては内面の動揺を隠しきれなくなっているのだろう。

　権謀術数の世界にはそれなりに慣れていても彼等は『戦場』を知らない。圧倒的な暴力の渦の中で命のやり取りをした経験が無い。それが彼等の上に被かぶせられていた余裕の仮面をあっさりと剥はぎ取っていた。

「防戦一方であります！」

　伝令は単刀直入に告げた。

「死傷者は？」

　ゼブロンが重い口を開く。

「正確な数は不明ですが――既に二割近い者が戦闘不能との事で……」

「ふむ……」

　眉み間けんに皺しわを刻んでゼブロンは頷うなずいた。

　このインペラス家の長は、若い頃ころには武術修行の為に各地を放浪していたという経歴も在って、こういった修羅場にはかなりの慣れが在る。五氏族族長会議では末席ながら〈レネゲイド〉の『武』の象徴とも言うべきゼブロンの落ち着き振りを観みて、伝令の顔色も多少の赤味を取り戻していた。

「下手に定位置を死守しようと思うな。一いつ旦たん後退して相手の隊列が伸びるのを誘い、そこに集中攻撃を掛けて確実に先頭を叩たたき潰つぶせ。教会の狂信者共はそれでも怯ひるまぬであろうが、少なくとも通路に折り重なる死体や負傷者は前進の妨げになる。相手は大群だが多くは戦闘訓練も行軍訓練も受けていない素人だ。組織だった移動には慣れていない。そこを突けばより確実にその数を削れる」

「りょ……了解しました！」

　珍しく長々と語られるゼブロンの言葉に何度も頷うなずき、バルドの『下がれ』の一言で弾はじかれた様に伝令は飛び出していった。

「さてどうしたものか。戦況をどう見るね――インペラス卿きよう？」

　バルドの言葉にゼブロンは一同を見回し――言った。

「率直に言おう。絶望的だ」

「あ……諦あきらめが早過ぎるのではないかねっ？」

　パルマスが喚わめく。

　だがゼブロンは落ち着いた口調で続けた。

「『聖せい廟びよう』の最大の守りは『存在を知られぬ』事だった。この場の存在が露呈した時点でそもそも我等の負けなのだ」

「し……しかし」

「卿は挟撃を提案されていたが、これは現実味が薄い。この時点で呼び寄せて間に合う位置にまとまった戦力は無い。武装の用意も無い。リヴィス社の社員はプロトロスの街に居るが、殆ほとんどは〈レネゲイド〉とは関係の無い者達だ。たとえ呼び寄せたとしても一万の軍勢に対して数百の援軍が役に立つとも思えん」

　ゼブロンの口調は淡々としたもので――語る内容も至極簡潔、そこに疑念を差し挟める様な部分は無い。

「時間を稼ぐ事は出来るがそれは向こうにも有利に働く。そもそも相手はこのソロン全土に信者を持つ宗教団体だ。今回は無理矢理掻かき集めた為に僅わずか一万余りの軍団でしかないが、『聖戦』に浮かれて集まってくる殉教志願者共は後を絶つまい。長引けば長引く程に敵の勢力は膨れあがる。卿は〈エクノドラス真教会〉の修道士や信者の総数を御存知か？」

「…………」

「ではどうすれば……？」

　タイロイドの問いにゼブロンは束つかの間ま眼を閉じ――そして答えた。

「飛行船による〈イコノクラスト〉の搬出――この『聖廟』の放棄」

「それは……しかし」

「たとえ『聖廟』を失っても、リヴィス社の施設を使えば〈イコノクラスト〉の整備は未まだ可能だ。だが今此こ処こで『聖廟』を守る事に拘泥すれば〈イコノクラスト〉をも失う事になる。そうなれば我等五百年の悲願は泡と消える――違うかね？」

　ゼブロンの言葉に黙り込むパルマスとタイロイド。

　だが――

「――異議あり」

　白い手が挙げられる。

　振り向いた四人の視線を受けてネロは艶あでやかに微笑ほほえんで見せた。

「インペラス卿。お忘れになっては困ります――我等最強の戦力を」

「…………貴様」

　一瞬――ゼブロンの眼が鋭さを増す。

「人間を相手に――アレを使うというのかっ！」

「この際綺き麗れい事ごとを言っている場合ではないでしょう」

　澄ました顔でネロは言った。

　常人ならば思わず腰が引ける程のゼブロンの怒気を真正面から浴びながら、しかし彼は全く怯おびえも焦りもせずに続けた。

「殉教したいと言うのならさせてやれば良いのです。彼等も本望でしょう――自らが崇あがめる『神』に屠ほふられるのならば」

「それが最も確実な方法か」

　バルドが頷うなずいた。

　ネロは礼を言うかの様に彼に微笑ほほえみ掛けると静かに立ち上がる。

　オトルチ家の若き長は、舞台の上の役者の様な何ど処こか気取った仕草で議事室の側面に設けられた巨大な窓に歩み寄った。

　窓の向こうは『聖せい廟びよう』の中心部――つまり〈レネゲイド〉の誇る最強の巨大擬神機〈イコノクラスト〉の格納基地である。

「既に別室で待機なさっておられるのでしょう？」

　最終兵器の巨大な胎はらとも言うべき縦穴を見下ろしながらネロは両手を広げた。

「今こそ御登場頂こうではありませんか――我等の『救世主』殿に」



　　　

『〈イコノクラスト〉覚かく醒せい準備――第一段階開始！』

　伝声管を伝って届けられる姫ひめ巫み女こ筆頭の声によって『聖廟』は高揚感に包まれた。

　秘密結社〈レネゲイド〉の最高傑作にして最大戦力。

　超巨大擬神機〈イコノクラスト〉の存在はある意味で五氏族族長会議にも優る〈レネゲイド〉の力の象徴である。その力は圧倒的で絶対的。故にこそ〈レネゲイド〉の者達は他ほかの何を信じずとも〈イコノクラスト〉の勝利を信じる。それが戦いに出るというのなら〈レネゲイド〉の者達にとって希望は無限の彼方かなたを意味しない。

『『聖遺物』励起！　奇き蹟せき術式展開！』

　作業員達が大型擬ぎ神しん杖じようを『聖棺』接続し、引き金を引いた。

　爆薬が鋭い音を轟とどろかせ、大型排気用シリンダーを強制作動。瞬間的に玄室の空気が排出され、真空に被爆して即座に励起状態に持ち込まれた『聖遺物』が聖光を放出。放出された聖光は奇蹟師で以もつて結成されている作業員達が聖句によって制御。

　大型奇蹟杖じようの奇蹟が創出する『本物の真空』――先の炸さく薬やく式ポンプによって作られた紛い物の真空ではなく、ありとあらゆるものを遮断した『虚無』という名の絶対的『真空』が、『聖遺物』を包み込む。

　神を究極の孤独と恐怖に陥れ、神に世界を創らせた『虚無』。

　それに晒さらされた時、『聖遺物』は最大限に力を発揮する。

『頭部――励起確認！』

『右腕部――励起確認！』

『左腕部――励起確認！』

『右脚部――励起確認！』

『左脚部――励起確認！』

『聖光発生率毎秒六八奇き蹟せき単位――尚なおも上昇中！』

『余剰聖光迂う回かい弁解放！』

『感染共鳴回路起動確認！』

　伝声管を駆け巡る声はいつにも増して怒号めいている。

　焦りではない。

　確かに〈エクノドラス真教会〉軍と攻防を繰り広げる防衛隊苦戦の報告は既に出回っている。だが同時に嵐あらしの様相を呈してきた空模様がどうやら味方しているらしいことも知られていた。ならばこそ余計に〈イコノクラスト〉さえ出撃すれば、という空気が作業員達の間にも流れている。彼らの声にも熱がこもるのも当然だ。

　姫ひめ巫み女こアフィニエの叫びが響く。

『〈イコノクラスト〉覚かく醒せい準備――第二段階開始！』

　奇蹟師達が第二段階に作業を移行する。

『『聖棺』固定解除！　移動開始！』

　轟ごう音おんを伴って蒸気機関に駆動された『聖棺』が塔から出現し、軌条レールの上を滑り出る。

　眩まばゆいばかりの聖光と蒸気を放ちながら、五つの『聖棺』が接近。

　やがて――

『聖光共鳴を確認！』

『聖域発生！』

　五つの聖域が溶け合い、一つの聖域として明滅を始めた。

　空気が唸うなる。

　この場に満ちて溢あふれる不可視の力に晒され、空間自体が震えているのである。

『『聖棺』結合！』

　硬く重い金属同士の衝撃音が縦穴に響き渡り、機械整備班員達はソリッドレインに備え、蜘く蛛もの子を散らす様に五つの『聖棺』から速やかに退避した。

　五つの棺が咆ほう哮こうを上げる。

『聖棺』内部で連続作動する大型擬ぎ神しん杖じようの使用した空薬やつ莢きようが、棺横の排はい莢きよう口ぐちから音を立てて降り始めた。

　薬莢の雨が止やみ、再びメリニの声が『聖せい廟びよう』内部に響き渡った。

『〈イコノクラスト〉――結合！』



　　　

　正直――再び〈イコノクラスト〉の御者席に座るのは怖かった。

　だが発作的な嘔おう吐と感に襲われる事も無ければ、恐怖に襲われて錯乱する事も無く、省吾は落ち着いて御者席に革帯で固定されていた。無論……気持ちの良いものではない。気を緩めればあるいはまた吐いてしまうのかもしれない。だがとりあえず省吾は意志の力で自分自身を支配下に置く事には成功していた。

　メリニの事を考えると落ち着く。

　先の見えない地獄の如ごとき道を行くのではなく、自分が帰るべき先が在るという事実が省吾を安定させているのかもしれない。宛あての無い過酷な道行きは人を容易たやすく不安と混乱に陥れるが、目的を定めて走り抜けるのであれば、人は終わりを夢見て耐える事が出来る。

　とはいえ――

（エクノドラス真教会……）

　その言葉から連想するのはやはりモーリィやゲルベ、レプトといった共に暮らした人々の事である。迫り来るエクノドラス真教会の軍勢の中に彼女等も含まれているのだろうか。

（モーリィ……）

　彼女が銃を掲げて誰だれかを撃つなどという図は全く想像出来なかった。

　出来れば彼女等が問題の軍勢に含まれていなければ良いのに――とも思う。

　無論……軍勢の中にモーリィが含まれていようといまいと、省吾はエクノドラス真教会の者達を皆殺しにする積もりなど毛頭無かった。

　五氏族族長会議はそれを期待している様だったが、ここで言われた通りに大量殺さつ戮りくを行うのならそれは以前と全く同じだ。今此こ処こで五氏族族長会議に正面きって反抗するのは得策ではないが、かといって彼等の操り人形になってもいけない。

　付け焼き刃ではあるが省吾はセネカに幾つかの事を確認していた。

〈イコノクラスト〉は巨大擬神機である。それはつまりこの巨体は何千何万という小さな奇き蹟せき術機関の集合体であると同時にそれ自体が一個の擬ぎ神しん杖じようであるとも言える。かつてこの世界そのものを構築したという神の遺体をその中枢部品として納め、理論上はその奇蹟術としての出力に上限は無いと言われている。

　ならば。

　省吾の意志力と脳の処理能力――奇蹟術の主体としてその効果を制御する能力によっては、どんな現象でも顕現する事が可能な筈はずだ。通常は精神集中や各種調整に時間が掛かり過ぎる為に、事前に用意された奇蹟術式を組み合わせて使うが、姫ひめ巫み女こ達の支援が在れば強制的に同調率を上げ、その場で新たな奇蹟術式を記述して起動させる事も理論上は可能なのである。

　例えば奇蹟術で睡眠作用の在る霧を作り出して相手の軍勢を昏こん倒とうさせるといった事も。

　あるいは半重力場の様なものを作り出し、軍勢を全員宙に浮かせてしまうといった事も。

　省吾の認識力が及ぶ限りは可能な筈はずなのだ。

　幸い、教会の軍勢の武装は大半が刃物と小銃で、奇き蹟せき術や大砲の攻撃はまず無い。

　故に省吾は慌てず〈イコノクラスト〉の装甲に守られながら適切な奇蹟術を行使する事に集中すれば良いのだ。

　出来れば人死にを出さずに――というのが甘い考えなのは分かっている。

　相手はこちらを、省吾も含めて全員を皆殺しにする積もりなのだ。こちら側だけ相手の命に気を使っても死傷者は減らないだろう。単に教会と〈レネゲイド〉――どちらの側に死者が増えるかというだけの違いだ。

　だがそれでも省吾は可能な限りに人死にを出さない方向を選ぶ積もりだった。

　人の死に慣れてはいけない。

　人の死を許してはいけない。

　自分が抗あらがうべきはあまりに人の命を軽く扱うこの世界の不条理そのものだからだ。

『安全弁解放』

　姫ひめ巫み女こ達が作業を進める声が響く。

　同時に――頭ず蓋がいに刃物を差し込まれる様な感覚が何の前触れもなく襲い掛かってきた。

　脳のう味み噌そを掻かき回される様な苦痛と不快感に省吾は無意識の呻うめきを洩もらし、全身が痙けい攣れんするのを自覚する。

『主制御室聖光流入』

　白く柔らかな聖光の輝きに、主制御室の闇やみが駆逐された。

　だが苦痛に紅あかく染まる省吾の視界ではそれを認識する事は出来ない。歯を食いしばって省吾は耐えた。この現象がそう長く続かないのは分かっている。これは感覚同調が終了するまでのもので――言ってみれば省吾と〈イコノクラスト〉の感覚を繋つなぐ際の摺すり合わせなのだ。完全に一体化してしまえばこの苦痛は消える。

『類比共鳴回路起動』

『補助奇蹟杖じよう起動』

『感覚同調開始』

　頭の中が曖あい昧まいに霞かすむ。

　やがて――全ては一転し明めい晰せきさを得たかと思うと、様々な情報が一斉に省吾の意識へと流れ込んできた。

　更に〈イコノクラスト〉との同調が進む。

　同調と言うよりもそれは侵略に近い。強制的に〈イコノクラスト〉の神経システムに接続されてその中に組み込まれ――互いの境界線が曖昧になる。

　侵略しているのか、されているのかは分からない。

　異物が浸透するのを感じる。異物に浸透するのを感じる。

　ふと――

（…………来た）

　視線を感じた。

　勿もち論ろん、主制御室には省吾一人だけだ。

　視線は感覚的なものである。そのはずである。けれど脳の奥から凝視されている様な、胸の奥から覗のぞき込まれている様な――そんな視線。それを感じる。

　過去三度の搭乗でこの奇妙な感触には覚えが在った。

（お前は誰だれだ）

　省吾はそいつを知っている。

　知っているが――知らない。

（一体お前は――）

　問うても無駄だ。返事はない。

　冷ややかな視線。嘲あざける視線。弄もてあそぶ視線。隙すきを窺うかがう視線。

　ただ視線だけが送られてくる。

　そいつは何も答えない。身じろぎすらしない。

『虚無』の中にただうずくまっているだけ。

　だから省吾はそれ以上何も問わない。先の質問も一種の儀式の様なものだ――それが確かにそこに居る事を確認する為の。

〈イコノクラスト〉に同調し、その感覚を掌握することに専念した。専念しなければ視線の主に何もかも――自分の人格さえもが奪い去られそうな気がした。それ程にその視線はねっとりと嫌らしくまた無慈悲な何かを秘めていた。

　視覚。聴覚。嗅きゆう覚。触覚。

　味覚以外の四感が脳に突き刺さる。

　そして――

「っあああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　省吾は高々と絶叫した。



　　　

『〈イコノクラスト〉覚かく醒せい準備――第四段階開始！」

　ペルテアの声が飛んだ。

　総計六十四の擬ぎ神しん杖じようが爆音を伴って術式を展開する。

『免疫抑制術式第一段階から第三段階まで展開！」

『第一聖遺物拒絶反応、無し』

『第二聖遺物拒絶反応、無し』

『第三聖遺物拒絶反応、無し』

『第四聖遺物拒絶反応、無し』

『第五聖遺物拒絶反応、無し』

『制御術式展開』

『制御反応問題なし』

　重なり合う様な爆音が鳴り響き、免疫抑制やその他の調整用奇き蹟せき術式を打ち込むたびに『聖棺』から排出される夥おびただしい数の空薬やつ莢きようが、土砂降りの熱く硬い雨と化して『聖せい廟びよう』の床を打つ。

　出撃作業は確実かつ迅速に進められた。

　その様子を――五人の族長全員が議事室の窓から見下ろしている。

「これで一安心という処ところですかな」

　順調な作業を眺めつつパルマスがようやく落ち着いた声で言った。

　先程までの焦燥振りが嘘うその様である。

　確かに……いざ〈イコノクラスト〉が出撃すれば人間など象の前の蟻あり同然である。

〈エクノドラス真教会〉の連中がどんなにソロン全域に呼びかけて熱狂的な信者を掻かき集めようが、どんなに強力に武装してこようが敵ではない。これは鋼鉄の肉体を与えられ蘇そ生せいされた神なのだ。人間の力でどうこう出来る相手ではない。

　だが――

（不安要素や懸案事項は未まだ残っている）

〈イコノクラスト〉を見下ろしながらバルドは考える。

　先まず――ショウゴ・カシバの精神面。

　ただ人間の犠牲者を出す事にさえ相当な罪悪感を感じていたのだ。〈イコノクラスト〉を対人兵器として使う事に抵抗感が無い筈はずが無い。何な故ぜか今回は素直に搭乗した様だが、それはそれで単に壊れきって自主性が喪失したのか、あるいは何か小こ賢ざかしい事を考えているのか……何にしても要注意ではある。

　そして――もう一つ。

　こちらの方が問題としては深刻だろう。

「一体どこでしょうね？」

　傍らに立つネロが銀の前髪を指先で弄いじりながら話し掛けてきた。

「情報の出所は」

　特に声を潜めている訳でも無かろうが――出撃作業の轟ごう音おんが響き渡る縦穴の中では自然とバルドにしか届かなかった様だ。他ほかの三人の族長に反応は無い。

「さて――な。何にしても不心得者を洗い出す作業を徹底するべきだろうが」

　どう考えても今回の襲撃は〈エクノドラス真教会〉側に情報が漏れていたとしか思えないのだ。元々この『聖廟』は巨大施設であるが……一応の擬装はしてあるし、〈イコノクラスト〉出撃の際にも擬装用の奇蹟術式を展開している。

　まして〈イコノクラスト〉は表向きにはリヴィス社が製造し運用している事になっている。彼等が本来向かうべきはリヴィス社社屋であって、この『聖廟』ではない筈なのだ。

　だが今回――〈エクノドラス真教会〉の者達はリヴィス社の在るプロトロスの街をただ通過し真まっ直すぐこの『聖せい廟びよう』の在る地域を目指して進んできた。また〈レネゲイド〉が真の〈イコノクラスト〉運用主体である事にも気付いているらしい。

　これは異常な事だ。

　この五百年間――〈レネゲイド〉は秘密結社として地下に潜り、不確かな風聞の領域に自らの存在を沈める事によってその身を守ってきた。それが一朝一夕で白日の下に晒さらされるとは考えにくい。

　まして〈エクノドラス真教会〉が『聖戦』を決意する程の信しん憑ぴよう性を備えた情報提供となると……それは一体誰だれの手によってどのように行われたのか。

「内部の者の裏切りとは限りませんよ」

　ネロがむしろ楽しげに告げる。

「連中は宗教団体ですからね。神のお告げでもあったのかもしれない」

「神――ね」

〈イコノクラスト〉を見下ろしながらバルドは皮肉げな笑みを浮かべた。

「〈代行者パニツシヤー〉が神託でもしたかね？」

「まさか」

　ネロは肩を竦すくめる。

　当然――この会話は冗談だ。〈代行者〉はただ単に人間を惨むごたらしく滅ぼすだけのものだ。ひたすらに一方的で意思の疎通など有り得ない。言葉を発するがそれはいつも同じ呪じゅ詛その文句であって――わざわざ何か人間に教えるなどという事例は今までに無い。

　だが……

「何にせよ詳しい調査の必要はありますね」

　小さく顎あごを引きながら、バルドは横目で銀髪の青年を見た。

　口の端は笑みを作って持ち上げられていたが、銀色の瞳ひとみに笑いの色はなかった。

『起動制御用擬ぎ神しん杖じよう第一群解除！』

『第二群解除！』

『第三群解除！』

〈イコノクラスト〉出撃はもう目前であった。



　　　

『〈イコノクラスト〉起動最終段階――自律制御奇き蹟せき術式展開！』

　姫ひめ巫み女こ筆頭メリニ・コードランの号令が再び飛んだ。

『平衡制御奇蹟術式問題なし！』

『監視用奇蹟術式問題なし！』

『感染奇蹟術式操作体系問題なし！』

　矢継ぎ早に飛んでくる、各部状況を知らせる報告。

『主制御室安定！』

『感覚同調終了！』

『各部動作信号確認！　全制御術式、順調に作用中！』

『緊急停止用原罪物質注入！』

『最終安全装置解除！』

〈イコノクラスト〉の最終安全装置である十六本の擬ぎ神しん杖じようが、大量の空薬やつ莢きようや爆発をばら撒まきながら解除される。

　まるで重い罪に喘あえぐ咎とが人にんの如ごとく、鋼鉄の擬神は一瞬、項うな垂だれるかの様な姿勢で静止する。

　そして――



　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！



　一転――全身を伸ばし高らかに咆ほう哮こうして両手を掲げた。

　その巨体の動きに抉えぐられた空気も、轟ごう――と唱和する様に鳴動する。人間と同様の何気ない動きですらも、それは風を巻き起こし地響きを生み出す。存在そのものが周囲の環境に無視出来ない影響を及ぼす。

　これが〈イコノクラスト〉だ。

　そしてそれは――神そのものだった。

『〈イコノクラスト〉起動！』

『起動成功！　続いて緊急射出設備起動！』

　号令が飛び、『聖せい廟びよう』の真上から重々しい振動と地滑りめいた轟ごう音おんが伝わってくる。何枚もの巨大な蓋ふたが内壁へと引きずり込まれた。

　外は嵐あらしらしいが雨は大して降り込んでこない。青白い雷光だけが不気味な木こ洩もれ日びめいて閃ひらめく。目め眩くらましとして蓋の上に撒かれていた土や草がばらばらと落ちていた。

　それに混じって何か細いものが落下してくる。

　一瞬戸惑う作業員達。

　しかし出撃作業は、止まらない。



　　　

（――糸？）

　頭上の蓋が開くと――雪崩れ込んでくる青白い光の中に細い糸の様なものが揺れているのが見えた。まるで蜘く蛛もの糸の様な細さだが白くはない。むしろ麻の様な色をしている。

　いや。違う。糸ではない。

　糸の様に見えたのは省吾の五感が〈イコノクラスト〉の『眼』に合わせて調整されているからだ。味覚を除く省吾の四感は奇き蹟せき術の感覚同調回路によって〈イコノクラスト〉と同調しており、巨大擬神機の各種感覚器に受け取る情報はそのまま省吾の脳に送り込まれる。故に省吾は自らが巨大化した様な錯覚を覚える。

　たとえ何かが小さく見えてもそれは〈イコノクラスト〉の体たい躯くとの比較でしかない。実際には細いどころかかなり太いものである筈はずだった。

　これは――

（……縄か）

　頭上で青白い光が閃ひらめく。

　どうやら外は荒れ模様らしい。雨と稲妻の光に晒さらされながら〈イコノクラスト〉は悠然と『聖せい廟びよう』の底に立ち尽くしている。

　出撃作業は続行中である。

　普段は遠方に向けて射出されるのが基本だが、今回は『敵』は『聖廟』の近くに展開している。浮遊術式を展開して縦穴の外に出――そこで教会の者達を手段を問わず駆逐せよ、というのが省吾に与えられた命令だった。

　手段を問わず。

　ならば好きにやらせて貰もらう――省吾はそう考えていた。

　出来るだけ人死にの出ない方法で、と。

　しかし……

（馬ば鹿かな……何をしてるんだ……あの連中は!?）

　省吾は愕がく然ぜんとする。

　縦穴の縁から降ろされているのは確かに縄だ。そしてその縄を伝って何人もの教徒や修道士達が『聖廟』の中に降りてくる。

　だがそもそも『聖廟』は深い。省吾の不確かな感覚でも三百メートル近くある事は分かる。下から見上げれば――穴の縁はおよそ七十階を超える超高層ビル程の高さに在る。

　そんな処ところから縄を使って降りる。

　正気の沙汰ではない。

　事実、ロープはせいぜいが五十メートル程であった様で、先頭で降りてきた修道士や教徒はそれ以上下に降りる事が出来ずにそこで止まっている。だが上からは更に後続の者達が降りてくる。

（や……やめろ、馬鹿！　切れる！　落ちる！）

　省吾は喚わめくが――彼の声を外に出す機能は〈イコノクラスト〉には無い。

　代わりに奇蹟術通信を介して姫ひめ巫み女こ達には伝わったのか、セネカの声が省吾の脳裏に響いた。

（ショウゴ様――先に御提示頂いた戦術の中でも第三案が現況では有効かと思われます）

（御要望の術式ですが、せめてあと三十エンゼ……いえ、ええと十分ばかり頂ければ何とか……！　ああもう……第六段から先、セネカ、そっちで組んで！）

　ハーチェッタが焦燥に濁った声を飛ばしてくる。後半はソロン語になっていた。

　第三案。

　それは浮遊力場を〈イコノクラスト〉の周囲に展開し襲撃してきた〈エクノドラス真教会〉の軍勢を全て空中に浮かび上がらせてしまう事だった。元々は〈イコノクラスト〉に装備されている術式の一つを応用するものだ。これは浮遊中の移動速度が遅い為に少なくとも対〈代行者パニツシヤー〉戦では使う機会が無かったのだ。

　本来〈イコノクラスト〉の途方もない質量を浮かび上がらせる事の出来る術式である。緻ち密みつに計算した訳ではないが、人間の数千人など容易たやすく空中に浮かばせる事が出来る筈はずだ。これについてはハーチェッタとセネカに確認してある。

　無重力状態に晒さらされた人間は大抵が行動不能になる。そもそも空中でまともに姿勢制御する手段を人間は持っていない。まして――省吾の居た世界の人間ならばともかく、『無重力状態』という状況に対する知識を全く持たないソロンの人間には、咄とつ嗟さにどう対処して良いかも分からない筈だ。

　これで彼等を無力化する――それが省吾の立てた作戦の第三案だった。

　だが……



　　　

〈背教者レネゲイド〉共の巣そう窟くつは教徒達の予想以上に深かった。

　以前、ラヴィゾンの街で目撃された鋼の巨人を収める穴だという事は分かっていたのでそれに見合うだけの長さの縄は何十本と用意されていた。巨人の居る縦穴にこれで降りて爆弾をしかけ、邪悪な背教者のアジトもろともにこれを粉砕する……それが『聖戦』の大まかな概要だった。

　あまりにも大雑把で乱暴な方法だ。とても戦術とも戦略とも言えない。

　だがそもそも軍団として『戦争』をする事に〈エクノドラス真教会〉の者達は慣れていなかった。いや――そもそもこの五百年、ソロンの大地において大規模な戦争行為は一度も行われていない。せいぜいが数十人単位の小規模な紛争でしかない。故にそもそも戦争という行為に何が必要なのか理解している者が殆ほとんど居なかったのだ。

　まして彼等は『聖戦』による殉教を切望する者達である。

　戦力の損耗だの効果的な戦術だのを気にする筈も無い。そもそも戦術や戦略とはいかに被害を少なくして効果をあげるかという戦争行為の効率化の為に考え出されたものだ。だが元から被害を気にしないので在れば全く意味が無い。

　ともあれ――

　ろくな計画も無いままに開かれた縦穴の縁に縄を掛け、〈エクノドラス真教会〉の者達はその中に降りていく。長さが足りないのは見てすぐに分かった筈なのだが、熱に浮かされたかの様に彼等は我先にと縄を伝っていく。

　縄の先端に達した者は片手で銃を乱射し手投げ弾を投げながら『聖戦！　聖戦！』と叫んでいた。鈎かぎ付きの紐ひもを側壁に投げて引っかけ、それを伝って移動しようとしている者も居る。元々きっちりとした戦術が在る訳ではないので、それぞれが好き勝手ばらばらに行動していた。

　そんな中――

「…………」

　ゲルベとモーリィは未まだ穴の縁に居た。

　二人は他ほかの先行する者達の為に、周囲の木に縄の端を結び付けて固定する役を負っており……出遅れたのである。

　だがお陰で縄の先で行き詰まる事も無かった。

「くそ……予想以上に深いな。どうする。此こ処こから爆弾投げ降ろすか？」

「そうするしかないかも」

　出来れば近付いて爆発させたかったが、これではとても無理だろう。あるいは此処から攻めるのは諦あきらめて人間用の出入口の方を攻めている仲間達に合流するか。

　そんな事をモーリィが考えた……その時。

「ひいいいいい――ははははははははは！」

　叫びながら例の頭のおかしい男――トーマが笑いながら銃を掲げ、穴に向かって突進していく。命綱は……無い。だが誰だれも彼を止めなかった。無駄死にという概念はエクノドラス真教会の教徒には無い。

「はがねのぉ！　きょじいいいいいん!!　ぶち……ぶちころして！　ひははあ！」

　むしろ清すが々すがしい笑顔でトーマは飛んだ。

　飛んで――ゆっくりと放物線を描きながら穴の中に落ちていった。

「…………」

　モーリィはただその姿を黙って見つめていた。

　彼の魂に幸在れ。先に解放された者に自由在れ。

　心の底でそんな祈りを捧ささげ――



　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！



　モーリィの祈りを真っ向から否定するかの様に咆ほう哮こうとも地鳴りともつかぬ轟ごう音おんが穴の底から噴き上げてきた。

「――なにっ!?」

　ゲルベが驚きよう愕がくの声を上げる。

　穴の底に消えた筈はずのトーマの姿が――まるで時間が逆に流れるかの様に空中に戻ってきた。喜劇的とも言える情景だ。トーマ本人もさすがに驚いたのかきょとんとした表情を浮かべて辺りを見回している。

　いや。それだけではない。

　縄が大きく波打つ。

　ただ下方に向かって垂れ下がるだけの筈はずのそれらは、人間の錘おもりをぶら下げてさえ、条理常識を無視して折れ曲がり、蛇が鎌かま首くびをもたげるかの様に先端を持ち上げてきた。同時に驚きで手を離してしまった者達もまるで蒼そう天てんを漂う雲の様に空中に支えも無く浮かび上がってくる。

　一体何が起こったのか。

　呆ぼう然ぜんとしているモーリィ達の前に――轟ごう音おんと共に巨大な何かがせり上がってきた。

　初めに見えたのはまず鋼鉄の黒い顔。

　空気が唸うなりそれは瞬またたく間に雄お叫たけびに変化する。あまりにも膨大な質量の移動が生み出す空気の鳴動である。

　そして――

「はがねの……きょじん……」

　呆然とモーリィは呟つぶやく。

　未まだ地表に残っていた〈エクノドラス真教会〉の教徒達が呆然と見上げる中――人間の数十倍という鋼鉄の巨体を見せ付ける様にして〈レネゲイド〉の対〈代行者パニツシヤー〉用最終兵器がその姿を現す。

　光を吸い取るかの様に黒く全身に禍まが々まがしい突起物を幾つも備えたその威容。

　人と同じく頭部と四肢を備えつつも明らかに何ど処こか均衡の狂ったその体たい躯く。

　周囲に浮かぶ何十人何百人という〈エクノドラス真教会〉の教徒達がまるで人体に群がる小さな羽虫の様に見える。

　何という禍まが々まがしさか。何という傲ごう岸がんさか。

　ただそこに在るだけで周囲を威圧し睥へい睨げいせずにはおかぬその姿。

　それは基本形として人の姿を模しているからこそ余計にいびつで醜悪だった。少なくともモーリィの眼にはそう映った。

「ひいいいいい――はははははっ！」

　空中に浮かんだままトーマが笑う。

　壊れた修道士は両手に持ったライフルを黒い巨人に向けて撃ちまくった。

「やっと出てきたなぁ！　はがねのぉ！　きょじいいいいいん!!　来い！　来いよ！　ぶち殺して……ころしてやるあ……！　ひいいいいいいはははは！」

　銃弾を撃つ度に空中でくるくるとトーマの身体が回転する。

　踏みしめる大地が無い為に、恐らく銃撃の反動を堪こらえる事が出来ないのだろう。

「ひゃああああああはあ！」

　笑いながら回転し続け銃を乱射するトーマ。

　その内の数発は――確かに巨人に向かって飛び、着弾した。

　火花が散る。

　巨体に比すれば産毛程の小さな小さな火花が。

　それだけだ。

　あまりにも相手が巨大過ぎてライフルの銃弾位ではびくともしない。恐らくろくに傷すらも付いていないだろう。跳ね返った弾を顔面に受けて、教徒の一人がのけぞる。慌ててゲルベが駆け寄った際にはもうその教徒は額から右目にかけてを大きく跳弾に抉えぐられて絶命していた。

「鋼の巨人……」

「鋼の巨人……」

「鋼の巨人……」

「はがねの……きょじん……」

　ざわめきが教徒達の間に広がっていく。

　散発的に銃撃や手投げ爆弾による攻撃は行われたが、それらはいずれも大した効果を挙げてはいない様だった。考えてみれば当たり前だ。それらはいずれも対人兵器であり装甲目標を破壊する為のものではない。掌てのひらに握り込める程度の手投げ爆弾の一つや二つで分厚い鋼鉄の装甲を破壊出来る筈はずなど無いのだった。

　鋼鉄の脚がゆっくりと大地を噛かむ。

　穴から出た巨人はその近くに生えている樹木数本を足の裏でへし折りながら――着地。

　だが巨人が見せた動きはとりあえずそれだけだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　後は――何をするでもなくただ傲ごう然ぜんとそびえている。

　雨が降り注ぎその関節や装甲の隙すき間まに触れると、白煙となって立ち上っていった。自らの身体から発する霧に包まれて〈背教者レネゲイド〉共の異形の兵器は足下に蠢うごめく人間達を睥へい睨げいしている。

　そして――

「あ……ああ……」

　誰だれかが呻うめき声を上げた。

「あああああああああああああああああ――っ!!」

　半ば裏返った悲鳴を上げながらその誰かは逃げ出した。

　信仰によって抑え込まれていた本能的な恐怖が再び蘇よみがえったのだろう。同じ教徒といってもその信仰の強さは様々だ。誰もが死の恐怖を完全に消し去れている訳ではない。それは本能の奥深い処ところに刻み込まれている、生き物としては当然の衝動だった。

　勝てない。

　そう思ったのだろう。至極順当な判断ではあった。こんなものと真正面から闘って勝てる筈はずも無いのだ。そもそも一定距離以上に近付くと、どうやら身体が宙に浮かんでしまうらしい。そんな状態では銃一つまともに撃つ事は出来ないだろう。

　だが……

「おおおおおおおおおおおおっ!!」

　教徒達の動きは大きく二つに分かれた。

　鋼の巨人に背を向けて逃げ出す者と。

　そして――反対に鋼の巨人に向けて全力で駆け出す者と。

「……ショウゴ……」

　人々の流れの中に立ち尽くしながら無意識にモーリィは呟つぶやいていた。

　逃げていく教徒の一人に突き飛ばされて彼女はぬかるんだ地面に倒れる。

　彼女は泥の上に手をついて身を起こした。

　ぼとりと泥の上に黒い塊かたまりが落ちる。

　爆弾だ。彼女が持ってきた唯一の武器。普通の手投げ爆弾の倍以上の大きさのそれを、モーリィは全部で五つ服に縫い付けていた。その内の一つがどうやら紐ひもが切れて落ちたらしい。

　爆弾を拾って握りしめる。

「……ショウゴ……」

　彼は居なくなってしまった。

　あの哀れな少年の面倒を見る事が彼女の贖しよく罪ざいの道ではなかったのだ。

　ならばやはり『解放』は『聖戦』によってのみなされるのではないか。

「はああがねえのぉ……きょじんめええええ……！」

　相変わらず空中でくるくると回りながらトーマが銃を乱射している。

　彼や、彼と同様に浮遊させられている教徒達を見ていてモーリィは気付いた。あの巨人に近付けば身体はまるで水の中の泡の様に浮かんでしまう。そうしてそれ以上は歩いて進めなくなってしまう。

　だが――勢いの在るものの突進を止める事は出来ない様だった。

　巨人に向けて突撃していく教徒達の中には、地を蹴けった勢いそのままに巨人の装甲に体当たりする者達も居た。跳ね返されてすぐに空中で身動きがとれなくなる様だったが、とりあえずは巨人のすぐ側そばまでは行けるらしい。

　ならば。

「あ……あ……ああああああああああああああああああ――っ！」

　全身から声を絞り出しつつモーリィは走った。

　走りながら邪魔なマントを脱ぎ捨てる。何度か転びそうになったが辛うじて堪こらえ、足下の泥を跳ね飛ばしながら〈エクノドラス真教会〉の修道女は五発の爆弾を抱えて走った。

　巨人は動かない。

　その巨大な鋼鉄の腕を一振りすれば空中に浮かんで為なす術すべも無い教徒達など、一瞬で血肉の塊かたまりと化す筈はずだが、何をするでもなく、むしろ教徒達を見守る様にその場に佇たたずんでいる。

　だがそんな事はモーリィには関係なかった。

「あああああぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　叫びながら次々に爆弾の留め金を抜いて棄すてる。

　実際には一つ抜いて爆発させれば後は連鎖反応で一斉に爆発するのだが、そんな道理を改めて思い出している様な余裕も彼女には無かった。

「『御尊影』に抗あらがう悪魔の巨人！　背教の魔王！」

　叫びながら巨人を睨にらみ据える。

　ふと――

（……え？）

　巨人がその巨大な頭部を動かして彼女の方を見た様な気がした。

　妙に生き物めいた双そう眸ぼうが物言いたげに彼女を凝視している――

「あああああああああああっ！」

　だが彼女はもう止まらない。止まれない。

　心の奥底に湧わいた小さな疑念は信仰による突撃を止めるにはあまりに小さなものだった。

　そして。

　身体が軽くなる。

　自覚した途端に渾こん身しんの力でモーリィは地を蹴った。

　巨人が――動く。

　まるで手を彼女の方へ差し伸べようとするかの様に。

　それは一体如い何かなる思惑があっての事か。無論、モーリィには知る術すべは無い。知らないままに彼女は一個の爆裂弾となって巨人に向かって飛んでいく。

「神罰――」

　止めるものは無い。

　叫びと共に彼女は巨人の右足に激突。

「あれッ！」

　轟とどろく雷鳴。走る稲光。

　一際大きく天を揺るがした神鳴りの下で――

　少女の殉教する閃せん光こうと火炎はむしろささやかに見えた。



　　　

（止やめ――止めろ、止めろモーリィ！）

　叫びは届かない。

　だから省吾は腕を伸ばした。理由など無い。だがとにかく彼女の殉教を止めようとしたのだ。彼女が爆弾らしきものを持っているのは最初に転んでその一つを落とした時点で分かっていた。彼女がそれを使って自爆攻撃をしようとしているのも。



　――ぱあん。



　開けた場所で響く爆発音は妙に爽さわやかで――間が抜けた様な音だった。火薬の量が足りなかったのか。あるいは空中での爆発というのは元々そういうものなのかもしれない。省吾には分からない。分かりたくもなかったが。

　何にしてもそれは一人の少女をこの世界から消し飛ばすには充分な量であったようだ。

（…………）

　省吾はモーリィが飛び込んだ辺りを見た。

　小さな――人間一人の死を示すにはあまりに小さな紅あかい染みが〈イコノクラスト〉の足首に付いていた。だがそれも僅わずかな時間の事である。巨体に降り注ぎ、その表面を伝って滝の様に流れ落ちる雨水が瞬またたく間にそれらを洗い流していく。

　後には何も残らない。何も。

（……ば……馬ば鹿か……野郎……）

　モーリィが希望を見み出いだせる世界を創ろうと思った。

　絶望から逃げる余り死を讃さん美びする様な宗教など必要の無い世界にしたかった。

　それが出来るのは自分だけだと思ったから、それ以外にもう逃げ道など何ど処こにも無いのだと思ったから、省吾はもう一度〈イコノクラスト〉に乗る事が出来たのだ。そんな目的が在ったからこそ彼はメリニとの関係を修復して前に進む勇気が持てたのだ。

　なのに――

（う……く……）

　我慢出来ると思っていた嘔おう吐と感が込み上げてくる。

　頭の中が不快感で真っ白になる。

　そして。

（…………？）

　何かがずるりと胸の中に入り込んでくる感触。

　同時に笑いの衝動が何ど処こか仄ほの暗い精神の奥底から湧わき上がってきた。

（うく……うくくくくく）

　止まらない。

　何な故ぜだか分からないがおかしくてしょうがない。

　哀かなしい筈はずなのに面白い。笑える。滑こつ稽けいで仕方が無い。

　何が？

　自分がか？　それとも目の前で無駄な行為を繰り返す〈エクノドラス真教会〉の教徒達がか？　よく分からない。分からないが笑える――とても笑えてしまう。

（くくくくくくくく……）

　自分でも何故か分からない笑いの衝動に駆られるまま――省吾はあの視線を感じた。何処から見られているのか判然としなかったが、見られていた。笑う省吾を嘲ちよう笑しようする様な視線を、確かに感じた。

　しかし、首を巡らせて視線の主を探そうとした時である。

　カン。カン。カン。

　足に何かが触れている様な感触がした。

　何をされているの分からなかったが、無駄な努力を感じさせるくすぐったさに省吾は屈折した笑いを止めることが出来なかった。

（うくくくくく）

　笑いながら足下を見た。

（は……はは……何してんだよ？）

　自分で言った台詞せりふかどうか自信が持てない。

　誰だれか他人が喋しやべっているかの様だった。

（ははははは。あははははははははは）

　省吾は笑い続けた。

　笑い続けるばかりで何も考えていないことに気付いて――更に空虚な笑いが込み上げてきた。

　足下では修道会の連中が銃を撃っていた。爆弾を投げていた。

　モーリィの『殉教』に感化されたのだろうか。餌えさに群がる蟻ありの様に――まだまだ千を超えるであろう武装集団がなけなしの武器を振りかざし、攻撃を仕掛けている。ライフルで銃撃する者は未まだ理性的だろう。中には泥の中から拾った小石を投げている者も居た。棍こん棒ぼうで殴り掛かろうとして近付いてきて、〈イコノクラスト〉の展開する浮遊力場に囚とらわれ、空中で無意味に回り続ける者も居た。

　省吾は笑いを止めて、

（ほんとにさ。何してんだよ）

　抑揚なく呟つぶやいた。

（ほら。そんなところにいたらさ、死んじゃうぜ）

　一人……淡々と呟いた。

　何ど処こかでメリニやペルテアの声が響いている様にも思ったが――どうにも遠くて聞き取れない。何を言っているのか分からない。声援でもしているのだろうか。

（それとも――死んじゃいたいのかなあ？）

　言いながらやはり心の何処かで自分を見つめる視線を感じる。

　どこかずっと遠い場所から見られている気がした。鼻の先が当たるくらい近くで見られている気がした。頭のてっぺんから見られている気がした。耳元から見られている気がした。股またの間から見られている気がした。後頭部に張りついて見られている気がした。胸の奥の見えない場所から見られている気がした。

　ありとあらゆる場所から見られている気がした。

　ありとあらゆる場所から見られているのに、けれども視線はたった一つしかない。

　視線を投げかけるのが何者なのかは分からない。

　分からないけれど――知っている。

　そいつは『虚無』の中でいつでも隙すきを窺うかがっている。嘲あざける様な、誘惑する様な視線を、ありとあらゆる方向から投げ掛けながら。

（くくくくくくくくくくくく）

　省吾は笑い続けた。

　地を這はう蟻あり共はやはり無駄な努力を繰り返している。

　省吾は唇を歪ゆがめて頷うなずいた。

（じゃあ、殺してやるよ。殺してやればいいんだろ）

　――違う、止やめろ、と何処かで誰だれかが叫んでいる。

　だが省吾は無視した。

（いいじゃないかよ。どいつもこいつも死にたがってるンだからさ）

　違う。俺おれは人を殺さずに。出来るだけ――

（殺せばいいんだよ）

　省吾は――省吾の中に居るものは笑いながら言った。

（くだらねえ生き物だよな……ははははは。生きてる価値なんてねえんだよ）

　違う。違う。違う。

　死を認めるな。死を許すな。俺は――

（――黙れ）

　省吾は言った。

　そして傲ごう然ぜんと笑いながら、全身を包む嵐あらしの中で省吾は――〈イコノクラスト〉は唐突に両腕を天に掲げた。

　全身を駆け巡る全能感。それはまさに神のみぞ知る恍こう惚こつ感であり絶頂感であった。これに較くらべればメリニを抱いた際に得られるものなど些さ末まつな――

（死にたいんだろ？　ははは。よろしい。望みを――）

　天に掲げた両腕を稲妻の如ごとく振り下ろす。



　　――叶かなえてつかわす。



　轟ごうッ！

　石を投げつけられた水みず溜たまりの様に、大地から波紋が走る。

　泥の波紋が、血肉の波紋が、渦巻く大気に舞い上がった。

　己の周囲に群がる〈エクノドラス真教会〉の者達を、向かってくる者も逃げる者も区別無く――まさしく完全なる平等の下に――衝撃波を叩たたき付ける。

　荒れ狂う純粋な『力』の中で人々はあっさりと潰つぶれていった。

　まさしく一瞬。神為なる力。

　衝撃波の駆け抜けた後には、原型を留とどめている者さえ居なかった。誰だれもが全身の骨を砕かれ、体中の体液を沸騰させられた上で絞り出され、まるでボロ布の様に薄っぺらくなって吹っ飛んでいった。

（あははははははは。人間共が。愚かで卑しい人間共が。神の怨えん嗟さと憤ふん怒ぬを思い知るがいい。裏切られた者の憎悪を知るがいい。死にたいと言うのならいくらでも殺してやるぞ。さあ――かかってこい!!）

　轟ごう音おんの哄こう笑しようをひしりあげる闇やみ色の巨人。

　その御者席の中で吐と瀉しや物にまみれながら笑い続ける省吾の耳に――最も早はや、彼を案じる姫ひめ巫み女こ達の声は届いていなかった。



　　　

　全身から血の気が引くのを、メリニは感じた。

「ショウゴ……さま…………」

　省吾は呼び掛けに応じない。

　それどころかただ傲然と笑い続けている。

　手元の自動書記装置が次から次へと滅茶苦茶な数値を書き出していた。前回出陣の時の数値に近い。いや、なおも上昇中のそれが前回を上回るのも時間の問題だ。

〈イコノクラスト〉と省吾。

　どこまで同調した所で安定するのか。否、安定などするのか。

　今や見当もつかない。

『何よ……何言ってるの……ショウゴ様は……？』

　ハーチェッタが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく声が伝声管を通じて聞こえる。

『こんなの……こんな事あのショウゴ様が言う筈はず……こんなの……これじゃまるで』

『――神』

　セネカの言葉が酷ひどく重く響いた。

『神がショウゴ様を依より代しろにして自己復元をしようとしているって事？　有り得ないわよ!?　神の脳髄は――』

　ハーチェッタが悲鳴じみた声を上げる。

　だが――

『そもそも神の本質は聖体のありとあらゆる部分に遍在すると言われている。だからこそ神の肉片、神の毛髪の一本でも在れば奇き蹟せき術が使える。ならば、たとえ脳髄を取り除いてあったとしても、ショウゴ様の脳を代わりに使って『聖遺物』から『神』を構成していた情報を再入力し、〈イコノクラスト〉が神そのものとして『再起動』する可能性も無い訳ではないわ。とても低い――改めて検討する必要も無い位に低い可能性だと言われていたのだけれど』

『接続を強制遮断――』

『意識を乗っ取られる位の侵食状況よ。下手に切断したらどういう後遺症が残るか。もっともこのままの状態が続けばそうせざるを得ないでしょうけれど……』

『そんな――』

　ペルテアが絶望的に呟く声も聞こえてくる。

『じゃあショウゴ様は――』

「ショウゴ様ッ！」

　ペルテアの台詞せりふの先を否定するかの様にメリニは叫んだ。

「ショウゴ様！　どうかお気を確かに！　ショウゴ様！　ショウゴ様!!」

　悲鳴の様に彼の名を連呼するメリニ。

　だが――

「ショウゴ様！　ショウゴ様!!　どうか――お返事を！　ショウゴ様！」

　奇蹟術通信を介して伝わってくるのは狂気を帯びた哄こう笑しようだけであった。



　　　

　背教の魔神を前にして『聖戦』の使徒達はただひたすらに無力であった。

　今回の『聖戦』に参加した半数以上の者が既に先の一撃で死亡している。未まだ死傷を免れた者も数千の単位で残ってはいたが、その圧倒的な破壊力の前に誰だれもがただ呆然とその場に立ち尽くすしかなかった。

　逃げても向かっても無駄。

　誰だれしもその事が一瞬で理解出来た――いや理解させられたのだろう。

　雨の中でただ呆ぼう然ぜんと立ちながら自分達の上にのしかかる死を人々は待っていた。

　しかし――

「……見ろ。巨人が――」

　異変は前触れもなくやって来た。

　巨人の周りにたゆたう霧がその色を変えたのである。

　金属音を放ちながら巨人の身体の各所が痙けい攣れんする様に動く。同時にライフルのものよりも更に二回りは大きい空薬やつ莢きようが大量に落ちてきて雨の中で湯気を立てた。

　そして――

「……おお……？」

　光が漏れる。

　巨人の、身体のあちこちから――人体の基本構造を模倣しつつも、幾重もの装甲や機械装置に覆われている為、禍まが々まがしい程誇張の効いた胴体や四肢から、放射状に幾筋もの光が放たれる。

　一筋一筋は細くとも全てを合わせれば夥おびただしい光量であった。

　白く朧おぼろで……けれど眩まぶしい光。

　それは聖光であった。

　神がその偉業を行う際に放たれたとされる奇き蹟せきの光。

　奇蹟術の修得も行使も教義によって禁じている〈エクノドラス真教会〉では滅多に見る事の出来ないものではある。だが彼等は半ば本能的に――否、本能よりももっと奥深い処ところでそれが何かを理解していた。彼等の身体を構成する物質にも存在子イグジスは組み込まれており、それらは聖光に反応するからだ。

　そして……

「――神だ……」

　誰かが呟つぶやいた。

　しかしそれは、その場にいる〈エクノドラス真教会〉の教徒全員の心境を代弁していた。

　彼らが『御尊影』と崇あがめる『神罰代行者パニツシヤー』は、神が死ぬ間際に放った呪のろいそのものである。つまりは彼等が崇拝しているのは本を正せば今はもう居ない神そのものである。神が居ないからこそ教徒達はその残像に罪の許しを乞こい、祈りを捧ささげているのである。

　ならば……

「神だ」

「神だ」「神だ」

「神だ」「神だ」「神だ」

「神だ」「神だ」「神だ」「神だ」

「神だ」「神だ」「神だ」「神だ」「神だ」

「神だ」「神だ」「神だ」「神だ」「神だ」「神だ」……

　…………

　既に浮遊力場は無い。

　息ある〈エクノドラス真教会〉の教徒達は、巨人の前にふらふらと集まった。

　そうして彼等は聖なる光を発する巨大擬神機の足下に身を屈かがめた。武器を捨て、胸の前で指を絡ませて祈り、瞳ひとみを閉じた。歓喜の涙を流している者さえ居た。

「戻ってこられた」「ああどうか解放を」「解放を」「業苦に満ちる生よりの解放を」「我等罪人に裁きを」「おお……神よ」「我等の父にして創造主よ」

　足下に揃そろって身を伏せる人々を傲ごう然ぜんと見下ろす巨人。

　やがて。



　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！



　絶叫めいた巨人の声と共に天より巨大な雷が地に突き刺さった。



　　　

　何ど処こか遠くでメリニの叫び声が聞こえる。

　彼の名を呼ぶ声だ。それはひどく悲痛で――聞いている方が切なさで身を捩よじりたくなってしまう。メリニが悲しんでいる。メリニが泣いている。駄目だ。もう彼女を泣かせないと決めたのではなかったか。

（……俺おれ……は……）

「ははははははははははは。未まだか？　未だ死に足りないか？　はははははは！」

　違う。こんなのは俺じゃない。

　貴様は誰だれだ。どうして俺の代わりに笑ってるんだ。

「……ああ？　もうお前に用は無いぞ。消えてよし」

　そういう訳にいくか。返せ。俺の身体を返せ。

　省吾は意志力の全てを振り絞ってその何者かを追い出しにかかる。

「愚か者めが。人が神に敵かなうと思っているのか」

　やってみなけりゃ分からねえだろ。

　省吾は声なき声で呟つぶやく。

　俺の元々居た世界じゃな、神様を人間がぶっ倒す話なんざアニメやら漫画やらで見飽きてんだよ。俺にとっちゃ神様なんてのは絶対者の概念じゃねえ。人の上に立って偉そうに見下ろしてる奴の事だ。

「……荒すさんだ世界よな」

　てめえに言われたかねえ。

「ははははは。ならばやってみろ。俺おれを――」

『ショウゴ様!!』

　メリニの声が脳裏に響く。

『どうかお気を確かに！　ショウゴ様！』

『メリニ。もう駄目。これ以上ではそもそも遠隔操作の回路系も取られる――強制遮断するわよ』

　セネカの冷静な声が覆い被かぶさる様に響いた。

『ショウゴ様。お許しを』

　そして――

「おのれ――端はした女め共が。小こ賢ざかしい――」

　ぷつん。

　本当にそんな音がした様に感じられた。

　全身の神経に刃物が差し込まれた様な激痛が省吾を襲う。

「ッんぐ…………ンアッ……ッッッァァァァァァアアアアアアアアアアアアッ！」

『ショウゴ様!!』

　メリニが泣き叫んでいる。

　だが彼女に言葉を返してやる余裕は省吾には無かった。

「んぐ……んぎぎぎぎぎぎぎぎぎィィィ…………」

　とてつもない力で何かが引き剥はがされる感触があった。

　元々一つだったはずのモノが、尋常ならざる力に任せて強引に引き剥がされる感触。腕をもぎ取られた方が、足を引きちぎられた方が、よほどマシかもしれなかった。

　誰だれかが――否、『神』がしがみついているのを省吾は感じていた。

　省吾の四肢に、省吾の精神に、省吾の脳のう味み噌そに。

　そいつはしがみついて離れようとしない。

　回路が強制的に遮断されたというのに無理矢理省吾の意識をそこへ繋つなぎ直そうとしている。彼の脳を作り替え、細胞を再配置して、強制的に再接続する為の回路を、省吾の肉体で創り上げようとしている。

「てめ……」

　省吾は苦鳴の間から絞り出す様に言った。

「離れろ……よ……！」

（いいや、離れん。貴様の身体を使って私は復活を果たす。はははは。そうして再びこの世界に君臨し、人間を生かしたり殺したりして延々と楽しむのだ。私を裏切った罪の重さを、未来永えい劫ごう人間達に味わわせてやるのだ……）

「ふざけんなてめえ……離れろ！　離れろ離れろ離れろよッ！」

　省吾は叫んでいた。

　離れかけてはいた。

　けれどもそいつは完全に離れない。

（……うぎぎッ）

　そいつは呻うめいた。しかし――

（離れる必要は…………無いな……貴様も望んだじゃないか……否……貴様が望んだ…………貴様が望んだ筈はずだッ！　……はははは……貴様が！　貴様が！　違うと否定する根拠は在るか？　貴様がした事だ！　貴様がな！）

「俺おれは……そんな事を望んでいない……貴様とは……違う……」

（誰だれにそれが……分かる？　誰に区別が……つく？　貴様と……私はもう一心同体……だ。はは……は。貴様が……殺したのだ……違うと……言っても誰も……信じてくれない……貴様が違うと……思い込んでいるだけ……だ……ははは……楽になれ……考えを……放棄しろ……そうすれば……今までの苦痛も含めて……一切合切……面倒な事から……解放される……ぞ？）

「俺はそんな事を望んでいない！　俺は望んでいない！　俺は――」

（証拠がない！　貴様がやった！　貴様が！　貴様が！　誰の眼から見ても――）

『――ショウゴ様』

　不意に切り込んでくる涼やかな声。

　苦悩の果てに何かを吹っ切った――枯れ果てつつも穏やかな声。

『ショウゴ様――大丈夫です』



    

  
    
      



    

  
    
      　姫ひめ巫み女こ筆頭の声は静かな口調であったが、嘲ちよう笑しようする声を圧して省吾の脳裏に響き渡った。

『私が信じております。私が知っております。ショウゴ様。貴方が貴方である事を。貴方が決して殺さつ戮りくを好まれる方などでない事を。他ほかの誰だれが否定しようともこの私が。ですから御安心ください。そして――どうか私達の、私の元にお還かえりくださいませ』

「メリニ……」

　唇はすっかり乾ききっていた。かさかさと肌は荒れ、潤いなど微み塵じんもなかった。むしろ血の気を失い、青白く冷えきっていた。

　既に省吾の表情は死人のそれに近い。

　しかし。

「……貴様こそ消えろ。死者が出しゃばるな」

　省吾ははっきりと告げた。

（……ははは……強情な……奴めが……楽になれ……ものを……いいだろう……今は…………だが……つ…………っと……）

　潮が引く様に『神』の意識が遠ざかる。

　やがて――

『ショウゴ様？』

　メリニの声が確認する様に尋ねてくる。

『ショウゴ様……どうか御返事を』

「――ああ」

　長い長い溜ため息いきをついて省吾は言った。

「大丈夫だメリニ。俺おれは――まだ何とか俺みたいだ」

『はい』

　涙に濡ぬれているのがはっきりと分かる声でメリニがそう応じてきた。



　　　

　勅て使し河が原わら花か梨りんを収めた透明な円筒の前にネロは立っていた。

　最近……この部屋に彼はよくやってくる。他に何をするでもなくただ『停滞』の奇き蹟せき術を掛けられ円筒の中に閉じ込められた花梨を眺めているのだ。

　その女性的な線を備える美しい顔は――ただ微笑を浮かべているだけで、何を考えているのか余人には計り知れない。

「――ここにいた」

　聞き慣れた声にネロは振り返った。

　部屋に入ってきたのは――姫巫女のアフィニエである。

　術を維持している奇蹟師は、ちらりと彼女の方に視線を飛ばすものの、無言である。事実上この兄妹がオトルチ家を支配しているのだと彼は知っている。そしてこの二人に、彼等が望まぬ迂う闊かつな接し方をすれば、地位も財産も生命もまとめて叩たたき潰つぶされるという事を知っているからだろう。

　見ず、言わず、聞かず、路傍の石に徹する事が、この兄妹の側そばで生き残る秘ひ訣けつだった。

「お兄様――最近、御執心ね？」

　小柄な姫ひめ巫み女こは実の兄の眼を覗のぞき込んで言う。

「そうだね」

　視線を花梨に戻しながら言う。

「ひょっとしてその子が気に入った？」

「ああ――気に入ったよ。とてもね。お前が務め以外の部分で、ショウゴ・カシバに興味を持っているのと同じく」

「……命じたのは、兄様でしょう？」

　普段、省吾達の前ではまず見せない様な――ひどく大人びた苦笑を浮かべてアフィニエは言った。小柄だろうと童顔だろうと彼女はオトルチ家の姫巫女であり、半分しか血が繋つながっていないとはいえ、ネロの実の妹である。根本的にはこの、何ど処こか全てを斜め上から冷笑混じりに見下ろしている様な――兄と同じ部分を持っているのかもしれない。

「そうだね」

　ネロも微苦笑を浮かべる。

「そもそも――どうしてこの少女は此こ処こに来た？」

「……ショウゴ様と一緒だったからでしょう？　召喚に巻き込まれて」

「それはあるかもしれない。だが……違うかもしれない」

「どういう事？」

　怪け訝げんそうにアフィニエが尋ねる。

「来るべくして来た人間かもしれない――という事さ。そもそも、救世主にしたところで、異世界には幾つもの国家が在るという話だが、何な故ぜ、いつも『ニホン』という、小さな国家の人間しか召喚出来ないのか？　殊更に選んでいる訳でも無いのに」

「……それは」

　そもそも召喚儀式そのものが半ば偶然の産物なのである。その奇き蹟せき術式に関しては、度々検証実験をする訳にもいかず、扱っている〈レネゲイド〉の人間達にすら理解しきれていない部分が在った。

「興味深い。実に興味深いよ」

　言って――陶然とした色を含む眼でネロは花梨を見つめた。



　　　

　何もする事が無い。

　だからただ省吾は呆ぼう然ぜんとした無表情でその顔を覆いながら部屋の真ん中に座っていた。

　傍らにはセネカが用意していった茶のポットが在る。いかにも西欧風のポットなのだが、その中に入っているお茶は、飲んでみると何な故ぜか緑茶に近い色と味をしていた。

　やはり此こ処こは異世界なのだ。

　よく理解出来た様でいて出来ていない部分が多々在る。何か価値観や感覚が食い違う事が多い。当たり前だと思っている事も安心出来ない。無意識に踏み出した先に地面が無く巨大な深しん淵えんが口を開いているかの様な――不安感が在る。

「……ショウゴ様」

　かちりと音を立てて扉を開き、メリニが入ってくる。

「ショウゴ様。大丈夫ですか……？」

「……大丈夫だよ」

　省吾は微笑を取り繕って振り返る。

　だがメリニの眼には明らかに不自然に映っていたのだろう。彼女は哀かなしげに表情を曇らせてすぐ傍らにやってきた。

「昼間の……事を？」

「うん。そうだな」

　省吾は頷うなずく。

「どうしてあんなに簡単に――皆、生きる事を放棄出来ちゃうんだろうな」

「…………それは」

「俺おれが生きてきた世界と違うってのは分かる。俺の生きてた世界だって宗教団体の集団自殺とか、確かに在ったしね。でもそれは何て言うか、本とか、テレビ――って分からないか、とにかく遠くの世界の出来事で、俺には実感が無かったんだよね。何ど処こかで誰だれか知らない人が死んでる、みたいな。きっとそいつらは俺達とは全然違う価値観で、頭の中もおかしくなってて……自分達とは違う人間、みたいな」

　省吾は微苦笑を浮かべる。

「でもさ。俺は知ってるんだよ。一緒に暮らしてたんだよ。あの――人達と」

　エクノドラス真教会の者達と。

　モーリィと。

「俺は――何も見てなかったなあ……って思うと、何だかね」

　言葉にはならない感情が胸の内にわだかまる。

「楽しかったよ。安心も出来た。彼等は本当に――普通の人達だった。むしろ優しくて親切で本当に――」

「ショウゴ様」

　メリニが省吾の前に跪ひざまずく。

「このメリニにお話しくださいませ」

「……え？」

「ショウゴ様が見てこられた事、聞いてこられた事、感じられた事、私にお話しくださいませ。私はショウゴ様では御座いませんが、可能な限りに努力致します――ショウゴ様のお気持ちを、理解し、共有出来る様に」

「…………」

「私が居ります。お側そばに居ります。辛つらい事も苦しい事も、哀かなしみも憎しみも、懊おう悩のうも逡しゆん巡じゆんも、どうかお一人で背負い込まず、私にお分けくださいませ。一人では支えきれなくとも、耐えきれなくとも、二人でなら――」

「……長くなるよ」

　ひどく薄く透ける様な笑みを浮かべて省吾は言う。

「多分――とても」

　だが――

「望む所です」

　言ってメリニは微笑を浮かべた。



　　　

　凄せい惨さん――その一言では語り尽くせぬ状況であった。

　ようやく雨が上がり、黒い雲の切れ目から差し込んだ月の光に、濡ぬれそぼった森と平原が照らし出される。遠目に見ればそれはただの夜景でしかなかろうが、一いつ旦たん地に降りて人の目線で見てみれば、あちこちに不自然なものが幾つも見つかるだろう。

　ちぎれ飛んだ無数の肉片と骨片である。

　それらは半ば泥に埋まり、あるいは樹木の幹に食い込んでいた。まともな人型を残しているものも在るがそれらは大抵が早い段階で逃げ出していた者達の屍しかばねだ。最後まで残っていた者達は全員、死体もまともに残らない状態になっていた。

　ただ……

「は……はあっ……はあっ……」

　全滅という訳ではなかった様だった。

「くそ……俺おれは……俺って奴は……」

　息を切らしながら手近な樹木の幹に手をつく。

　ゲルベであった。

　モーリィと共に一いつ旦たんは『聖せい廟びよう』近くまで行った彼であったが、あの縦穴から出現した巨大な鋼鉄の魔神を目の当たりにして、逃げ出してしまった。忘れていた筈はず、棄すてた筈の恐怖が蘇よみがえり、彼は共同生活を送り助け合ってきた筈の仲間を残して一人全力で逃げてきてしまった。

「くそ……おお……俺は……なんて……くそ……浅ましい……」

　だから彼は知らない。

　その後――具体的に何が起こったのかという事を。最初の衝撃波を受けた時点で彼は吹っ飛ばされ、木の幹に頭をぶつけて気絶していたからだ。

　振り返れば木々の梢こずえ越しにあの黒い巨人が未まだ立っているのが見える。

　息を吹き返した彼はあの巨人を見てまた悲鳴を上げながら逃げてしまったのだ。

　ある意味でまともな反応ではある。だが〈エクノドラス真教会〉の修道士として植え付けられた価値観は彼の行動を内側から非難していた。

「……俺おれは…………」

　モーリィはどうなったろうか。

　レプトも死んでしまったろうか。

　そんな事を考える。

　その時――

「……!?」

　ぬかるんだ地面を踏む音と共にゆらりとゲルベの前に現れた人影が在った。

「い……生きてたのか!?」

　驚きの表情を浮かべてゲルベはその人影に駆け寄った。

　もう二度と会えないと思っていた知り合いの顔を見てゲルベの意識は喜びに占められていた。相手が全裸だという事に一瞬、躊ちゆう躇ちよを覚えたが――むしろそのままにしてはおけないと思い直して、相手に掛けてやる為に自分の着ている上着を脱いだ。

「てっきり死んだものだと――」

「…………」

　相手はただ虚うつろな表情でゲルベを見つめている。

　俄にわかに心配になってゲルベは声を掛けた。

「おい。どうした――大丈夫か、モーリィ？」

「……おまエは。わタシの。しりアいか」

　微妙におかしな発音でモーリィが尋ねてくる。

「知り合いかって……おまえ。ひょっとして記憶が？」

　怪け訝げんそうに尋ね返すゲルベ。

　彼に向けて少女の白い手がゆっくりと上がる。

　そして。

「――俺は……ぐげっ!?」

　モーリィの――少なくともゲルベがモーリィだと思ったそれの手が彼の首に食い込んでいく。信じ難い程の強さで少女の爪つめがめりめりと皮膚を裂き肉を貫き、細い指先がゲルベの延髄に達するのに要した時間は僅わずかだった。

「モー……かっ……はっ……」

　少女に首を掴つかまれたままかくんかくんと痙けい攣れんして――やがてゲルベは大人しくなった。

「…………」

　モーリィは何の感慨も見せずにその死体を傍らに振り捨てる。

　全裸を月の光に晒さらしながらその場に立つ少女に――改めて近付くものがあった。

　こちらは小柄な老人だった。

　ただし……

「……何ヲ、してイる？」

　こちらも何ど処こか口調がおかしい。

　もっとも老人の方の理由は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。老人の身体と顔は前と後ろ――完全に反対を向いていたからである。

「……この素体の」

　やや調子が戻ってきたのか急速に正しい発音に復帰しながらモーリィが言った。

　彼女は息絶えたゲルベから上着を剥はぎ取りながら言葉を続ける。

「知人か、友人であったらしい。下手に、騒がれては、不都合が在るので、排除、した」

「……なるホど」

「首が。前後反対に、なっているぞ」

「……そうか。道理で、歩きにくいと、思った」

　老人は自らの首に両手を添えると、みぎみぎと骨と肉が軋きしむ音を立てながらそれを正常位置に直した。

「思いの外、効果が、在った」

「しかし、それだけ、だ」



    

  
    
      



    

  
    
      「情報提供、だけでは。これ以上は、望め、まい」

　モーリィの言葉に老人は頷うなずき『同意。する』と言った。

「再起動。したいの、だが、此こ処こでは、まずかろう、な」

　ゲルベの上着を裸の上に羽織りながらモーリィが言う。

「恐らく」

「まずは、此処を離れ、よう」

「同意。する」

　少女と老人は頷き合うとゆっくりとその場を離れていく。

　青白い月が――月だけが二人の去っていくのを見つめている。

　その足下には月光によって描き出された長い長い、異様な程に長く大きな人型の影が、黒々と蠢うごめいていた。







『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ04　殉　suicidal act　教』完



    

  
    
      次回予告



　ようやく己を取り戻し、この異世界ソロンにおける立ち位置を自ら定めていく省吾。だが彼の決意とは無関係に、〈代行者パニツシヤー〉、そして〈血族〉が――それに絡む諸もろ々もろの者共が不気味な動きを示し始めるのだった。



　次回『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ05　鉄　The　Persona　面』



　――真実は常に仮面の下。



    

  
    
      
あとがき



　親分、てえへんだ。てえへんだ。何がてえへんだって、今回はあとがきのページ数がほとんどねえんでい。時間もねえんでいっ。いや面目ねえ、面目ねえ。あっしも色々努力はしてみたんですがね、なんつーかほら、いろいろありやして。人間も無理すっと色々あちこちから壊れやすし。へへへ。



　――と何ど処こかの岡おかっ引ぴき風の出だしにしてみてもページ数が増えない事に気付いた私ですが、皆様、いかがお過ごしでしょうか。やる前に気付けという突っ込みは受け付けません。後悔は常に後でするものです！（←少々ナチュラル・ハイで錯乱中）。



　毎度毎度、本当に迷惑かけている本シリーズ（も）ですが。

　ここらで少し転換期ですので、もうちっと早く出せる様に、身の回りのスケジュールやら、環境やらを整えたいとか思ってます。上う手まく行けば次はもうちょっと早くに出せる様な――いや、やめとこ。来年の事を言うと鬼が爆笑する。



　まあ何はともあれ、１、２巻も新装版が出るよーですし、もちっと頑張ろう、と。

　皆様もおつき合いくだされば幸い。

　んではまた次の本で!!



　二〇〇五／一一／一一

　ＢＧＭ：‥無し
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